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□社会福祉法人明桜会 

1. 法人使命及び基本理念 

【法人使命】 

全ての知的障害を有している人々が､一人のかけがえのない人として豊かな生

活を送ることができる地域社会をこの法人を立ち上げた明石地区手をつなぐ育

成会やその他明石を中心に活動する福祉諸団体と共に育んでいく 

 

【基本理念】 

･ 私達はご利用者一人ひとりの基本的人権を尊重します 

･ 私達はご利用者と喜びや怒り､哀しみ､楽しみ等を共有します 

･ 私達はご利用者の成長を喜びとします 

･ 私達はご利用者の僅かな変化も感じとれる視点と感性･センスを磨きます 

･ 私達はご利用者の意欲を高め､障害の軽減と自己実現に向けた支援に努

めます 

･ 私達は一人ひとりの生活歴や背景､障害の状況等を理解し､本人の意思を

尊重しながら､可能な限り地域社会で生活できるよう支援に努めます 

･ 地域社会と常に連携を取りながら､障害に対する理解を広げます 

 

これらの法人使命と基本理念を踏まえ法人に与えられた社会的役割を果たして

いくため以下の事業を推進した｡ 

 

2. 方針 

～法人使命の具現化～ 

(1) 新型コロナウィルス感染拡大の波が高くなる度に予定していた行事等が中

止となる事が多く､年間を通して各事業所は自らの地域を意識した取り組み

を行うことが難しい状況が続いた｡しかし､そのような中でも各事業所単位で

自治会等へ参加しその役員を担当するなど昨年から行ってきた活動(地域

の草刈り､挨拶運動､公園清掃)を主体的に進める事が出来た事､まちづくり

協議会への参加や地域住民との協働作業(地域交流農園ぴあファーム､み

んな給食)を継続して行えた事は地域との関係をつなぎとめることにつなが

った｡ただ､活動が制限される中､ご利用者の望む暮らしの実現に向けた動

きは既存のサービス調整に留まり資源の開発等を行うことは殆ど出来なか

った｡入所系施設においては､施設内で完結せずご利用者の生活の幅が広

がるような視点をもって支援する､通所系においてはライフの部分にまで目

を向けた意思決定支援を行うという点が不十分であった｡次年度は､改めて

ご利用者の個別ニーズの実現に主眼を置き､法人使命の具現化につなげ
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ていく必要がある｡ 

 

～基本理念の遵守～ 

(2) 職員やご家族等に向けて広報誌МОKマガジンを定期的(年4回)に配布し

基本理念の浸透を図った｡その人の望む暮らしの実現やご利用者の目線

に立った支援については､具体例や成功事例を交え分かりやすい発信を意

識し職員の行動変容につなげるよう促した｡各事業所やチームにおいても､

基本理念を前提とした意思決定支援やアセスメント力向上などの研修会等

を実施した｡結果､ご利用者の意思決定支援､自己選択自己決定などの意

識が浸透し､日常の支援においてもそのことを重視する関わりが多くみられ

るようになったことは成果として挙げられる｡ただ､時間の経過とともに職員

の実業務は決められた役割や日課をこなす事に終始してしまう傾向がある

ため､継続して意思決定支援の必要性､アセスメント力向上に関する取り組

みを行っていく必要がある｡また､新型コロナウィルス感染拡大により､ご利

用者の行動を制限せざる得ない場面も多くなった｡この事はご利用者の意

思に反する事にもつながったため職員は権利擁護の意識と現実の対応の

ギャップに困惑する場面も見られた｡次年度以降､感染対策と権利侵害につ

ながりやすいご利用者の行動制限については社会情勢も鑑み慎重に検討

していく必要がある｡ 

 

～ガバナンスの強化～ 

(3) 入所系事業所で発生したクラスター対応等において各事業所から臨機応

変に応援体制を構築するなど､法人一丸となってご利用者の命と健康を守

るための動きを整えることができた｡また､日々の徹底した感染対策につい

ても役職者から一般職員まで統一した理解をもって実施することができた｡

ただ､上記の対応が最優先となり､職位に沿った動きを理解する､そのことが

できる人材を育成していく､事業計画の達成に向けた動きを構築するという

部分では不十分であった｡事業所ワーキングについても同様で､感染対策

やクラスター対応等の議題が多くなり事業所運営の課題抽出や解決策の

検討は殆ど出来なかった｡ 

 

～感染症対策の維持強化～ 

(4) 感染対策を徹底して行った事で法人全体の標準予防策は大きく向上した｡

また､各事業所において緊急時を想定した動きを平時から職員間で共有出

来たことで､集団感染に至った際も早期に収束を迎えることが出来た｡次年

度も､手洗いや消毒といった感染対策と3密を防ぐ環境対策等は継続して実
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施し、感染症蔓延防止に努める必要がある｡ 

 

3. 重点事業 

～個別ニーズ実現に向けた地域生活の基盤強化～ 

(1) コロナ禍ではあったが新規事業(強度行動障害･重度障害者のグループホ

ーム事業)の準備を進めるため､行動障害のある方々が利用されているグ

ループホームへ行政機関の方々と見学に行く､学習会を実施する､設計士

を交え具体的な構造について検討を進めるなど一定の動きを作ることは出

来た｡また､ご利用者に対してグループホーム利用に関するアンケートを実

施しそのニーズを把握するよう努めた｡アンケート結果からは重度知的障害

を有する方のグループホームが不足していることも明らかになったため､そ

の必要性について行政とも共有しながら次年度以降検討を行う必要がある｡

また､地域生活を支援する人材が不足している現状からホームヘルパーや

ガイドヘルパーの調整が困難となり､自宅やグループホーム内に留まらざる

得ないご利用者が増えていることも大きな課題として残った｡ 

 

～大地の家(ご利用者)居室の個室化～ 

(2) 大地の家のご利用者男性7名が地域のグループホーム(第10やまゆりの家)

へ移行された｡ただ､未だ数名の方々は2人部屋での生活を送られている現

状から､今後もご利用者の個室化に向けた動きは継続していく必要がある｡ 

 

～経営基盤の安定･財務分析の視点～ 

(3) 社会福祉法人として中長期的な視点を持った安定的な経営が求められる

が､新型コロナウィルス対策に要する経費及び急激な物価高により全体とし

ては減益となった｡また､人件費率も高止まりとなりその支出増がより顕著と

なった｡年間通して各管理者は四半期報告を待つ姿勢となり見通しを持っ

た経営が難しかった｡次年度以降は各事業所における具体的な収支計画

を作成するなど､見通しを持った事業所経営を徹底し法人全体でその進捗

と対応を共有していく必要がある｡ 

 

～働き方改革の継続･人材定着の視点～ 

(4) 年間通して､職員及びご利用者の新型コロナウィルス罹患により緊急的且

つ変則対応等が求められ､対応可能な職員が時間外勤務で対応せざる得

ない状況が続き、通常時においても入所系施設はじめ一部役職者におい

て時間外勤務が常態化していることは課題として残った｡また､主に子育て

層にあたる職員が変則勤務困難となっている現状があることから公正公平
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を前提とした対応を次年度以降検討していく必要がある｡ 

 

～人材育成･キャリアアップについて～ 

(5) 集団感染発生により､オンラインへの切り替え､延期など柔軟な対応が求め

られることとなったが､当初の計画内容については滞りなく実施することが

できた｡今年度については､中堅期を迎える3年目の職員を対象に､後進育

成の視点､面接技術についての研修を実施し､今後求められる､期待されて

いる役割についての理解を深めた｡また､対面形式での実施も充実させるこ

とができ､職員間の横のつながりを育むことができる貴重な機会となった｡ 

 

～支援力(アセスメントスキル)向上について～ 

(6) 年間を通して､受講対象者を絞り研修勉強会を実施した｡事例のケースも実

際支援にあたっているご利用者を対象にし､知識向上だけでなく､アセスメン

ト手法や支援アプローチを組み立てるうえでも実践的な研修機会を設ける

ことができた｡また事例検討会を企画実施する技術的な手法も経験し､受講

者が今後､各事業所内でも効果的な事例検討を主導する気付きの機会とな

った｡ 

課題としては年間を通してアセスメント(情報収集･特性理解)重点を置いた

取り組みとなり､実践アプローチの準備や対応後の検証振り返り等､支援プ

ロセス全体まで進めるには期間･回数共に不十分だった｡今後も他チーム

への取組みに繋がるよう検証･共有に努めたい｡ 

 

～リスクマネジメントについて～ 

(7) 各事業所より委員を選出し法人全体の共通認識をもち､委員会でヒヤリハ

ットを｢未来に活かす｣ことに視点を置き書式の素案を作成した｡また、年度

末には役職者･委員等の参加により｢苦情対応｣として傾聴技術のスキルア

ップを目的とした研修を実施し日々の業務に活かすことが出来た｡ 

 

～人材確保について～ 

(8) 役割分担に基づく主担当を中心とした確保活動を実施し､令和5年4月採用

については8名(月給契約職員1名含む)確保することができた｡内定者や先

輩職員相互の交流会開催や定期的な情報発信･個別アプローチを行い、

法人理解の促進や内定後の辞退防止に努めた｡また､地域人材確保の取

組みとして､ハローワークでのミニ説明会を開き､他業界との合同出展を試

みた｡障害福祉未経験者や子育て層･シニア層を含む求職者への継続的な

アプローチを通じ多様な働き方に対応した幅広い人材確保を進めていく｡ 
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～事業継続計画(BCP作成)について～ 

(9) 法人の｢自然災害発生時における業務継続計画(BCP)案｣を作成した｡ご利

用者及び職員の生命の安全を最優先に考え､自然災害が発生した際の被

害を最小限に留めるという事を前提に作成するとともに､いかに業務を継続

するか､いかに早期復旧を図るかという事を具体的に検討した｡ただ､年度

内に全体への周知を目標としていたが､実際の災害を想定した際に起こる

様々な事態を想定したとは言えない部分もあり、次年度の完成を目指す事

になった｡1月にBCPに沿った訓練を実施し、計画の検証を行うとともにブラ

ッシュアップを図った｡ 

 

～地域貢献～ 

(10) 障害者スポーツ及び文化の推進 

明石市立総合福祉センター新館事業では、障害あるなしに関わらず､様々

な方に向けて体験会や記録会への呼びかけを行い、ユニバーサルスポー

ツの浸透や地域共生のまちつくりの発信に努めた｡また、スペシャルオリン

ピクス日本･兵庫明石プログラムの事務局として､久しぶりに活動プログラム

を再開し､徐々にアスリートの参加者も戻ってきている｡11月に開催されたナ

ショナルゲーム・広島大会(全国大会)に明石プログラム発足後初めて1名が

出場し､日頃のトレーニングの成果を発揮することができた｡ 

 

(11) 明石市の福祉力向上に対する貢献 

明石市地域自立支援協議会が立ち上げた｢サービス管理責任者･児童発

達支援管理責任者連絡会｣に参画し､市内事業所のサービス管理責任者と

児童発達支援管理責任者のつながりづくりと連携体制の強化に寄与した｡

また､自立支援協議会くらし部会では､グループホームの利用における意思

決定支援の在り方について協議し､改めて体験の場の必要性についての

提言を行った｡明石市社会福祉協議会の主催するボランティア講座への協

力要請を受け､市内一般の方々を対象に障害者の特性や関わり方につい

ての啓発活動を行った｡明石市基幹相談支援センター兼障害者虐待防止

センター主催の｢明石市権利擁護･障害者虐待防止研修｣にも参画し､市内

福祉人材の支援力の向上に寄与した｡ 
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≪理事会≫ 

-第115回- 

1 開催日時 令和4年6月9日(木曜日) 

午後1時15分から午後2時30分まで 

2 開催場所 大地の家地域交流ホール 

3 出席者 

理事総数 6名 

理事出席者 4名 

理事長 日下孝明 

業務執行理事 小松正和 

理事  公家裕 鳥居健一 

監事総数 2名 

監事出席者 2名 

監事  松田千尋 黒田清隆 

職員出席者 2名 

職員  岡平ゆかり 前田央依 

4 議題 

報告事項 

(1) 理事長及び業務執行理事の職務執行状況の報告について 

(2) 大地の家の実施指導の結果と改善報告について 

審議事項 

第1号議案 清水の土地の交換契約について 

第2号議案 基本財産の追加と処分について 

第3号議案 定款変更について 

第4号議案 令和3年度事業報告(案)について 

第5号議案 令和3年度決算報告(案)について 

･ 社会福祉充実残額について 

第6号議案 監事監査報告について 

第7号議案 定時評議員会の招集について 

第8号議案 賞与の支払いについて 

 

-第116回- 

1 開催日時 令和4年8月25日(木曜日) 

午後1時30分から午後4時00分まで 

2 開催場所 大地の家地域交流ホール 

3 出席者 

6



理事総数 6名 

理事出席者 5名 

理事長 日下孝明 

業務執行理事 小松正和 

理事  公家裕 泉久仁子 鳥居健一 

監事総数 2名 

監事出席者 2名 

松田千尋 黒田清隆 

職員出席者 11名 

岡平ゆかり 金尾良信 山崎正幸 永井照行 三村寛裕 

寺田俊哉 吉田透 大西圭介 室本早知 渡邊貴美 加地裕明 

4 議題 

報告事項 

(1) 理事長及び業務執行理事の職務執行状況の報告について 

(2) 新型コロナウイルス感染状況の報告(大地の家)について 

(3) アクションプラン法人の事業計画の進捗状況について 

(4) 事業所からの報告(やまゆりの家)について 

(5) 各チームの報告について 

(6) 第1四半期会計報告について 

審議事項 

第1号議案 運営協議会について 

第2号議案 就業規則(育児休業規定･介護休業規定)の一部改正(案)につ

いて 

第3号議案 感染症対策にかかる特別手当の廃止について 

第4号議案 大地の家の定員変更について 

第5号議案 就業規則の一部改正(案)について 

 

-第117回- 

1 開催日時 令和4年11月16日(水曜日) 

午後1時30分から午後2時20分まで 

2 開催場所 大地の家地域交流ホール 

3 出席者 

理事総数 6名 

理事出席者 6名 

理事長 日下孝明 

業務執行理事 小松正和 
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理事  泉久仁子 公家裕 山下孝光 鳥居健一 

監事総数 2名 

監事出席者 2名 

監事  松田千尋 黒田清隆 

職員出席者 13名 

職員  岡平ゆかり 宮崎泰生 金尾良信 山崎正幸 永井照行 

三村寛裕 寺田俊哉 吉田透 大西圭介 室本早知 渡邊貴美

加地裕明 前田央依 

4 議題 

報告事項 

(1) 理事長及び業務執行理事の職務執行状況の報告について 

(2) 運営協議会について 

審議事項 

第1号議案 上半期事業報告について 

(1) サポートセンター翔 

(2) あいすくりーむの家 

第2号議案 上半期会計報告について 

第3号議案 冬期賞与の支払いについて 

第4号議案 令和4年度第1次補正予算(案)について 

第5号議案 管理者人事について 

第6号議案 評議員会の開催日時･開催場所･議案について 

 

-第118回- 

1 開催日時 令和5年2月8日(水曜日) 

午後1時20分から午後3時10分まで 

2 開催場所 大地の家地域交流ホール 

3 出席者 

理事総数 6名 

理事出席者 4名 

業務執行理事 小松正和 

理事  泉久仁子 公家裕 鳥居健一 

監事総数 2名 

監事出席者 2名 

監事  松田千尋 黒田清隆 

職員出席者 12名 

職員  岡平ゆかり 宮崎泰生 三村寛裕 吉田透 山崎正幸 
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永井照行 寺田俊哉 大西圭介 室本早知 渡邊貴美 

加地裕明 前田央依 

4 議題 

報告事項 

(1) 理事長及び業務執行理事の職務執行状況の報告について 

(2) 法人虐待防止委員会及び各事業所虐待防止委員会の報告について 

(3) 第3四半期会計報告について 

(4) トゥギャザーフェスの開催について 

 

-第119回- 

1 開催日時 令和5年3月8日(水曜日) 

午後1時30分から午後2時25分まで 

2 開催場所 大地の家地域交流ホール 

3 出席者 

理事総数 6名 

理事出席者 6名 

理事長 日下孝明 

業務執行理事 小松正和 

理事  公家裕 山下孝光 鳥居健一 岡平ゆかり 

監事総数 2名 

監事出席者 1名 

監事  松田千尋 

職員出席者 11名 

職員  宮崎泰生 三村寛裕 吉田透 山崎正幸 永井照行 寺田俊哉 

大西圭介 室本早知 渡邊貴美 加地裕明 前田央依 

4 議題 

報告事項 

(1) 令和5年2月20日付け提案の書面による理事会について 

(2) 令和5年2月21日付け提案の書面による評議員会について 

審議事項 

第1号議案 令和4年度第2次補正予算(案)について 

･ 期末手当の支払いについて 

第2号議案 令和5年度事業計画(案)について 

第3号議案 令和5年度管理者人事について 

第4号議案 令和5年度予算(案)について 

第5号議案 経理規程の一部改正(案)について 

9



第6号議案 役員賠償保険の加入について 

第7号議案 定時評議員会の開催日時･開催場所･議案について 

第8号議案 給与規定の一部改正(案)について 

 

≪理事会の決議の目的である事項の提案について≫ 

1 提案日 令和4年5月23日 

2 決議事項を提案した理事 理事長日下孝明 

3 提案事項 

第1号議案 評議員候補者の推薦について 

第2号議案 評議員選任解任委員会の開催について 

4 理事会の決議があったものとみなされた日令和4年5月27日 

 

1 提案日 令和4年7月11日 

2 決議事項を提案した理事 理事長日下孝明 

3 提案事項 

第1号議案 評議員の解任と理事の推薦について 

第2号議案 新評議員の推薦について 

第3号議案 評議員選任解任委員会の開催について 

第4号議案 評議員会の開催について 

4 理事会の決議があったものとみなされた日令和4年7月13日 

 

1 提案日 令和4年9月28日 

2 決議事項を提案した理事 理事長日下孝明 

3 提案事項 

第1号議案 一般相談支援事業の開始について 

第2号議案 定款変更について 

第3号議案 評議員会の決議の省略議案について 

4 理事会の決議があったものとみなされた日 令和4年10月5日 

 

1 提案日 令和5年2月20日 

2 決議事項を提案した理事 理事長 日下孝明 

3 提案事項 

第1号議案 理事の辞任届の受理について 

第2号議案 新理事の推薦について 

第3号議案 評議員会の開催について 

4 理事会の決議があったものとみなされた日 令和5年2月21日 
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≪評議員会≫ 

-第50回- 

1 開催日時 令和4年6月24日(金曜日) 

午後1時30分から午後2時40分まで 

2 開催場所 明石市立木の根学園事務所棟 

3 出席者 

評議員総数 7名 

評議員出席者 6名 

木下宣明 飯貝昭弘 牧山榮子 竹内信六 金田孝行 

泉公仁子 

理事出席者 3名 

理事長 日下孝明 

業務執行理事 小松正和 

理事  鳥居健一 

監事総数 2名 

監事出席者 2名 

松田千尋 黒田清隆 

職員出席者 2名 

岡平ゆかり 前田央依 

4 議題 

報告事項 

(1) 理事長及び業務執行理事の職務執行状況の報告について 

(2) 大地の家の実施指導の結果と改善報告について 

審議事項 

第1号議案 清水の土地の交換契約について 

第2号議案 基本財産の追加と処分について 

第3号議案 定款変更について 

第4号議案 令和3年度事業報告(案)について 

第5号議案 令和3年度決算報告(案)について 

･ 社会福祉充実残額について 

第6号議案 監事監査の報告について 

 

-第51回- 

1 開催日時 令和4年12月9日(金曜日) 

午後1時30分から午後2時30分まで 
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2 開催場所 大地の家地域交流ホール 

3 出席者 

評議員総数 7名 

評議員出席者 6名 

木下宣明 牧山榮子 竹内信六 金田孝行 三木則夫 橘田浩 

理事出席者 2名 

理事長 日下孝明 

業務執行理事 小松正和 

監事総数 2名 

監事出席者 1名 

黒田清隆 

職員出席者 11名 

岡平ゆかり 宮崎泰生 吉田透 三村寛裕 山崎正幸 

永井照行 寺田俊哉 大西圭介 室本早知 渡邊貴美 

前田央依 

4 議題 

報告事項 

(1) 運営協議会について 

(2) 管理者人事について 

審議事項 

第1号議案 上半期事業報告について 

(1) サポートセンター翔 

(2) あいすくりーむの家 

第2号議案 上半期会計報告について 

第3号議案 令和4年度第1次補正予算(案)について 

 

-第52回- 

1 開催日時 令和5年3月24日(金曜日) 

午後1時30分から午後2時30分まで 

2 開催場所 大地の家地域交流ホール 

3 出席者 

評議員総数 7名 

評議員出席者 5名 

木下宣明 牧山榮子 竹内信六 金田孝行 橘田浩 

理事出席者 4名 

理事長 日下孝明 
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業務執行理事 小松正和 

理事  鳥居健一 岡平ゆかり 

監事総数 2名 

監事出席者 2名 

松田千尋 黒田清隆 

職員出席者 11名 

宮崎泰生 吉田透 三村寛裕 山崎正幸 永井照行 寺田俊哉

大西圭介 室本早知 渡邊貴美 加地裕明 前田央依 

4 議題 

報告事項 

(1) 令和5年2月21日付け提案の書面による評議員会について 

審議事項 

第1号議案 令和4年度第2次補正予算(案)について 

第2号議案 令和5年度事業計画(案)について 

第3号議案 令和5年度予算(案)について 

 

≪評議員会の決議の目的である事項の提案について≫ 

1 提案日 令和4年7月21日 

2 決議事項を提案した理事理事長 日下孝明 

3 提案事項 

第1号議案 理事の選任について 

4 評議員会の決議があったものとみなされた日 令和4年7月29日 

 

1 提案日 令和4年10月5日 

2 決議事項を提案した理事 理事長 日下孝明 

3 提案事項 

第1号議案 一般相談支援事業の開始について 

第2号議案 定款変更について 

4 理事会の決議があったものとみなされた日 令和4年10月13日 

 

1 提案日 令和5年2月21日 

2 決議事項を提案した理事 理事長 日下孝明 

3 提案事項 

第1号議案 理事の解任について 

第2号議案 理事の選任について 

4 評議員会の決議があったとみなされた日 令和5年2月22日 
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≪監事監査≫ 

1 監査日時 令和4年5月24日(火曜日) 

2 監査場所 大地の家地域交流ホール 

3 出席者 

監事  松田千尋 黒田清隆 

理事長 日下孝明 

業務執行理事 小松正和 

理事  鳥居健一 

職員  岡平ゆかり 前田央依 

 

≪運営協議会≫ 

1 参加者委員総数 10名 

委員出席者 7名 

笹倉真美子 吉原マスエ 山下琴美 片岡美津子 禰宜洞陽子

山村浩子 稲田恵子 今井サチ子 丸山純子 四方成之 

理事長 日下孝明 

業務執行理事 小松正和 

理事  鳥居健一 

職員  金尾良信 岡平ゆかり 宮崎泰生 吉田透 三村寛裕 

山崎正幸 永井照行 寺田俊哉 大西圭介 室本早知 

渡邊貴美 前田央依 吉田有希 

2 開催日 令和4年11月1日(火曜日)午前10時00分から午前11時50分ま

で 

3 開催場所 大地の家地域交流ホール 

 

≪経営会議≫ 

1 参加者 

主担当 岡平ゆかり 

理事長 日下孝明 

業務執行理事 小松正和 

アドバイザー(株)経営開発センター代表取締役社長 

野崎悦雄氏 

職員  鳥居健一 宮崎泰生 吉田透 三村寛裕 金尾良信 山崎正幸

永井照行 寺田俊哉 大西圭介 室本早知 渡邊貴美 

加地裕明 前田央依 
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2 開催日 5月25日 11月2日 

3 開催場所 大地の家地域交流ホール 

 

≪運営企画会議≫ 

1 参加者 鳥居健一 宮崎泰生 吉田透 三村寛裕 岡平ゆかり 

2 開催日  4月12日 5月10日 6月3日 6月13日 7月4日 7月11日 

7月12日 8月9日 8月23日 9月5日 9月13日 10月11日 

11月8日 12月1日 12月5日 12月13日 12月27日 1月10日 

1月30日 2月14日 3月16日 

3 開催場所 大地の家交流ホールまたは明石市立木の根学園事務所棟 

 

≪管理者会議≫ 

1 参加者 

主担当 鳥居健一 

職員  宮崎泰生 吉田透 三村寛裕 岡平ゆかり 山崎正幸 

永井照行 寺田俊哉 大西圭介 室本早知 渡邊貴美 

加地裕明 金尾良信 

2 開催日 6月21日 7月29日 8月30日 9月20日 12月20日 2月8日 

3月20日 

3 開催場所 大地の家交流ホールまたは明石市立木の根学園事務所棟 
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①
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規
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事
業
（
1
）
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）
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適
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な
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※
法
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重
点
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業
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）

③
労
務
　
働
き
方
改
革
へ
の
対
応
　
　
　
※
法
人
重
点
事
業
（
4
)

④
人
事
　
新
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
の
実
施
と
人
事
評
価
制
度
の
ス
ム
ー
ズ
な
運
用
　
※
法
人
重
点
事
業
（
5
）
（
8
）

⑤
事
務
職
員
の
能
力
向
上
の
た
め
の
研
修
参
加
、
課
内
勉
強
会
・
法
人
内
勉
強
会
の
開
催

①
③
④
⑤
に
つ
い
て
は
概
ね
滞
り
な
く
行
え
た
が
、
②
財
務
　
経
費
削
減
努
力
と
適
切
な
収
益
確
保
に
つ
い
て
、
課
題
が
残
っ

た
。
人
材
の
定
着
に
よ
る
人
件
費
の
圧
迫
、
光
熱
水
費
の
上
昇
や
そ
の
他
消
耗
品
に
関
す
る
経
費
の
圧
迫
、
中
で
も
感
染
対

策
に
か
か
る
費
用
等
物
価
高
騰
に
係
る
経
費
は
抑
え
る
こ
と
は
で
き
ず
経
営
へ
の
影
響
は
大
き
い
。
さ
ま
ざ
ま
な
助
成
金
活
用

は
し
て
い
る
が
追
い
つ
く
こ
と
は
な
く
、
今
後
の
課
題
と
し
て
残
っ
た
。
次
年
度
の
経
営
会
議
で
の
検
討
課
題
と
す
る
。

優
先
度

目
標
達
成
の
た
め
に
実
施
す
る
事

具
体
的
な
方
法

①
大
地
の
家
個
室
化
に
向
け
て
の
検
証
と
新

規
事
業
支
援

※
法
人
重
点
事
業
（1
）（
2）

●
20
21
年
度
に
引
き
続
き
法
人
の
重
点
事
業
（１
）（
２
）に
基
づ
き
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
等
新
規
事
業
に
つ
い
て
の
必
要
な
支

援
－
補
助
金
申
請
、
指
定
申
請
事
務
等
を
行
う
。
ま
た
、
大
地
の
家
の
個
室
化
に
向
け
て
、
定
員
減
に
よ
る
運
営
費
の
試
算
や

人
員
配
置
の
検
討
、
実
施
に
伴
う
問
題
の
検
証
等
、
現
場
サ
イ
ド
と
協
力
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

結
果 ②

経
費
削
減
努
力
と
適
切
な
収
益
確
保

※
法
人
重
点
事
業
（3
）

●
20
19
年
度
以
降
、
毎
年
各
事
業
所
の
経
営
努
力
は
上
向
き
に
数
字
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。
各
事
業
所
の
経
営
意
識
は
高

ま
っ
て
い
る
こ
と
が
明
確
な
た
め
、
今
年
度
も
四
半
期
ご
と
の
経
営
会
議
の
開
催
、
毎
月
の
予
算
執
行
状
況
の
報
告
を
行
う
。
ま

た
、
契
約
、
購
入
決
済
に
関
し
て
も
合
い
見
積
も
り
の
意
図
を
伝
え
経
費
削
減
努
力
を
す
る
よ
う
促
し
、
財
政
基
盤
の
安
定
を
図

る
た
め
、
経
営
分
析
を
行
う
と
と
も
に
予
算
管
理
の
重
要
性
を
伝
え
て
い
く
。

●
補
助
事
業
、
助
成
事
業
の
申
請
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ
う
に
各
事
業
所
を
支
援
す
る
。

結
果

事
業
所
名
　
（　
　
法
人
事
務
課
　
　
）

今
年
度
の
最
重
点
目
標
　

今
年
度
は
経
営
会
議
の
開
催
を
大
雪
と
感
染
症
対
策
の
た
め
2回
見
送
っ
た
。
実
施
し
た
1回
は
管
理
者
だ
け
で
な
く
主
任
職
も
出
席
し
「
経
営
」
と
い
う
も
の
に
関
す
る
距
離

感
を
多
少
縮
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
毎
月
の
予
算
執
行
状
況
の
報
告
は
1カ
月
遅
れ
で
数
字
が
上
が
り
タ
イ
ム
リ
ー
に
報
告
が
で
き
ず
あ
ま
り
意
味
を
な

し
て
い
な
い
。
ま
た
経
営
会
議
の
資
料
と
は
形
も
異
な
る
為
見
づ
ら
い
よ
う
に
も
思
う
。
次
年
度
は
な
に
か
コ
メ
ン
ト
を
入
れ
る
等
工
夫
を
し
て
み
た
い
。
合
い
見
積
も
り
の
意
図

は
ほ
ぼ
全
員
に
伝
わ
っ
た
と
思
う
。
予
算
管
理
の
重
要
性
に
つ
い
て
も
今
年
は
予
算
執
行
状
況
が
厳
し
か
っ
た
た
め
伝
わ
り
や
す
か
っ
た
と
思
う
。

補
助
事
業
・助
成
事
業
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
か
事
業
所
か
ら
の
ニ
ー
ズ
は
な
か
っ
た
。
コ
ロ
ナ
対
策
に
関
す
る
助
成
金
は
す
べ
て
法
人
一
括
で
担
当
し
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
た
。

結
果

第
8、
第
9、
第
10
や
ま
ゆ
り
の
家
に
つ
い
て
、
補
助
金
申
請
、
指
定
申
請
事
務
を
行
っ
た
。
ま
た
大
地
の
家
に
つ
い
て
は
、
定
員
減
に
よ
る
運
営
費
の
試
算
や
人
員
配
置
の
検

討
、
実
施
に
伴
う
問
題
の
検
証
等
、
現
場
サ
イ
ド
と
協
力
し
な
が
ら
進
め
て
お
り
、
職
員
配
置
の
見
直
し
に
関
す
る
提
案
、
定
員
に
か
か
る
変
更
申
請
、
契
約
変
更
の
手
続
き

等
を
行
っ
た
。
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③
働
き
方
改
革
へ
の
対
応

※
法
人
重
点
方
針
事
業
（4
）

●
20
19
年
度
以
降
、
毎
年
年
休
取
得
率
は
上
が
っ
て
い
る
。
今
年
度
も
年
2
回
事
業
所
別
に
年
休
の
取
得
状
況
を
確
認
し
、
取

得
率
を
算
出
し
管
理
す
る
。

●
20
19
年
度
以
降
、
時
間
外
勤
務
も
減
少
し
て
い
る
が
、
一
部
特
定
職
員
の
時
間
外
勤
務
状
況
は
目
立
っ
て
い
る
。
業
務
上

や
む
を
え
な
い
場
合
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
取
得
状
況
を
把
握
す
る
中
で
、
必
要
に
応
じ
て
管
理
職
者
に
確
認
作
業
を
行
う
。

●
引
き
続
き
業
務
の
効
率
化
に
向
け
て
の
検
討
作
業
に
加
わ
り
、
記
録
に
関
す
る
ソ
フ
ト
導
入
等
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

●
20
22
年
度
よ
り
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
に
基
づ
く
一
般
事
業
主
行
動
計
画
だ
け
で
な
く
新
た
に
女
性
活
躍
推
進
法

の
改
正
に
伴
う
女
性
活
躍
推
進
の
た
め
の
一
般
事
業
主
行
動
計
画
が
加
わ
る
。
ま
た
育
児
・
介
護
休
業
法
の
改
正
が
4
月
、
1
0

月
に
行
わ
れ
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
計
画
及
び
実
施
内
容
の
周
知
を
図
り
、
実
施
状
況
の
確
認
を
行
う
。

結
果 ④

新
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
の
実
施
と
新
人
事
評
価
制

度
の
ス
ム
ー
ズ
な
運
用

※
法
人
重
点
方
針
（5
）（
8）

●
20
21
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
人
材
確
保
と
人
材
育
成
の
た
め
の
新
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
と
新
人
事
評
価
制
度
の
運
用
に
つ
い

て
、
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ
う
に
各
チ
ー
ム
と
協
力
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

結
果 ⑤

事
務
職
員
の
能
力
向
上
の
た
め
の
研
修

（オ
ン
ラ
イ
ン
）参
加
及
び
課
内
勉
強
会
・法

人
勉
強
会
の
開
催

※
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
準
備

●
労
務
・財
務
・法
人
運
営
、
担
当
業
務
の
研
修
会
（オ
ン
ラ
イ
ン
）
へ
の
積
極
的
な
参
加
を
促
し
、
課
内
勉
強
会
を
開
催
し
、
事

務
職
員
の
育
成
を
図
る
。
必
要
に
応
じ
て
法
人
内
勉
強
会
を
企
画
す
る
。

●
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
準
備
を
行
う
と
共
に
管
理
者
及
び
事
務
員
に
対
し
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
つ
い
て
の
広
報
及
び
研
修
を
行

う
。
準
備
と
し
て
は
適
格
請
求
書
や
適
格
簡
易
請
求
書
の
発
行
や
保
存
の
準
備
や
、
関
係
す
る
全
て
の
取
引
業
者
、
事
業
者
、

個
人
商
店
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
等
と
の
取
引
に
つ
い
て
の
ル
ー
ル
を
設
け
、
請
求
書
・
領
収
書
・
レ
シ
ー
ト
等
の
書
式
の
変
更
、
レ
ジ

の
設
定
を
2
02
2年
度
中
に
行
い
、
税
務
署
へ
「適
格
請
求
書
発
行
事
業
者
の
登
録
申
請
」
を
行
う
。

結
果

今
年
度
は
全
体
の
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
会
を
3回
（報
酬
制
度
、
実
施
指
導
、
ロ
ジ
カ
ル
シ
ン
キ
ン
グ
）開
催
し
、
内
容
に
よ
っ
て
（
処
遇
改
善
加
算
、
労
務
、
会
計
）
は
対
象
職
員
を

し
ぼ
っ
て
実
施
し
た
。
研
修
後
チ
ェ
ッ
ク
テ
ス
ト
に
全
員
で
回
答
し
た
り
、
感
想
等
を
発
表
し
育
成
を
図
っ
た
。

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
つ
い
て
は
外
部
研
修
に
出
席
し
、
税
務
署
へ
「適
格
請
求
書
発
行
事
業
者
の
登
録
申
請
」
を
行
っ
た
。
ま
た
今
後
職
員
向
け
の
内
部
研
修
を
ど
の
よ
う
な

方
法
で
行
う
か
企
画
し
て
い
る
最
中
で
あ
る
。

年
休
取
得
に
つ
い
て
は
、
ど
こ
の
事
業
所
も
管
理
で
き
て
お
り
取
得
率
も
高
い
。
不
定
期
勤
務
の
職
員
が
多
い
事
業
所
に
つ
い
て
は
管
理
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
た
め
次
年
度

へ
の
検
討
課
題
と
な
っ
た
。
時
間
外
勤
務
の
多
い
事
業
所
に
つ
い
て
は
現
場
の
声
を
聞
き
取
り
管
理
職
者
と
相
談
し
、
派
遣
職
員
を
配
置
す
る
こ
と
と
し
た
。
記
録
シ
ス
テ
ム

に
つ
い
て
は
、
次
年
度
の
助
成
事
業
に
載
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
検
討
作
業
は
小
休
止
と
し
た
。
次
世
代
法
・
女
性
活
躍
推
進
法
に
基
づ
く
一
般
事
業
主
行
動
計
画
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
、
実
施
状
況
の
確
認
を
行
っ
た
。
育
児
・介
護
休
業
法
の
改
正
に
つ
い
て
も
対
応
し
た
。

人
材
確
保
チ
ー
ム
で
は
新
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
を
使
っ
た
年
収
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
将
来
図
を
見
え
る
化
し
て
人
材
確
保
の
た
め
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
反
映
し
た
。
ま
た
事
務

課
管
理
の
人
事
デ
ー
タ
の
整
理
が
進
み
、
人
材
確
保
チ
ー
ム
に
は
職
員
の
採
用
デ
ー
タ
を
、
人
材
育
成
チ
ー
ム
に
は
職
員
の
勤
続
年
数
や
資
格
取
得
状
況
の
一
覧
等
の
提

供
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
新
人
事
評
価
制
度
の
運
用
に
つ
い
て
も
職
員
デ
ー
タ
が
ベ
ー
ス
と
し
て
役
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

17



ご
利
用
者
の
望
む
暮
ら
し
実
現
の
た
め
の
P
R
活
動

①
「明
桜
会
サ
ポ
ー
タ
ー
」を
広
め
、
入
会
者
10
00
人
を
目
指
す
。
（事
業
展
開
の
た
め
の
資
金
調
達
、
理
解
者
を
増

や
す
）

②
社
外
広
報
を
通
し
て
明
桜
会
の
認
知
度
を
上
げ
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
社
会
資
源
と
ご
利
用
者
を
つ
な
い
で
い
く
。

③
社
内
広
報
を
通
し
て
理
念
（明
桜
会
ら
し
さ
）の
浸
透
を
図
り
、
ス
タ
ッ
フ
一
人
ひ
と
り
が
ご
利
用
者
の
目
線
に
立
っ

た
支
援
の
実
践
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
意
識
付
け
を
行
う
。

４
月
に
「後
援
会
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
」を
行
い
、
オ
ン
ラ
イ
ン
決
済
も
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
会
員
登
録
の
間
口
を
広
げ
た

が
、
周
知
活
動
を
広
く
行
う
こ
と
が
で
き
ず
に
会
員
は
大
き
く
増
え
て
い
な
い
。

S
D
G
s推
進
チ
ー
ム
で
の
取
り
組
み
で
、
「ト
ゥ
ギ
ャ
ザ
ー
★
フ
ェ
ス
」を
開
催
。
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
地
域
交
流
を
図
り
、

明
桜
会
の
認
知
度
を
上
げ
る
活
動
と
な
っ
た
。

社
内
報
を
中
心
に
内
部
広
報
を
行
っ
て
い
る
。
理
念
の
浸
透
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
理
念
に
沿
っ
た
記
事
の
作

成
を
意
識
的
に
行
っ
て
い
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
を
継
続
し
て
実
施
し
、
浸
透
度
合
い
を
測
っ
て
い
く
。

コ
ン
セ
プ
ト
ム
ー
ビ
ー
の
制
作
を
開
始
。
今
後
”と
も
に
歩
む
、
明
日
を
つ
く
る
”　
の
意
図
を
法
人
内
外
へ
伝
え
て
い

く
。

優
先
度

目
標
達
成
の
た
め
に
実
施
す
る
事

具
体
的
な
方
法

①
「明
桜
会
サ
ポ
ー
タ
ー
」募
集
の
周
知
活

動
を
行
い
、
継
続
率
の
向
上
を
図
る
。

●
広
範
囲
に
向
け
て
、
活
動
の
内
容
・サ
ポ
ー
タ
ー
募
集
を
伝
え
る
。

・４
月
に
年
間
の
『M
マ
ガ
』を
配
布
し
、
明
桜
会
の
取
組
を
周
知
。
育
成
会
、
学
校
、
ス
タ
ッ
フ
家
族
、
日
頃
関
わ
り
の

あ
る
業
者
へ
向
け
て
郵
送
。

・一
般
企
業
、
同
業
者
へ
向
け
て
営
業
活
動
。

●
『年
次
報
告
書
』の
発
行
。
サ
ポ
ー
タ
ー
の
方
々
へ
向
け
て
１
年
を
通
し
た
活
動
の
報
告
を
行
い
、
成
果
を
見
え
る

化
す
る
。

●
繋
が
っ
て
い
た
だ
い
た
方
に
向
け
て
、
希
望
者
に
メ
ル
マ
ガ
の
配
信
。
法
人
内
の
新
規
事
業
の
進
捗
や
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
・事
業
所
の
取
組
を
取
材
し
配
信
す
る
。

結
果

事
業
所
名
　
（　
　
P
R
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
　
）

今
年
度
の
最
重
点
目
標
　

結
果

・関
係
者
に
向
け
た
「M
マ
ガ
」の
配
布
に
留
ま
り
、
「明
桜
会
サ
ポ
ー
タ
ー
」募
集
を
広
く
周
知
す
る
ま
で
に
至
ら
な
か
っ
た
。

・サ
ポ
ー
タ
ー
の
方
々
に
向
け
て
「年
次
報
告
書
」の
発
行
を
行
い
、
１
年
の
活
動
報
告
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

・メ
ル
マ
ガ
と
し
て
、
公
式
L
IN
E
を
立
ち
上
げ
た
。
定
期
的
な
配
信
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
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②
直
接
的
/間
接
的
に
地
域
交
流
を
行
う
。

●
大
久
保
ま
ち
協
の
活
動
に
参
画
し
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
を
拾
う
。
で
き
る
こ
と
を
模
索
し
な
が
ら
地
域
交
流
・社
会
貢

献
活
動
を
行
う
。

●
外
部
（企
業
・ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
行
う
。
協
力
者
を
得
な
が
ら
広
め
て
い
く
仕
掛
け
づ
く
り
。

●
各
事
業
所
と
協
働
し
、
広
報
活
動
を
行
う
。

・H
P
に
「お
知
ら
せ
」の
コ
ー
ナ
ー
を
つ
く
り
、
と
り
ま
と
め
を
行
う
。
（販
売
・イ
ベ
ン
ト
・地
域
へ
向
け
た
情
報
な
ど
を
掲

載
）

・コ
ッ
ト
ン
ベ
ー
ル
を
活
用
し
、
事
業
所
の
活
動
紹
介
や
障
害
福
祉
の
啓
発
と
な
る
よ
う
な
取
組
を
行
う
。

・出
張
販
売
の
機
会
を
つ
く
り
、
法
人
内
の
取
り
ま
と
め
を
行
う
。

●
子
供
（親
子
）を
対
象
に
し
た
地
域
交
流
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
立
案
。
「謎
解
き
（リ
ア
ル
宝
探
し
）」
●
S
N
S
（イ
ン
ス
タ
・

Y
o
uT
ub
e・
F
ac
eb
o
o
k）
、
ブ
ロ
グ
、
広
報
誌
を
活
用
し
た
情
報
発
信
。

結
果 ③

法
人
の
方
向
性
や
理
念
を
正
し
く
理
解

し
、
内
部
・外
部
へ
発
信
す
る
。

●
社
内
報
『M
マ
ガ
』の
作
成
・配
布
（年
４
回
）

・法
人
内
の
情
報
共
有
・法
人
の
理
念
や
ビ
ジ
ョ
ン
浸
透
・社
内
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
促
進
。
「ら
し
さ
」を
軸
に
オ
ー

プ
ン
に
発
信
し
て
い
く
。
当
事
者
・保
護
者
の
声
を
拾
う
こ
と
に
も
注
力
す
る
。

・取
材
・ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
内
部
の
情
報
収
集
を
行
う
。

●
「明
桜
会
の
う
た
」を
活
用
し
て
、
コ
ン
セ
プ
ト
ム
ー
ビ
ー
を
つ
く
る
。

・”
と
も
に
歩
む
、
明
日
を
つ
く
る
”　
（な
ん
の
た
め
に
、
誰
の
た
め
に
）、
を
法
人
内
外
へ
伝
え
て
い
く
。
H
P
、
S
N
S
、
イ

ベ
ン
ト
で
広
め
る
。

・ス
タ
ッ
フ
が
制
作
の
工
程
に
関
わ
る
機
会
を
つ
く
り
、
自
分
ご
と
と
し
て
捉
え
や
す
く
す
る
。

結
果

・大
久
保
ま
ち
協
の
活
動
に
参
画
。
イ
ベ
ン
ト
の
運
営
や
事
業
所
へ
出
店
の
呼
び
か
け
を
行
っ
た
。

・「
ト
ゥ
ギ
ャ
ザ
ー
★
フ
ェ
ス
」開
催
。
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
障
害
が
あ
っ
て
も
な
く
て
も
み
ん
な
が
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
企
画
。
直
接
的
な
地
域
交
流
の
機

会
と
な
っ
た
。

・「
ト
ゥ
ギ
ャ
ザ
ー
★
フ
ェ
ス
」に
お
い
て
、
運
営
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
り
法
人
と
の
接
点
づ
く
り
を
行
っ
た
。

・H
P
に
お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー
を
つ
く
り
、
事
業
所
か
ら
の
と
り
ま
と
め
を
行
っ
て
い
る
。

・各
種
S
N
S
・ブ
ロ
グ
・広
報
誌
を
用
い
て
情
報
発
信
を
行
い
、
間
接
的
な
交
流
を
図
っ
て
い
る
。

・年
４
回
、
「M
マ
ガ
」の
作
成
・配
布
。
法
人
の
理
念
や
ビ
ジ
ョ
ン
浸
透
・社
内
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
促
進
と
な
る
よ
う
に
記
事
を
作
成
し
、
内
部
向
け
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
参
考
に
構
成
を
行
っ
て
い
る
。

・コ
ン
セ
プ
ト
ム
ー
ビ
ー
制
作
の
た
め
に
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
を
募
っ
た
。
コ
ン
セ
プ
ト
か
ら
、
私
た
ち
の
働
く
意
味
合
い
が
伝
わ
る
よ
う
な
構
成
を
つ
く
り
、
チ
ー
ム
内

で
撮
影
・編
集
作
業
を
行
っ
て
い
る
。
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優
先

度
目

標
達

成
の

た
め

に
実

施
す

る
事

①
男

性
7名

の
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

へ
の

移
行

を
行

い
ま

す
。

（目
標

：入
所

定
員

30
名

）

結
果 ②

ご
利

用
者

お
一

人
ず

つ
「夢

マ
ッ

プ
」を

作
り

ま
す

。

結
果 ③

委
員

会
及

び
担

当
を

明
確

に
し

計
画

的
に

ご
利

用
者

・職
員

の
声

を
反

映
さ

せ
て

い
き

ま
す

。

結
果

委
員

会
（虐

待
防

止
・身

体
拘

束
適

正
化

、
感

染
対

策
、

危
険

察
知

）
及

び
担

当
（
日

中
活

動
）
を

明
確

に
し

、
日

常
生

活
や

支
援

の
中

で
上

が
っ

て
く
る

課
題

を
集

約
し

具
体

的
に

解
決

を
図

っ
て

い
く
。

ご
利

用
者

の
ア

セ
ス

メ
ン

ト
を

丁
寧

に
行

う
た

め
「夢

マ
ッ

プ
」と

い
う

見
え

る
化

し
た

ツ
ー

ル
の

原
案

を
作

成
し

た
。

そ
の

意
味

の
理

解
や

目
的

に
つ

い
て

職
員

や
ご

家
族

と
共

有
し

た
が

、
施

設
に

お
い

て
い

か
に

安
心

安
全

に
暮

ら
す

か
と

い
う

目
標

と
な

る
事

が
多

く
、

ご
利

用
者

の
立

場
に

た
っ

た
目

標
と

な
り

に
く
い

面
が

垣
間

見
ら

れ
た

。
次

年
度

以
降

も
職

員
や

ご
家

族
と

丁
寧

に
ご

本
人

の
望

む
事

を
確

認
し

、
ご

本
人

の
望

む
暮

ら
し

の
実

現
に

近
づ

け
て

い
く
必

要
が

あ
る

。

コ
ロ

ナ
感

染
、

不
適

切
支

援
、

ヒ
ヤ

リ
ハ

ッ
ト

等
の

報
告

か
ら

見
え

る
課

題
を

普
遍

化
し

、
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

や
研

修
、

ア
ン

ケ
ー

ト
の

実
施

な
ど

各
委

員
会

が
主

体
と

な
っ

て
行

っ
て

き
た

。
結

果
、

報
告

0に
は

な
ら

な
か

っ
た

が
、

そ
の

ま
ま

放
置

す
る

こ
と

な
く
、

し
っ

か
り

と
要

因
分

析
を

行
い

同
じ

こ
と

を
繰

り
返

さ
な

い
と

い
う

職
員

の
意

識
に

つ
な

が
っ

て
い

る
。

事
故

や
ト

ラ
ブ

ル
が

飛
躍

的
に

減
少

し
た

こ
と

で
、

緊
急

通
院

も
ほ

ぼ
見

ら
れ

な
く
な

り
、

ご
利

用
者

の
生

活
の

質
の

向
上

に
も

つ
な

が
っ

た
。

ご
利

用
者

個
人

の
想

い
を

中
心

に
、

具
体

的
に

ど
ん

な
こ

と
が

で
き

る
か

？
で

き
そ

う
か

を
職

員
間

で
検

討
し

、
ご

本
人

や
ご

家
族

に
説

明
で

き
る

夢
マ

ッ
プ

を
作

成
し

実
行

し
て

い
く
。

コ
ロ

ナ
感

染
対

応
等

か
ら

入
居

が
1カ

月
遅

れ
た

が
、

ご
利

用
者

の
個

室
化

に
む

け
た

取
り

組
み

と
し

て
男

性
7
名

が
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

へ
移

行
し

た
。

た
だ

し
、

ご
利

用
者

に
対

し
て

地
域

移
行

後
の

暮
ら

し
や

仕
事

の
理

解
・そ

の
選

択
に

関
わ

る
支

援
が

不
十

分
な

面
も

み
ら

れ
た

た
め

、
施

設
入

所
者

の
地

域
移

行
に

向
け

た
支

援
は

今
後

も
検

討
が

必
要

で
あ

る
。

事
業

所
名

　
（ 

  
大

地
の

家
　

）

今
年

度
の

最
重

点
目

標
　

①
ご

利
用

者
個

人
の

プ
ラ

イ
ベ

ー
ト

空
間

を
確

保
す

る
た

め
、

個
室

化
に

向
け

て
取

り
組

み
ま

す
。

（
男

性
7
名

の
地

域
移

行
）

②
ご

利
用

者
お

一
人

お
一

人
の

想
い

を
正

確
に

確
認

し
、

そ
の

実
現

を
す

る
こ

と
で

生
活

の
質

の
向

上
に

つ
な

げ
ま

す
。

③
ご

利
用

者
の

権
利

擁
護

に
関

す
る

事
、

命
や

健
康

、
快

適
な

暮
ら

し
に

関
し

て
常

に
意

識
し

て
業

務
に

取
り

組
め

る
環

境
を

整
え

ま
す

。

具
体

的
な

方
法

令
和

4年
9月

の
開

所
を

目
標

に
、

ご
利

用
者

の
選

定
・移

行
後

の
暮

ら
し

方
・
日

中
活

動
先

の
調

整
・
緊

急
時

の
対

応
等

を
法

人
と

連
携

し
て

進
め

て
い

く
と

と
も

に
、

近
隣

地
域

へ
の

理
解

啓
発

を
図

り
ま

す
。

ハ
ー

ド
面

に
つ

い
て

は
高

齢
に

な
っ

て
も

住
み

続
け

ら
れ

る
よ

う
オ

ー
ナ

ー
及

び
設

計
士

等
と

協
議

を
詰

め
て

い
く
。

個
室

化
に

向
け

た
取

り
組

み
と

し
て

年
度

当
初

の
目

標
と

し
て

挙
げ

た
男

性
7
名

の
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

へ
の

移
行

は
達

成
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

た
だ

、
コ

ロ
ナ

禍
が

続
き

当
施

設
で

も
感

染
拡

大
に

至
っ

た
時

期
も

あ
り

、
そ

の
対

応
に

注
力

せ
ざ

る
得

な
い

場
面

が
多

か
っ

た
。

結
果

、
ご

利
用

者
の

望
む

暮
ら

し
に

向
け

た
取

り
組

み
は

十
分

に
は

実
施

出
来

な
か

っ
た

。
ま

た
、

感
染

拡
大

防
止

と
い

う
前

提
で

あ
る

が
、

ご
利

用
者

の
移

動
を

制
限

し
た

事
、

予
定

し
て

い
た

活
動

を
中

止
し

た
事

は
施

設
で

暮
ら

す
ご

利
用

者
の

権
利

擁
護

の
視

点
か

ら
も

課
題

と
し

て
残

っ
た

。
こ

れ
か

ら
も

求
め

ら
れ

る
施

設
全

体
の

標
準

感
染

予
防

策
と

し
て

は
高

い
状

態
に

あ
る

た
め

次
年

度
以

降
も

こ
れ

を
維

持
し

て
い

く
。

結
果
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社
会

福
祉

法
人

明
桜

会
虐

待
防

止
対

応
規

定
（第

23
条

虐
待

結
果

の
公

表
）に

基
づ

く
報

告

状
況

報
告

ご
利

用
者

A
氏

が
デ

ィ
ル

ー
ム

か
ら

食
堂

へ
移

動
す

る
際

、
単

独
で

食
堂

へ
行

く
と

盗
食

さ
れ

る
可

能
性

が
高

い
と

思
い

、
と

っ
さ

に
職

員
B

が
ご

利
用

者
A

の
肩

口
の

衣
類

を
掴

み
行

動
を

制
止

す
る

不
適

切
な

支
援

が
あ

っ
た

。

改
善

報
告

ご
家

族
等

へ
経

緯
の

説
明

及
び

謝
罪

を
行

う
。

そ
の

う
え

で
、

①
衣

類
を

掴
ん

で
行

動
を

制
止

す
る

以
外

の
具

体
的

な
方

法
を

職
員

会
議

の
場

で
共

有
し

た
。

②
朝

礼
の

場
で

、
当

日
自

ら
が

行
う

（行
い

た
い

）個
別

支
援

に
つ

い
て

考
え

る
時

間
を

設
け

る
よ

う
促

し
た

。

状
況

報
告

ご
利

用
者

A
氏

が
地

域
移

行
（グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

入
居

）を
さ

れ
る

際
の

支
援

に
つ

い
て

、
移

行
後

の
生

活
及

び
日

中
活

動
に

つ
い

て
、

本
人

の
理

解
や

同
意

不
十

分
で

あ
る

と
い

え
る

状
況

下
で

進
め

る
不

適
切

な
支

援
が

あ
っ

た
。

改
善

報
告

①
大

地
の

家
及

び
各

関
係

機
関

（日
中

活
動

先
候

補
先

、
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

、
相

談
支

援
事

業
者

等
）と

本
人

が
定

期
的

に
集

ま
り

、
本

人
の

意
思

等
を

確
認

し
な

が
ら

進
め

て
い

く
場

を
改

め
て

設
け

た
。

②
体

験
の

機
会

を
設

け
、

本
人

の
具

体
的

な
理

解
に

つ
な

が
る

よ
う

に
対

応
し

た
。
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優
先
度

目
標
達
成
の
た
め
に
実
施
す
る
事

①

い
な
み
野
特
別
支
援
学
校
卒
業
生
の

受
け
入
れ

い
な
み
野
特
別
支
援
学
校
の
実
習
受

け
入
れ
に
よ
る
ラ
イ
ン
作
り

コ
ロ
ナ
対
策
の
継
続

結
果 ②

〇
法
人
動
向
等
を
役
職
者
会
議
か
ら
各

グ
ル
ー
プ
会
議
へ
繋
げ
る

〇
利
用
者
情
報
を
出
来
る
だ
け
課
題
共

有
し
検
討
の
上
充
実
を
図
る

〇
各
種
委
員
会
活
動
を
通
じ
た
権
利
擁

護
意
識
の
育
成

・ガ
バ
ナ
ン
ス
整
備
に
関
し
て
、
管
理
者
会
議
等
か
ら
の
法
人
動
向
等
は
役
職
者
会
議
か
ら
各
グ
ル
ー
プ
会
議
へ
連
動
性
を
持
た

せ
な
が
ら
繋
げ
、
風
通
し
の
良
い
職
場
環
境
作
り
に
努
め
る
。

・利
用
者
情
報
に
つ
い
て
各
現
場
職
員
と
役
職
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
な
が
ら
相
互
に
協
議
し
な
が
ら
活
動
充
実
に
繋

げ
る
。
・各
種
の
委
員
会
活
動
を
通
じ
て
利
用
者
の
安
全
・安
心
・
快
適
な
活
動
環
境
作
り
を
目
指
し
、
利
用
者
の
権
利
擁
護
意
識

を
育
成
す
る
。

結
果

令
和
4年
度
も
コ
ロ
ナ
禍
が
様
々
な
形
で
事
業
運
営
に
大
き
く
影
響
し
た
。
第
7
波
時
に
は
ク
ラ
ス
タ
―
発
生
に
至
り
事
業
所
が
暫
く

休
所
状
態
に
な
る
期
間
も
あ
っ
た
。
新
規
利
用
者
確
保
に
つ
い
て
は
今
春
に
い
な
み
野
特
別
支
援
学
校
卒
業
生
1
名
と
年
度
途
中

に
G
H
利
用
者
1
名
を
受
入
れ
た
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
状
況
も
見
な
が
ら
実
習
や
見
学
に
も
対
応
し
て
い
る
。
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
再
構
築
に

つ
い
て
は
徐
々
に
整
備
出
来
つ
つ
あ
る
。
利
用
者
活
動
の
充
実
や
役
職
者
か
ら
の
S
V
強
化
に
よ
る
支
援
力
向
上
等
に
つ
い
て

は
、
グ
ル
ー
プ
間
で
の
差
異
は
あ
る
が
成
果
が
出
て
い
る
所
も
あ
る
。
職
員
研
修
に
つ
い
て
は
外
部
研
修
へ
の
参
加
を
少
し
ず
つ

増
や
し
て
い
る
。
療
育
器
材
の
整
備
に
つ
い
て
は
優
先
順
を
検
討
し
て
対
応
し
て
お
り
、
施
設
整
備
に
つ
い
て
の
大
規
模
工
事
に
つ

い
て
は
収
支
状
況
を
見
な
が
ら
実
施
の
検
討
を
し
て
お
り
、
予
定
外
の
優
先
度
の
高
い
物
の
修
繕
等
に
つ
い
て
は
そ
の
都
度
実
施

し
て
い
る
。

・今
春
も
い
な
み
野
特
別
支
援
学
校
か
ら
卒
業
生
1名
を
受
入
れ
た
。
新
規
利
用
者
に
つ
い
て
は
経
過
と
共
に
事
業
所
に
適
応
し
て
い
る
。

・今
年
度
上
半
期
に
は
コ
ロ
ナ
状
況
を
勘
案
し
な
が
ら
在
校
生
1名
の
現
場
実
習
や
在
校
生
親
子
の
事
業
所
見
学
に
も
対
応
し
、
今
後
の
ラ
イ
ン
作
り
に
取
り
組
ん
だ
。
一

方
、
利
用
者
状
況
と
し
て
は
今
年
度
内
に
、
利
用
者
の
病
死
、
家
庭
都
合
に
よ
る
退
所
、
市
外
事
業
所
（G
H
）
へ
の
転
出
な
ど
が
有
り
、
在
籍
数
が
減
っ
て
お
り
今
後
は
利
用

者
確
保
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

・コ
ロ
ナ
対
応
に
つ
い
て
は
一
定
期
間
の
利
用
自
粛
を
要
請
し
た
り
、
職
員
の
応
援
派
遣
等
も
実
施
し
た
。
感
染
拡
大
期
に
は
予
防
対
策
レ
ベ
ル
を
上
げ
、
出
来
る
だ
け
休
業

し
な
い
様
に
取
り
組
ん
だ
。
た
だ
、
第
7波
で
は
ク
ラ
ス
タ
ー
発
生
に
至
り
、
健
康
観
察
期
間
中
は
ほ
ぼ
休
所
状
況
と
な
っ
た
。
幸
い
に
も
重
症
化
さ
れ
た
方
は
な
か
っ
た
。

事
業
所
名
　
（サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
翔
）

今
年
度
の
最
重
点
目
標
　

①
新
規
利
用
の
受
け
入
れ
と
安
定
し
た
事
業
運
営
を
図
る
。

②
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
整
備
と
利
用
者
活
動
の
充
実
を
図
る
。

③
役
職
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
各
支
援
員
の
支
援
力
の
向
上
を
図
る
。

④
施
設
設
備
や
環
境
の
整
備
を
進
め
る
。

具
体
的
な
方
法

・令
和
4年
度
4月
に
も
い
な
み
野
特
別
支
援
学
校
か
ら
の
卒
業
生
（
重
度
者
）
を
受
け
入
れ
利
用
実
績
の
確
保
に
繋
げ
る
。

・い
な
み
野
特
別
支
援
学
校
か
ら
の
現
場
実
習
や
見
学
を
出
来
る
だ
け
受
入
れ
、
将
来
の
進
路
指
導
と
翔
と
の
ラ
イ
ン
作
り
に
繋
げ

る
。

・コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
す
る
各
種
の
感
染
予
防
対
策
を
継
続
す
る
。
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結
果 ③

W
E
B
を
含
む
内
外
の
研
修
参
加
に
よ
る

各
職
員
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

個
々
の
利
用
者
支
援
に
関
す
る
役
職

者
の
S
V
機
能
の
強
化

療
育
環
境
の
整
備

結
果 ④

老
朽
化
し
て
い
る
施
設
設
備
や
環
境
を

順
次
整
備
を
進
め
る

結
果

社
会
福
祉
法
人
明
桜
会
虐
待
防
止
対
応
規
定
（第
23
条
虐
待
結
果
の
公
表
）に
基
づ
く
報
告

状
況
報
告

・利
用
者
A
に
対
し
、
職
員
B
が
誘
導
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
利
用
者
A
が
違
う
行
動
を
と
っ
た
。
職
員
B
は
自
分
の
思
い
と
違
う
行
動
を
取
ら
れ
た
こ
と
に
腹
を
立
て
、
椅
子
に
座
っ

て
い
た
利
用
者
A
を
背
後
の
壁
に
押
し
付
け
た
。
ま
た
、
移
動
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
顎
を
片
手
で
掴
み
、
威
圧
的
な
発
言
を
し
た
。

・明
石
市
施
設
安
全
課
お
よ
び
明
石
市
障
害
福
祉
課
の
事
実
確
認
調
査
の
結
果
、
障
害
者
虐
待
防
止
法
第
2
条
第
7
項
第
1
号
(身
体
的
虐
待
)お
よ
び
第
3
号
(心
理
的
虐
待
)

に
該
当
と
認
定
さ
れ
る
。

改
善
報
告

①
発
生
原
因
の
検
証
と
再
発
防
止
策
を
講
じ
、
す
べ
て
の
職
員
に
周
知
し
た
。

②
虐
待
防
止
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
す
べ
て
の
職
員
へ
周
知
し
た
。

③
虐
待
防
止
振
り
返
り
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
職
員
へ
実
施
し
、
集
計
・分
析
を
行
っ
た
う
え
で
、
す
べ
て
の
職
員
へ
周
知
し
た
。

④
虐
待
防
止
研
修
を
す
べ
て
の
職
員
へ
2回
(外
部
・内
部
)実
施
し
た
。

⑤
職
員
B
に
対
し
、
事
案
発
生
後
か
ら
20
23
年
3月
ま
で
毎
月
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
面
談
を
実
施
し
た
。

・エ
ア
コ
ン
に
つ
い
て
は
毎
年
主
要
部
品
の
不
具
合
が
発
生
し
補
修
工
事
を
実
施
し
て
い
る
為
、
全
体
的
な
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
工
事
を
行

い
機
械
の
安
定
化
と
一
定
期
間
の
修
理
保
証
を
担
保
す
る
。

・開
設
以
来
使
用
し
て
い
る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
主
要
部
品
の
更
新
が
奨
励
さ
れ
て
い
る
為
令
和
4
年
度
内
に
工
事
を
実
施
す
る
。

・エ
ア
コ
ン
に
つ
い
て
は
6月
期
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
工
事
を
完
了
し
、
全
体
的
な
空
調
設
備
の
標
準
的
整
備
が
出
来
た
。
ま
た
、
こ
の
工
事
と
共
に
保
守
点
検
に
つ
い
て
３
年
間

の
保
障
が
つ
い
た
た
め
、
今
後
の
故
障
時
に
は
無
償
で
の
保
守
工
事
が
可
能
と
な
っ
た
。

・度
々
不
具
合
を
生
じ
て
い
る
公
用
車
に
つ
い
て
は
そ
の
都
度
修
理
し
、
修
理
の
必
要
性
が
高
か
っ
た
電
子
錠
や
街
灯
の
修
理
等
も
実
施
し
た
。

・エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
主
要
部
品
の
工
事
に
つ
い
て
は
実
施
出
来
て
お
ら
ず
、
今
年
度
後
期
の
収
支
状
況
を
見
な
が
ら
対
応
予
定
。

・各
職
員
の
状
況
に
応
じ
た
内
外
の
研
修
の
機
会
を
設
定
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
。
重
度
領
域
利
用
者
等
に
対
す

る
介
護
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
も
目
指
す
。

・各
利
用
者
の
支
援
課
題
等
を
役
職
者
間
で
も
共
有
し
、
支
援
方
法
等
の
検
討
を
経
て
役
職
者
か
ら
の
S
V
機
能
の
強
化
を
図
る
。

・療
育
環
境
の
整
備
の
た
め
に
現
場
ニ
ー
ズ
も
確
認
し
な
が
ら
器
材
等
の
整
備
を
行
う
。

・ガ
バ
ナ
ン
ス
整
備
に
つ
い
て
は
今
春
4月
に
主
任
の
異
動
が
あ
り
、
ま
た
、
上
半
期
に
は
役
職
者
の
応
援
派
遣
が
あ
り
、
な
か
な
か
役
職
者
が
揃
わ
な
い
事
も
多
か
っ
た

が
、
役
職
者
と
各
現
場
間
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
は
年
度
末
に
は
整
い
つ
つ
あ
っ
た
。

・利
用
者
課
題
に
つ
い
て
は
十
分
に
役
職
会
議
等
で
把
握
す
る
と
こ
ろ
ま
で
に
は
至
っ
て
居
な
い
が
、
A
D
L
低
下
に
よ
る
介
護
度
の
上
が
っ
た
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
の
確
認
や
、

活
動
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
は
手
作
り
遊
具
等
を
利
用
し
た
活
動
も
出
て
来
て
い
る

・感
染
症
対
策
委
員
会
・安
全
衛
生
委
員
会
の
活
動
に
つ
い
て
は
開
催
時
期
が
遅
れ
た
も
の
も
あ
る
が
一
定
の
活
動
は
行
え
て
い
る
。
た
だ
、
虐
待
防
止
に
つ
い
て
は
1
0
月

に
事
業
所
内
で
虐
待
事
案
が
発
生
し
、
市
役
所
福
祉
施
設
安
全
課
の
改
善
指
導
を
受
け
改
善
に
取
組
ん
だ
。

・今
年
度
は
県
社
協
の
研
修
等
の
外
部
研
修
に
一
定
参
加
出
来
た
。
ま
た
、
自
己
研
修
費
を
活
用
し
国
家
資
格
（
介
護
福
祉
士
）
の
取
得
を
目
指
し
た
り
、
行
動
援
護
従
事
者

研
修
会
へ
参
加
し
て
資
格
取
得
し
た
者
も
複
数
名
あ
っ
た
。
ま
た
、
誤
嚥
対
策
で
消
防
署
員
に
よ
る
救
命
講
習
も
実
施
し
た
。

・役
職
者
か
ら
の
各
現
場
職
員
へ
の
S
V
強
化
に
つ
い
て
は
、
担
当
者
役
職
者
に
よ
る
差
異
は
あ
る
が
、
利
用
者
支
援
の
課
題
の
共
有
や
ア
プ
ロ
―
チ
等
に
つ
い
て
対
応
出

来
た
グ
ル
ー
プ
も
あ
っ
た
。
今
後
も
継
続
し
て
強
化
に
努
め
た
い
。

・コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
利
用
実
績
や
収
入
状
況
の
見
通
し
が
立
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
当
初
予
定
し
て
い
た
器
材
や
備
品
等
の
整
備
は
見
合
わ
せ
て
、
必
要
性
の
高
い
備
品

や
器
材
（折
り
畳
み
式
テ
ン
ト
や
掃
除
機
・プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
・D
V
D
ソ
フ
ト
等
）に
つ
い
て
は
購
入
し
活
用
し
て
い
る
。
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①
ご
利
用
者
が
社
会
の
中
で
活
躍
で
き
る
場
を
提
供
し
て
い
く
。

②
支
援
学
校
及
び
支
援
学
級
と
の
交
流
の
場
を
つ
く
り
、
法
人
と
し
て
明
石
市
内
の
障
害
者
就
労
の
啓
発
に
努

め
る
。

③
啓
発
活
動
を
と
お
し
て
利
用
者
確
保
に
努
め
、
事
業
所
全
体
で
収
益
意
識
を
し
て
い
く
。

④
多
機
能
型
の
就
労
系
事
業
所
と
し
て
日
中
活
動
に
お
け
る
作
業
経
験
の
場
を
事
業
所
内
で
展
開
し
て
い
く
。

①
就
労
者
7名
(内
2名
就
労
継
続
A
型
)/
採
用
前
提
実
習
8社
･職
場
体
験
実
習
10
社
/求
職
活
動
者
延
べ
10
0名

(ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
求
職
登
録
･通
勤
指
導
･面
接
同
行
･実
習
支
援
･企
業
事
前
見
学
･入
職
説
明
会
等
)

②
事
業
所
体
験
実
習
･親
子
体
験
実
習
5名
、
職
員
見
学
2名
(西
神
戸
特
別
･い
な
み
野
特
別
･東
は
り
ま
特
別
･

和
田
山
特
別
･播
磨
特
別
青
陽
須
磨
特
別
等
)/
広
報
誌
配
布
(い
ぶ
き
明
生
･高
丘
中
学
校
･大
久
保
北
中
学
校
)

③
啓
発
活
動
ま
で
の
実
施
に
は
至
ら
な
か
っ
た
が
、
離
職
者
の
受
け
皿
と
し
て
の
情
報
収
集
に
努
め
4月
の
定
員

確
保
に
は
つ
な
が
っ
た
。

④
作
業
場
面
の
共
有
(作
業
工
賃
は
分
別
)を
行
い
、
ご
利
用
者
の
作
業
意
識
の
向
上
を
図
っ
た
。

優
先
度

目
標
達
成
の
た
め
に
実
施
す
る
事

具
体
的
な
方
法

①
雇
用
前
実
習
や
職
場
体
験
実
習
の
場

の
確
保
の
た
め
職
場
開
拓
に
努
め
る
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
・関
係
企
業
・支
援
セ
ン
タ
ー
あ
く
と
等
と
連
携
し
、
情
報
収
集
を
行
い
サ
ー
ビ
ス
利
用
2年
目
の
ご

利
用
者
を
中
心
に
一
人
2社
以
上
の
体
験
実
習
の
場
を
提
供
す
る
。

結
果 ②

「働
く
準
備
と
し
て
の
校
外
学
習
」「
夏
休

み
親
子
体
験
実
習
」を
実
施
し
、
障
害
者

が
あ
た
り
ま
え
に
働
く
こ
と
を
実
践
し
て

い
く
。

年
3回
程
度
、
近
隣
中
学
特
別
支
援
学
級
(現
在
2校
)と
校
外
学
習
と
し
て
交
流
を
持
ち
、
将
来
の
進
路
を
考
え
る

機
会
と
す
る
。
ま
た
夏
休
み
を
利
用
し
て
親
子
体
験
実
習
を
と
お
し
て
特
別
支
援
学
校
と
の
交
流
を
深
め
、
福
祉

サ
ー
ビ
ス
を
知
る
機
会
を
提
供
し
て
い
き
明
桜
会
と
し
て
就
労
移
行
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
啓
発
に
努
め
る
。

結
果

事
業
所
名
　
（　
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
曙
　
こ
ね
く
と
　
）

今
年
度
の
最
重
点
目
標
　

6月
に
校
外
学
習
と
し
て
高
丘
中
学
校
3名
、
大
久
保
北
中
学
校
10
名
実
施
、
コ
ロ
ナ
感
染
予
防
の
為
年
1回
の
実
施
と
な
っ
た
。

ト
ラ
イ
や
る
ウ
ィ
ー
ク
1名
、
親
子
体
験
実
習
5名
来
所
。
　
特
別
支
援
学
校
の
実
習
に
関
し
て
は
実
習
説
明
会
に
お
い
て
こ
ね
く
と
の
実
績
・職
業
生
活
全
般

に
お
い
て
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ご
家
族
の
安
心
に
努
め
た
。

結
果

就
労
者
7名
(内
2名
就
労
継
続
A
型
)/
採
用
前
提
実
習
8社
・職
場
体
験
実
習
10
社
/求
職
活
動
実
施
者
数
延
べ
10
0名
　
(ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
求
職
登
録
　
・　
通

勤
指
導
　
・　
面
接
同
行
　
・　
実
習
支
援
　
・　
企
業
事
前
見
学
　
・　
入
職
説
明
会
　
　
等
)　
。
本
来
す
べ
て
の
方
が
一
般
企
業
で
の
就
労
が
望
ま
し
い
と
こ
ろ

で
は
あ
っ
た
が
、
当
年
度
に
お
い
て
は
ご
本
人
の
意
向
を
主
に
A
型
に
つ
な
が
っ
た
。
今
年
度
に
お
い
て
は
、
特
に
入
社
後
の
仕
事
の
内
容
を
確
認
し
な
が

ら
進
め
た
。
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③
「地
域
で
あ
た
り
ま
え
に
は
た
ら
く
」こ
と

を
広
く
発
信
す
る
機
会
と
し
て
「啓
発
セ
ミ

ナ
ー
」を
実
施
し
て
い
く
。

こ
ね
く
と
ま
た
は
コ
ッ
ト
ン
ベ
ー
ル
・学
校
等
を
利
用
し
て
学
生
・児
童
ご
家
族
に
広
報
し
こ
ね
く
と
の
就
労
支
援
の

取
組
み
を
知
っ
て
い
た
だ
き
進
路
の
選
択
肢
に
し
て
い
た
だ
く
。
特
に
4月
時
点
で
の
ご
利
用
者
確
保
に
視
点
を

置
き
事
業
所
全
体
で
収
益
意
識
を
持
つ
。

結
果 ④

一
体
型
と
し
て
の
機
能
を
充
実
さ
せ
日

中
活
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
B
型
の
ぞ
み
と
共

有
し
、
ご
利
用
者
の
就
労
へ
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
保
て
る
よ
う
な
機
会
を

作
っ
て
い
く
。

継
続
B
型
を
利
用
し
食
品
製
造
・配
達
・販
売
な
ど
の
実
習
を
と
お
し
て
働
く
た
め
の
準
備
と
し
て
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

を
図
る
。

結
果

感
染
対
策
と
し
て
密
を
避
け
、
対
外
的
な
セ
ミ
ナ
ー
実
施
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
　
セ
ミ
ナ
ー
実
施
に
お
い
て
職
員
に
は
年
度
初
め
の
定
員
確
保
の
必
要
性
を

伝
え
、
次
年
度
に
向
け
て
の
意
識
共
有
を
図
っ
た
。

食
品
関
係
の
就
労
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
衛
生
管
理
も
含
め
た
の
ぞ
み
で
の
体
験
実
習
で
は
あ
っ
た
が
、
の
ぞ
み
よ
り
感
染
者
が
数
名
出
た
た
め
体
験
の
機
会
を

逃
し
た
。
販
売
活
動
に
お
い
て
は
こ
ね
く
と
利
用
者
・職
員
で
イ
ベ
ン
ト
販
売
に
参
加
し
、
対
面
場
面
で
の
実
習
経
験
と
し
た
。
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①
ご

利
用

者
が

作
業

を
と

お
し

て
達

成
感

・充
実

感
を

感
じ

ら
れ

る
よ

う
に

活
動

し
て

い
く
。

②
日

中
活

動
の

充
実

に
伴

い
作

業
工

賃
の

向
上

を
事

業
所

全
体

で
意

識
し

て
い

く
。

③
日

中
活

動
を

と
お

し
て

近
隣

の
方

々
と

の
交

流
を

図
れ

る
よ

う
に

P
R

活
動

を
実

施
す

る
。

④
社

会
資

源
と

し
て

学
校

・福
祉

と
の

連
携

を
図

り
、

地
域

に
お

い
て

の
周

知
を

進
め

て
行

く
。

①
新

た
な

作
業

と
し

て
「明

石
焼

き
粉

」の
セ

ッ
ト

ア
ッ

プ
を

さ
せ

て
い

た
だ

き
意

欲
的

に
参

加
さ

れ
る

よ
う

に
な

っ
た

。
②

極
力

作
業

の
隙

間
が

な
い

よ
う

に
作

業
種

類
を

確
保

し
た

。
(明

石
焼

き
粉

、
手

芸
ク

リ
ッ

プ
、

缶
バ

ッ
チ

、
文

具
等

)
③

ぴ
あ

フ
ァ

ー
ム

、
ク

ッ
キ

ー
販

売
を

と
お

し
て

地
域

交
流

を
実

施
し

た
。

(ま
ち

づ
く
り

協
議

会
関

係
イ

ベ
ン

ト
、

東
播

磨
障

害
者

施
設

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

関
係

イ
ベ

ン
ト

、
近

隣
の

厚
生

館
祭

り
等

)
④

親
子

体
験

、
ト

ラ
イ

や
る

は
ご

利
用

者
数

名
の

感
染

に
よ

り
実

施
を

中
止

し
た

。

優
先

度
目

標
達

成
の

た
め

に
実

施
す

る
事

具
体

的
な

方
法

①
作

業
内

容
の

充
実

と
作

業
の

役
割

分
担

を
図

る
。

極
力

難
易

度
へ

の
考

慮
や

納
期

の
余

裕
が

あ
る

も
の

を
探

し
て

い
く
。

ま
た

現
在

の
明

石
焼

き
セ

ッ
ト

作
業

を
拡

大
し

、
地

場
産

業
を

利
用

し
て

施
設

P
R

を
実

施
し

て
い

く
。

ま
た

そ
れ

ぞ
れ

の
内

職
作

業
に

お
い

て
ご

利
用

者
の

で
き

る
こ

と
を

発
見

し
充

実
さ

せ
て

い
く
。

結
果 ②

内
職

作
業

や
販

売
活

動
を

充
実

さ
せ

て
い

き
工

賃
向

上
を

意
識

し
た

活
動

を
し

て
い

く
。

販
売

活
動

の
充

実
を

目
的

に
、

地
域

へ
の

商
品

P
R

や
地

域
イ

ベ
ン

ト
へ

積
極

的
に

参
加

し
売

上
を

確
保

し
て

い
く
。

社
会

情
勢

も
含

め
、

目
標

と
し

て
昨

年
度

の
平

均
工

賃
(R

3.
11

月
現

在
 約

50
00

円
)は

ク
リ

ア
ー

し
て

い
け

る
よ

う
に

作
業

活
動

を
充

実
さ

せ
て

い
く
。

結
果

事
業

所
名

　
（サ

ポ
ー

ト
セ

ン
タ

ー
曙

　
の

ぞ
み

）

今
年

度
の

最
重

点
目

標
　

コ
ロ

ナ
禍

の
影

響
も

あ
り

、
限

ら
れ

た
イ

ベ
ン

ト
参

加
と

な
っ

た
。

イ
ベ

ン
ト

販
売

の
昨

年
度

と
の

比
較

と
し

て
は

、
約

12
0,

00
0円

の
収

入
増

と
な

っ
た

が
、

コ
ロ

ナ
前

と
比

べ
る

と
ま

だ
約

28
0,

00
0円

の
開

き
が

見
ら

れ
た

。
内

職
作

業
全

体
と

し
て

は
昨

年
度

と
比

べ
約

80
,0

00
円

ほ
ど

増
え

た
こ

と
も

あ
り

、
平

均
工

賃
と

し
て

は
昨

年
度

と
比

べ
約

10
00

円
程

度
の

増
と

な
っ

た
。

結
果

内
職

拡
大

が
出

来
た

こ
と

で
ご

利
用

者
の

選
択

肢
が

増
え

た
こ

と
に

よ
り

作
業

に
積

極
的

参
加

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
。

次
の

ス
テ

ッ
プ

と
し

て
予

定
し

て
い

た
「夢

工
房

」と
の

イ
ベ

ン
ト

コ
ラ

ボ
は

コ
ロ

ナ
禍

で
も

あ
り

進
め

る
こ

と
が

で
き

な
か

っ
た

が
、

3年
ぶ

り
に

地
域

の
祭

り
が

復
活

し
新

た
な

販
路

に
繋

が
っ

た
。
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③

地
域

の
農

園
作

業
や

お
客

様
へ

の
配

達
を

と
お

し
て

社
会

で
触

れ
合

う
機

会
を

提
供

し
「の

ぞ
み

」を
多

く
の

人
に

P
R

し
て

い
く
。

「ぴ
あ

フ
ァ

ー
ム

」で
の

収
穫

・販
売

・イ
ベ

ン
ト

参
加

を
し

て
い

く
。

ま
た

地
域

の
高

齢
者

施
設

・児
童

施
設

・福
祉

施
設

へ
商

品
紹

介
を

行
い

季
節

行
事

に
合

わ
せ

た
商

品
の

P
R

活
動

を
実

施
し

て
い

く
。

結
果 ④

夏
休

み
の

親
子

体
験

実
習

や
近

隣
中

学
校

と
の

交
流

授
業

を
実

施
。

夏
休

み
の

親
子

体
験

実
習

の
案

内
エ

リ
ア

の
拡

大
、

特
別

支
援

学
級

生
徒

た
ち

と
の

交
流

(見
学

・作
業

・イ
ベ

ン
ト

販
売

等
)を

増
や

す
こ

と
で

多
く
の

生
徒

た
ち

や
ご

家
族

に
も

活
動

を
知

っ
て

い
た

だ
く
機

会
と

す
る

。

結
果

毎
週

火
曜

日
の

ぴ
あ

フ
ァ

ー
ム

(農
園

作
業

)へ
の

参
加

は
し

て
い

る
が

天
候

に
よ

る
欠

席
や

作
業

希
望

を
す

る
ご

利
用

者
の

欠
席

等
、

一
定

し
た

収
入

に
は

至
ら

な
か

っ
た

。
収

穫
物

の
販

売
を

と
お

し
て

近
隣

の
方

々
と

の
会

話
を

持
て

る
よ

う
に

な
り

、
今

ま
で

と
比

べ
会

話
を

と
お

し
て

地
域

交
流

を
深

め
る

こ
と

が
で

き
た

。
　

コ
ロ

ナ
禍

で
も

あ
り

近
隣

の
高

齢
者

施
設

・児
童

施
設

へ
の

商
品

P
R

は
自

粛
と

な
っ

た
が

、
年

度
末

後
半

で
は

地
域

の
イ

ベ
ン

ト
・会

議
で

の
景

品
・参

加
賞

等
の

利
用

が
増

え
ク

ッ
キ

ー
の

注
文

に
つ

な
が

っ
た

。

親
子

体
験

・交
流

授
業

に
お

い
て

は
施

設
内

で
の

感
染

者
が

増
え

た
た

め
ご

希
望

者
へ

周
知

い
た

だ
き

、
来

所
者

の
規

制
を

さ
せ

て
い

た
だ

い
た

た
め

実
施

に
は

至
ら

な
か

っ
た

。
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①
定
着
支
援
事
業
に
必
要
な
知
識
を
向
上
さ
せ
て
い
く
。

②
サ
ー
ビ
ス
提
供
期
間
を
利
用
し
、
ご
家
族
と
の
気
持
ち
の
共
有
や
企
業
と
の
信
頼
関
係
を
構
築
さ
せ
て
い
く
。

③
月
一
回
以
上
の
面
談
を
大
切
に
し
、
ご
利
用
者
の
気
持
ち
の
動
き
を
感
じ
取
る
。

④
休
日
の
過
ご
し
方
の
提
案
を
ご
利
用
者
と
一
緒
に
考
え
て
い
く
。

①
他
施
設
と
の
情
報
交
換
を
と
お
し
て
定
着
支
援
事
業
の
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
の
話
し
合
い
を
持
っ
た
。

②
支
援
レ
ポ
ー
ト
を
と
お
し
て
ご
家
族
と
の
情
報
共
有
を
行
い
、
企
業
と
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
た
。

③
定
着
面
談
を
と
お
し
て
ご
本
人
を
取
り
巻
く
環
境
を
把
握
し
、
職
業
生
活
全
体
の
課
題
収
集
を
行
っ
た
。

④
月
一
回
土
曜
日
の
半
日
を
利
用
し
、
就
労
者
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
を
提
供
し
た
。
10
回
/年

優
先
度

目
標
達
成
の
た
め
に
実
施
す
る
事

具
体
的
な
方
法

①
ご
家
族
・ご
利
用
者
・企
業
担
当
者
と
の

面
談
を
充
実
さ
せ
て
い
く
。

関
係
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
必
要
な
話
す
力
・
ア
セ
ス
メ
ン
ト
ス
キ
ル
を
向
上
さ
せ
て
い
き
、
的
確
に
情
報
収

集
を
し
て
い
く
。

結
果 ②

ご
家
庭
と
企
業
と
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
の

信
頼
関
係
を
つ
く
っ
て
い
く
。

情
報
共
有
・情
報
交
換
を
中
心
に
本
人
・企
業
の
安
心
を
基
本
と
し
た
関
係
作
り
し
て
い
く
。

結
果 ③

サ
ー
ビ
ス
期
間
3年
を
利
用
し
、
生
活
場

面
の
把
握
や
家
と
会
社
で
の
気
持
ち
の

変
化
等
を
く
み
取
り
就
労
継
続
に
努
め

る
。

家
族
・企
業
と
の
信
頼
関
係
を
結
び
継
続
就
労
に
向
け
て
の
流
れ
を
つ
く
っ
て
い
く
。
ま
た
サ
ー
ビ
ス
終
了
後
も
職
業

生
活
全
般
に
お
い
て
継
続
支
援
を
実
施
す
る
。

事
業
所
名
　
（サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
曙
　
定
着
支
援
事
業
）

今
年
度
の
最
重
点
目
標
　

的
確
な
情
報
共
有
の
た
め
、
ま
ず
ご
本
人
の
「今
」の
困
り
ご
と
を
受
け
取
れ
る
よ
う
に
L
IN
E
を
活
用
し
た
情
報
収
集
を
実
施
し
、
必
要
な
課
題
解
決
に
つ
い
て

は
適
時
ご
家
族
・企
業
と
連
携
し
た
支
援
を
進
め
た
。
ま
た
企
業
と
の
情
報
共
有
・情
報
交
換
を
密
に
行
い
、
企
業
に
対
し
て
「障
害
者
就
労
」の
サ
ポ
ー
ト
を
実

施
し
た
。

結
果

ご
利
用
者
の
個
々
の
ニ
ー
ズ
や
特
性
に
合
わ
せ
た
内
容
を
準
備
し
、
話
し
や
す
い
場
の
環
境
設
定
を
実
施
し
た
。
支
援
者
や
ご
本
人
に
も
適
切
な
対
応
が
で
き

る
よ
う
「
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」の
研
修
に
参
加
し
円
滑
な
面
談
を
行
え
る
よ
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術
の
向
上
に
努
め
た
。
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結
果 ④

一
人
で
の
参
加
や
友
人
と
の
参
加
な
ど

場
所
の
提
案
や
金
銭
の
把
握
な
ど
を
一

緒
に
考
え
て
い
く
。

基
本
月
一
回
、
明
石
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
新
館
で
の
室
内
ス
ポ
ー
ツ
の
利
用
や
、
市
内
の
遊
戯
・観
光
・食
事
な

ど
そ
れ
ぞ
れ
自
身
の
生
活
や
趣
味
に
合
わ
せ
た
活
動
場
所
を
増
や
し
て
い
く
。

結
果

「就
労
定
着
支
援
」の
サ
ー
ビ
ス
終
了
後
の
ご
家
族
の
不
安
に
つ
い
て
は
、
サ
ー
ビ
ス
終
了
3ヶ
月
前
を
目
途
に
再
度
こ
ね
く
と
と
し
て
と
ぎ
れ
な
い
就
労
支
援
で

あ
る
こ
と
の
説
明
を
個
々
に
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
ご
家
庭
で
の
状
況
に
よ
っ
て
は
相
談
支
援
事
業
所
を
は
じ
め
関
係
機
関
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
課
題

検
討
を
進
め
、
ご
本
人
・ご
家
族
と
の
面
談
の
機
会
を
持
っ
た
。

余
暇
を
と
お
し
た
就
労
者
同
士
の
交
流
と
個
人
や
仲
間
同
士
で
の
過
ご
し
方
の
提
案
と
し
て
、
社
会
資
源
を
利
用
し
た
「就
労
者
の
集
い
」を
実
施
て
い
る
。
働
く

場
で
は
個
人
で
頑
張
っ
て
い
る
場
面
が
多
い
た
め
、
「話
す
」こ
と
で
互
い
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
ま
た
仕
事
か
ら
離
れ
た
環
境
で
こ
そ
見
れ
る
こ

と
も
多
く
、
日
々
の
面
談
で
は
拾
え
な
い
情
報
収
集
が
実
施
で
き
た
。
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優
先

度
目

標
達

成
の

た
め

に
実

施
す

る
事

①
・就

労
継

続
支

援
B

型
事

業
所

と
し

て
、

利
用

し
た

い
と

思
え

る
魅

力
を

深
め

る

結
果 ②

・新
館

利
用

者
の

獲
得

及
び

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

ス
ポ

ー
ツ

の
普

及

・ニ
ー

ズ
に

沿
っ

た
事

業
内

容
の

実
施

。
来

館
者

及
び

福
祉

事
業

所
（団

体
）に

対
し

て
幅

広
く
ア

ン
ケ

ー
ト

を
実

施
し

、
そ

の
要

望
を

参
考

に
し

た
事

業
内

容
へ

の
定

期
的

な
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル
を

実
施

。
（「

新
館

だ
よ

り
」に

ア
ン

ケ
ー

ト
を

同
封

）
・福

祉
事

業
所

を
対

象
に

出
張

教
室

の
実

施
。

イ
ン

ス
ト

ラ
ク

タ
ー

が
福

祉
事

業
所

等
に

出
向

い
て

教
室

等
を

行
い

、
一

人
で

も
多

く
の

方
に

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

ス
ポ

ー
ツ

の
知

っ
て

も
ら

い
、

ま
た

楽
し

さ
を

体
感

し
て

も
ら

う
。

そ
こ

か
ら

、
明

石
市

で
の

競
技

人
口

の
増

加
や

新
館

利
用

に
繋

げ
る

。

結
果

4月
に

新
卒

者
1名

、
年

度
途

中
に

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
利

用
者

1名
の

受
け

入
れ

を
行

う
こ

と
が

出
来

て
い

る
。

活
動

に
お

い
て

は
、

新
し

い
作

業
を

一
部

取
り

入
れ

る
な

ど
作

業
内

容
の

充
実

に
取

り
組

み
、

環
境

整
備

に
も

力
を

入
れ

た
。

新
館

の
活

動
に

お
い

て
、

新
た

な
タ

ー
ゲ

ッ
ト

へ
の

働
き

掛
け

を
行

い
、

地
域

と
の

繋
が

り
を

広
げ

る
こ

と
が

出
来

て
い

る
。

貴
和

と
新

館
の

活
動

を
共

有
す

る
こ

と
で

、
貴

和
の

ご
利

用
者

と
新

館
職

員
の

交
わ

り
を

増
や

す
な

ど
、

ご
利

用
者

の
活

動
の

広
が

り
と

職
員

の
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
の

た
め

の
経

験
の

機
会

も
持

つ
こ

と
が

出
来

た
。

今
年

度
は

新
規

利
用

者
を

2名
獲

得
し

て
お

り
、

定
員

増
に

よ
り

新
卒

者
と

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
移

行
者

の
利

用
ニ

ー
ズ

に
応

え
る

こ
と

が
出

来
て

い
る

。
昨

年
度

か
ら

受
け

て
い

る
下

請
け

作
業

は
安

定
し

て
受

け
る

こ
と

が
出

来
て

お
り

、
作

業
量

の
ア

ッ
プ

に
努

め
た

。
新

し
い

利
用

者
に

合
っ

た
作

業
提

供
を

行
う

た
め

に
、

一
部

新
し

い
作

業
も

取
り

入
れ

て
み

る
な

ど
、

充
実

し
た

作
業

提
供

は
出

来
て

い
る

。
工

賃
に

つ
い

て
は

、
定

員
増

に
よ

り
平

均
工

賃
は

多
少

ダ
ウ

ン
し

た
が

、
大

き
な

減
少

と
な

ら
ず

に
維

持
す

る
こ

と
が

出
来

た
。

昨
年

度
の

体
験

会
か

ら
次

年
度

の
新

規
利

用
者

の
獲

得
に

繋
げ

る
こ

と
が

出
来

て
お

り
、

今
年

度
も

引
き

続
き

特
別

支
援

学
校

（今
年

度
は

い
な

み
野

特
別

支
援

学
校

の
み

）を
対

象
に

し
た

体
験

会
を

実
施

し
好

評
を

得
て

い
る

。

事
業

所
名

　
（ 

  
サ

ポ
ー

ト
セ

ン
タ

ー
貴

和
 　

）

今
年

度
の

最
重

点
目

標
　

・選
ん

で
も

ら
え

る
事

業
所

展
開

・新
館

の
さ

ら
な

る
発

展
・地

域
と

の
繋

が
り

の
強

化
・職

員
の

育
成

具
体

的
な

方
法

・定
員

を
20

名
か

ら
25

名
に

変
更

し
た

こ
と

か
ら

、
今

後
安

定
し

た
経

営
を

行
う

に
あ

た
り

利
用

者
獲

得
が

必
須

と
な

る
。

そ
の

た
め

に
、

ま
ず

は
就

労
継

続
支

援
B

型
と

し
て

の
貴

和
の

利
用

価
値

を
高

め
、

そ
し

て
多

く
の

人
に

知
っ

て
も

ら
う

機
会

を
作

る
。

・利
用

者
の

手
空

き
の

出
な

い
充

実
し

た
作

業
提

供
・一

般
就

労
を

目
指

し
た

取
り

組
み

の
提

供
・貴

和
の

令
和

3年
度

平
均

工
賃

と
比

較
し

、
利

用
者

工
賃

の
向

上
又

は
維

持
・夏

休
み

期
間

の
8月

に
、

支
援

学
校

を
対

象
に

し
た

体
験

会
の

実
施

（従
来

の
作

業
体

験
に

加
え

、
新

館
で

の
ス

ポ
ー

ツ
体

験
も

実
施

）
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結
果 ③

・地
域

を
知

り
、

地
域

に
出

向
き

、
地

域
を

迎
え

入
れ

る

結
果 ④

・多
種

多
様

な
経

験
と

知
識

獲
得

結
果

・作
業

所
の

職
員

が
、

様
々

な
作

業
に

取
り

組
む

機
会

を
設

け
る

。
複

数
の

作
業

が
出

来
る

よ
う

に
な

る
こ

と
で

、
職

員
間

の
相

互
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
構

築
に

繋
げ

る
。

・作
業

所
職

員
、

新
館

職
員

共
に

、
「働

き
」や

「ス
ポ

ー
ツ

」に
関

す
る

研
修

等
へ

の
参

加
に

拘
ら

ず
、

多
様

な
研

修
等

に
参

加
す

る
機

会
を

設
け

て
広

い
視

野
の

も
て

る
職

員
へ

の
育

成
を

行
う

。

新
館

職
員

に
は

サ
ポ

ー
ト

セ
ン

タ
ー

貴
和

で
の

イ
ベ

ン
ト

参
加

機
会

を
増

や
し

、
様

々
な

業
務

経
験

や
職

員
同

士
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

機
会

を
大

切
に

し
た

。
サ

ポ
ー

ト
セ

ン
タ

ー
貴

和
の

職
員

に
は

、
事

業
所

に
お

け
る

下
請

け
作

業
の

支
援

の
み

で
な

く
、

新
館

で
の

清
掃

業
務

や
イ

ベ
ン

ト
参

加
時

な
ど

様
子

に
つ

い
て

、
ケ

ー
ス

検
討

の
機

会
を

増
や

す
こ

と
で

、
支

援
力

の
向

上
・ス

キ
ル

ア
ッ

プ
に

繋
げ

た
。

研
修

参
加

に
つ

い
て

は
、

オ
ン

ラ
イ

ン
研

修
も

取
り

入
れ

る
な

ど
し

た
が

、
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

へ
の

対
策

や
自

粛
も

あ
り

、
十

分
な

機
会

を
持

つ
こ

と
が

出
来

な
か

っ
た

。

・作
業

所
と

新
館

の
設

置
地

域
を

知
る

た
め

に
、

長
い

期
間

そ
の

地
域

で
暮

ら
し

て
い

る
方

か
ら

の
情

報
収

集
（歴

史
、

人
口

、
世

帯
構

造
、

年
代

比
率

、
、

活
動

状
況

、
地

域
が

望
ん

で
い

る
こ

と
　

等
）。

・地
域

と
繋

が
っ

て
い

る
福

祉
事

業
所

（障
害

者
施

設
だ

け
に

関
わ

ら
ず

、
高

齢
者

施
設

等
も

含
む

）で
の

取
り

組
み

を
調

べ
る

。
・顔

や
存

在
を

知
っ

て
も

ら
う

こ
と

を
第

一
に

考
え

、
挨

拶
し

合
え

る
場

所
へ

の
参

加
。

（地
域

の
ゴ

ミ
拾

い
・地

域
の

散
策

・衣
川

コ
ミ

セ
ン

の
活

動
参

加
　

等
）

今
年

度
も

引
き

続
き

昨
年

ま
で

と
同

様
の

事
業

内
容

を
実

施
す

る
こ

と
が

で
き

、
ス

ポ
ー

ツ
教

室
や

交
流

大
会

な
ど

内
容

も
充

実
し

て
き

て
い

る
。

ご
利

用
者

は
定

着
し

て
き

て
い

る
が

、
半

面
新

た
な

利
用

者
獲

得
に

は
つ

な
が

っ
て

お
ら

ず
、

ア
ン

ケ
ー

ト
の

結
果

か
ら

現
状

の
課

題
と

新
た

な
ニ

ー
ズ

に
つ

い
て

検
証

し
次

年
度

に
繋

げ
た

い
。

イ
ン

ス
ト

ラ
ク

タ
ー

が
出

向
い

て
の

ボ
ッ

チ
ャ

教
室

や
、

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

へ
の

参
加

等
を

行
い

、
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
ス

ポ
ー

ツ
の

普
及

に
努

め
た

。
新

た
な

タ
ー

ゲ
ッ

ト
の

獲
得

に
つ

い
て

は
、

地
域

の
子

供
を

対
象

に
し

た
体

験
会

や
、

放
課

後
児

童
ク

ラ
ブ

へ
の

働
き

掛
け

に
よ

り
、

交
流

の
機

会
を

持
ち

始
め

る
こ

と
が

出
来

て
い

る
。

未
だ

コ
ロ

ナ
禍

で
あ

っ
た

こ
と

も
あ

り
、

地
域

の
活

動
や

イ
ベ

ン
ト

へ
の

参
加

機
会

は
持

て
な

か
っ

た
が

、
ゴ

ミ
拾

い
や

駐
車

場
の

整
備

な
ど

の
機

会
で

顔
を

知
っ

て
も

ら
う

た
め

の
挨

拶
活

動
は

積
極

的
に

行
っ

た
。

サ
ポ

ー
ト

セ
ン

タ
ー

貴
和

周
辺

地
域

の
住

民
活

動
は

活
発

で
は

な
い

が
、

新
館

を
含

め
た

少
し

広
域

で
見

る
こ

と
で

、
サ

ポ
ー

ト
セ

ン
タ

ー
貴

和
の

ご
利

用
者

と
新

館
の

ご
利

用
者

と
の

交
流

の
機

会
を

大
切

に
育

み
、

地
域

と
の

繋
が

り
が

持
て

る
よ

う
工

夫
し

て
い

る
。
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①
職
員
は
専
門
職
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
ま
す
。

②
ご
利
用
者
や
ご
家
族
の
安
心
を
支
え
ま
す
。

③
二
見
西
地
域
に
お
い
て
障
害
に
つ
い
て
の
啓
発
を
行
い
ま
す
。

ご
利
用
者
に
と
っ
て
よ
り
良
い
人
生
を
送
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
職
員
の
育
成
や
ご
利
用
者
の
満
足
度
を
向
上
さ
せ

る
取
り
組
み
を
予
定
し
て
い
た
が
、
結
果
的
に
は
大
き
な
変
化
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
ず
現
状
維
持
に
と
ど
ま
っ
た
と
感

じ
て
い
る
。

特
に
職
員
の
育
成
面
で
は
管
理
者
と
し
て
個
々
に
応
じ
た
指
導
・助
言
が
で
き
て
お
ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
員
を
し
っ

か
り
と
理
解
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
改
め
て
感
じ
た
。

優
先
度

目
標
達
成
の
た
め
に
実
施
す
る
事

具
体
的
な
方
法

①
・職
員
を
育
成
す
る

・支
援
力
を
向
上
さ
せ
る

・8
月
・1
2月
に
半
日
集
中
会
議
を
実
施
す
る
。
併
せ
て
支
援
に
関
す
る
勉
強
会
も
実
施
す
る
。

・ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
強
化
（エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
-主
体
的
に
生
き
る
力
-を
引
き
出
し
て
い
く
視
点
で
支
援
す
る
）。
意
思
形

成
支
援
（選
択
の
幅
を
拡
げ
る
）と
意
思
決
定
支
援
の
取
り
組
み
を
継
続
。

結
果 ②

・サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施 ・利
用
者
自
治
会
を
開
催

・保
護
者
会
・勉
強
会
を
開
催

・安
定
し
た
運
営
を
維
持
す
る

・保
護
者
に
向
け
年
2回
（7
月
・1
2月
）ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り
分
析
し
、
今
後
の
運
営
に
活
か
し
て
い
く
。

・利
用
者
自
治
会
を
発
足
し
、
3ヵ
月
に
一
度
開
催
。
利
用
者
の
意
見
を
抽
出
し
今
後
の
支
援
に
活
か
し
て
い
く
。

・保
護
者
会
を
年
4回
程
度
設
定
し
、
必
要
と
し
て
い
る
テ
ー
マ
の
勉
強
会
を
企
画
。
併
せ
て
必
要
な
情
報
等
を
提
供

し
て
い
く
。

・月
平
均
稼
働
率
80
％
以
上
維
持
で
き
る
よ
う
に
管
理
す
る
。

事
業
所
名
　
（　
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
双
葉
　
）

今
年
度
の
最
重
点
目
標
　

結
果

日
常
に
会
議
の
時
間
を
持
て
な
い
こ
と
か
ら
年
に
2回
、
半
日
会
議
を
設
定
し
●
事
業
計
画
の
確
認
、
●
各
種
（感
染
対
策
・虐
待
防
止
・身
体
拘
束
適
正
化
）

委
員
会
、
●
ご
利
用
者
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
●
防
災
研
修
、
●
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
の
勉
強
会
、
な
ど
を
行
っ
た
。
し
か
し
、
限
ら
れ
た
時
間
に
テ
ー
マ
を
詰
め

込
み
す
ぎ
た
こ
と
も
あ
り
、
理
解
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
感
じ
て
い
る
。

ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
は
年
度
末
に
見
直
し
た
も
の
の
、
十
分
と
は
言
い
切
れ
ず
ス
キ
ル
の
弱
さ
を
感
じ
て
い
る
。
一
方
、
主
体
性
を
引
き
出
す
意
識
は
少
な

か
ら
ず
身
に
つ
い
て
き
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
た
。
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結
果 ③

・積
極
的
に
地
域
活
動
に
参
加
し
て
い
く
・二
見
西
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
と
イ
ベ
ン
ト
を
軸
に
連
携
し
て
い
く
。

・新
た
に
動
き
出
す
二
見
西
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
へ
の
参
加
。

・地
域
の
清
掃
活
動
を
自
主
的
に
行
う
。

結
果

ア
ン
ケ
ー
ト
を
通
し
て
実
施
し
て
い
た
「延
長
利
用
」だ
が
、
職
員
配
置
等
の
問
題
で
継
続
が
困
難
に
な
り
2月
を
も
っ
て
廃
止
と
し
た
。
ご
利
用
さ
れ
て
い
た
ご
家

族
へ
は
個
々
に
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
理
解
し
て
い
た
だ
け
た
。
今
年
度
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
入
浴
や
散
髪
な
ど
、
双
葉
で
は
提
供
が
難
し
い
サ
ー

ビ
ス
の
希
望
が
見
ら
れ
た
。
一
方
、
実
現
可
能
な
サ
ー
ビ
ス
（外
出
や
散
策
な
ど
頻
度
を
多
く
し
て
ほ
し
い
）に
つ
い
て
は
取
り
入
れ
て
い
く
よ
て
い
で
あ
る
。

自
治
会
活
動
に
つ
い
て
は
定
期
的
に
開
催
し
た
が
、
職
員
か
ら
の
働
き
掛
け
が
不
十
分
で
ご
利
用
者
の
意
見
抽
出
と
い
う
狙
い
は
達
成
で
き
な
か
っ
た
。

保
護
者
会
に
つ
い
て
は
コ
ロ
ナ
禍
も
あ
り
定
期
開
催
で
き
な
か
っ
た
が
、
保
護
者
向
け
勉
強
会
と
し
て
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
つ
い
て
の
勉
強
会
を
開
催
。
各
ご
家

庭
で
将
来
に
対
し
て
考
え
る
機
会
の
一
つ
と
な
っ
た
よ
う
だ
。

稼
働
率
に
つ
い
て
は
月
ご
と
を
見
る
と
上
半
期
は
80
％
を
切
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
続
く
が
下
半
期
は
80
％
台
を
維
持
し
、
最
終
的
に
は
年
間
の
平
均
が
82
％
と
目

標
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
っ
た
が
地
域
と
の
交
流
行
事
に
は
状
況
を
見
な
が
ら
ご
利
用
者
と
参
加
し
た
り
職
員
の
み
参
加
し
た
り
と
顔
を
出
す
よ
う
に
心
が
け
た
。
結

果
、
9月
に
発
足
し
た
「二
見
西
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」に
も
コ
ア
メ
ン
バ
ー
と
し
て
参
画
す
る
こ
と
が
で
き
、
主
に
福
祉
啓
発
な
ど
の
活
動
を
任
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
っ
た
。

地
域
清
掃
に
つ
い
て
は
不
定
期
だ
が
数
回
行
い
、
近
隣
の
方
か
ら
感
謝
の
言
葉
を
い
た
だ
い
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
、
良
い
関
係
が
継
続
で
き
て
い
る
。
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「ご
利
用
者
の
望
み
・夢
・未
来
へ
の
想
い
」に
向
き
合
う

支
援
者
・チ
ー
ム
と
し
て
「想
い
に
向
き
合
う
」風
土
作
り
は
前
進
出
来
た
と
感
じ
る
。
し
か
し
実
際
の
結
果
と
し
て
、
ご

利
用
者
お
一
人
お
一
人
の
想
い
を
引
出
し
・実
現
す
る
こ
と
が
出
来
る
チ
ー
ム
と
ま
で
は
至
っ
て
い
な
い
。
大
小
あ
る

ご
利
用
者
の
想
い
を
、
実
直
に
受
け
止
め
当
り
前
に
支
援
で
き
る
風
土
と
環
境
・体
制
づ
く
り
を
次
年
度
も
継
続
し
て

取
り
組
み
た
い
と
考
え
る
。

優
先
度

目
標
達
成
の
た
め
に
実
施
す
る
事

具
体
的
な
方
法

①
ア
セ
ス
メ
ン
ト
力
・支
援
力
の
強
化

・各
職
員
の
基
礎
ス
キ
ル
向
上
を
基
に
、
チ
ー
ム
と
し
て
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
を
図
る
。
（手
法
・理
論
等
の
整
理
）

・事
業
所
内
の
事
例
検
討
会
を
定
期
開
催
　
⇒
　
年
度
内
に
法
人
内
実
践
報
告
を
行
う
。

・知
識
、
技
術
、
価
値
を
高
め
る
機
会
や
学
び
を
設
定
す
る
。

結
果 ②

意
思
決
定
支
援
の
強
化

・意
思
を
形
成
す
る
為
の
経
験
や
選
択
肢
の
拡
大
を
行
い
、
表
出
で
き
る
機
会
や
場
面
設
定
を
行
う
。

・ご
利
用
者
目
線
で
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
や
、
ニ
ー
ズ
解
決
に
向
け
た
実
践
力
を
養
う
。

・個
別
支
援
計
画
作
成
の
見
直
し
。

事
業
所
名
　
（　
や
ま
ゆ
り
の
家
　
　
　
）

今
年
度
の
最
重
点
目
標
　

結
果

外
部
研
修
・W
E
B
研
修
を
活
用
し
各
職
員
の
基
礎
ス
キ
ル
向
上
に
努
め
た
。
ま
た
定
期
的
な
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
行
う
事
で
、
チ
ー
ム
支
援
・事
業
所
と
し
て
の
方

向
性
を
保
ち
、
ご
利
用
者
の
「望
む
暮
ら
し
」の
実
現
に
向
け
支
援
を
行
っ
た
。
当
事
者
目
線
で
進
め
る
ケ
ー
ス
ワ
ー
ク
時
に
生
じ
る
課
題
や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

で
の
生
活
故
に
問
題
・壁
と
な
る
事
案
に
関
し
て
も
、
個
の
ニ
ー
ズ
と
し
て
し
っ
か
り
と
捉
え
支
援
を
展
開
す
る
風
土
作
り
に
努
め
た
。
事
例
検
討
会
の
開
催
に
関

し
て
は
実
施
す
る
事
が
出
来
ず
に
終
わ
っ
た
為
、
次
年
度
の
開
催
を
目
指
す
。
他
法
人
（一
羊
会
）と
の
情
報
共
有
を
図
る
機
会
を
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
設
け
た
。

今
後
合
同
ケ
ー
ス
会
議
や
事
例
検
討
を
行
っ
て
い
く
足
掛
か
り
を
作
れ
た
。
し
か
し
全
体
的
な
底
上
げ
に
は
至
ら
ず
、
次
年
度
以
降
も
ア
セ
ス
メ
ン
ト
力
・支
援
力

向
上
の
強
化
を
目
指
し
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
と
考
え
る
。

34



結
果 ③

第
8・
第
9や
ま
ゆ
り
の
家
の
始
動

・移
行
、
新
規
契
約
を
ス
ム
ー
ズ
に
図
り
、
安
定
し
た
生
活
の
基
盤
を
築
く
。

・第
9の
コ
ン
セ
プ
ト
「自
分
に
適
し
た
暮
ら
し
を
見
つ
け
る
」を
遂
行
で
き
る
支
援
体
制
の
構
築
。

・第
6を
含
む
、
貴
崎
団
地
内
の
ホ
ー
ム
連
携
と
、
地
域
理
解
に
繋
が
る
働
き
掛
け
を
行
う
。

結
果 ④

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
住
ま
い
の
選
択
の
提
案

・「
住
ま
い
」を
通
し
て
、
障
害
当
事
者
の
「望
む
暮
ら
し
」に
つ
い
て
当
事
者
・家
族
と
考
え
る
機
会
を
設
け
る
。

・多
様
な
暮
ら
し
を
実
現
で
き
る
支
援
環
境
、
体
制
構
築
を
検
討
し
法
人
に
提
案
す
る
。

・親
亡
き
後
で
は
な
く
、
「自
ら
の
住
ま
い
」を
選
択
す
る
風
土
作
り
を
行
う
。

結
果 ⑤

地
域
と
の
つ
な
が
り

・交
流
強
化
地
域
（松
蔭
、
貴
崎
団
地
）を
設
定
し
、
そ
の
地
域
の
団
体
や
コ
ミ
セ
ン
と
の
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
を
作
る
。
自
治

会
役
員
も
担
う
。

・近
隣
の
方
が
ホ
ー
ム
に
足
を
運
ん
で
頂
け
る
機
会
を
作
る
（掃
除
の
ボ
ラ
・お
話
相
手
・イ
ベ
ン
ト
）

・「
あ
そ
び
隊
」を
通
し
て
交
流
を
図
る
。

ア
セ
ス
メ
ン
ト
へ
の
意
識
を
高
め
支
援
に
は
臨
ん
で
い
る
が
課
題
も
ま
だ
ま
だ
多
い
。
ご
利
用
者
目
線
・権
利
擁
護
の
観
点
を
意
識
し
、
個
の
ニ
ー
ズ
に
向
き
合

う
姿
勢
を
取
れ
る
様
に
は
な
っ
て
い
る
が
、
実
践
や
課
題
が
生
じ
た
場
合
の
解
決
能
力
な
ど
に
は
力
不
足
を
感
じ
る
。
ま
た
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
枠
や
支
援
者

側
の
体
制
や
意
識
の
問
題
で
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
取
り
組
み
が
行
え
ず
時
間
と
共
に
取
り
組
み
自
体
が
消
滅
す
る
事
な
ど
も
多
い
に
あ
っ
た
。
選
択
肢
の
拡
大

や
意
思
を
引
き
出
す
為
の
支
援
へ
の
意
識
は
持
て
る
様
に
な
り
つ
つ
あ
る
が
、
実
践
に
結
び
付
け
達
成
す
る
過
程
の
支
援
力
や
対
応
力
が
今
後
の
課
題
で
あ

る
。

第
8・
9や
ま
ゆ
り
の
家
両
ホ
ー
ム
共
に
5月
に
無
事
稼
働
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
事
が
出
来
た
。
新
規
契
約
を
含
む
計
9名
が
新
し
い
生
活
を
順
調
に
ス
タ
ー
ト
さ
れ

て
い
る
。
第
９
に
お
い
て
は
今
回
初
め
て
夜
勤
者
を
配
置
せ
ず
ホ
ー
ム
運
営
を
行
っ
て
い
る
が
、
第
6・
8の
夜
勤
が
カ
バ
ー
す
る
事
で
特
に
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
も
な

く
運
営
は
行
え
て
い
る
。
ご
利
用
者
の
自
立
・生
活
能
力
の
向
上
を
目
指
し
な
が
ら
ご
自
身
に
適
し
た
暮
ら
し
を
見
付
け
て
行
く
事
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
し
た
支
援
を

行
っ
て
い
る
。
生
活
場
面
で
の
自
立
支
援
に
お
い
て
は
一
定
の
効
果
は
感
じ
て
い
る
が
、
自
分
に
適
し
た
暮
ら
し
を
考
え
て
行
く
部
分
の
支
援
に
お
い
て
は
十
分

な
支
援
が
行
え
な
か
っ
た
。
次
年
度
に
お
い
て
計
画
的
な
組
み
立
て
を
行
い
、
ご
利
用
者
の
望
む
暮
ら
し
方
を
実
現
し
た
い
と
思
う
。
市
営
貴
崎
団
地
内
の
3

ホ
ー
ム
の
運
営
に
関
し
て
は
、
連
携
し
た
運
営
・職
員
の
動
き
を
構
築
す
る
事
が
出
来
て
い
る
。
ま
た
ご
利
用
者
同
士
の
交
流
も
盛
ん
で
あ
り
、
地
域
の
清
掃
活

動
も
合
同
で
参
加
し
て
い
る
。
引
き
続
き
、
3ホ
ー
ム
の
連
携
し
た
運
営
と
地
域
に
根
付
い
た
活
動
を
行
っ
て
行
き
た
い
。

コ
ロ
ナ
渦
で
は
あ
っ
た
が
、
前
年
度
と
比
較
し
て
も
会
合
等
へ
の
参
加
を
増
や
す
事
が
出
来
た
。
「住
ま
い
」に
関
し
て
の
現
状
を
お
伝
え
し
な
が
ら
、
暮
ら
し
を
考

え
備
え
て
い
く
事
と
障
害
者
の
暮
ら
し
方
も
多
様
化
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
事
の
問
題
提
起
を
行
っ
た
。
育
成
会
、
い
な
み
野
特
別
支
援
学
校
、
自
立
支
援
協
議

会
な
ど
の
会
合
で
発
言
す
る
機
会
を
頂
き
、
実
際
に
小
さ
な
ワ
ー
キ
ン
グ
的
な
取
り
組
み
も
行
え
た
。
特
別
支
援
学
校
の
保
護
者
・教
員
に
対
し
て
の
講
演
後
に

は
、
個
別
の
見
学
や
相
談
も
少
し
づ
つ
増
え
て
来
て
い
る
。
ま
た
市
内
の
共
同
生
活
援
助
事
業
所
と
の
関
係
性
が
希
薄
だ
っ
た
為
、
ご
挨
拶
や
訪
問
を
行
い
事

業
所
間
の
連
携
構
築
に
向
け
た
動
き
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。
事
業
所
間
が
連
携
し
切
磋
琢
磨
す
る
事
で
、
よ
り
市
内
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
質
が
向
上
し
ご
利
用
者

の
選
択
肢
・暮
ら
し
の
幅
が
拡
大
す
る
等
の
好
循
環
を
実
現
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
次
年
度
も
当
事
者
・同
業
者
に
対
し
、
継
続
し
た
働
き
掛
け
を
行
っ
て
行
き

た
い
と
思
う
。
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結
果

や
は
り
コ
ロ
ナ
渦
を
考
慮
し
た
動
き
と
な
り
十
分
な
結
果
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
自
治
会
活
動
も
最
小
限
だ
っ
た
為
に
役
員
と
し
て
の
動
き
も
少
な
か
っ
た
。
た
だ

社
会
福
祉
協
議
会
と
の
協
働
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
に
関
わ
り
、
実
際
に
ホ
ー
ム
ご
利
用
者
と
の
交
流
や
見
学
な
ど
を
催
す
事
が
で
き
た
。
障
害
理
解
と
交

流
の
機
会
を
設
け
る
事
が
出
来
た
の
で
次
年
度
以
降
も
同
様
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。
ホ
ー
ム
ご
利
用
者
間
の
活
動
で
あ
る
「あ
そ
び
隊
」

も
継
続
し
て
行
っ
た
。
コ
ロ
ナ
拡
大
時
に
は
開
催
中
止
の
判
断
も
行
っ
た
為
、
十
分
な
活
動
に
は
至
っ
て
い
な
い
が
、
ご
利
用
者
間
で
企
画
し
た
神
戸
や
姫
路
な

ど
へ
の
外
出
も
行
っ
た
。
地
域
と
の
繋
が
り
は
次
年
度
も
強
化
し
て
動
き
を
作
っ
て
行
き
た
い
と
考
え
る
。
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優
先

度
目

標
達

成
の

た
め

に
実

施
す

る
事

①
個

別
支

援
計

画
に

「夢
」を

組
み

込
む

結
果 ②

タ
ー

ミ
ナ

ル
期

の
体

制
を

整
え

る

事
業

所
名

　
（ 

  
　

あ
い

す
く
り

ー
む

の
家

　
　

　
）

今
年

度
の

最
重

点
目

標
　

①
「時

間
（と

き
）・

人
生

」を
大

切
に

過
ご

す
た

め
に

も
本

人
の

想
い

を
く
み

取
り

実
現

さ
せ

る
②

「そ
の

人
ら

し
い

最
後

」を
迎

え
る

た
め

の
体

制
づ

く
り

③
ご

家
族

と
の

時
間

、
繋

が
り

を
考

え
る

④
地

域
と

の
繋

が
り

⑤
障

害
理

解
を

深
め

る

具
体

的
な

方
法

・個
別

支
援

計
画

作
成

前
に

は
、

職
員

全
体

で
話

し
合

い
を

行
い

夢
の

共
有

を
図

る
（2

回
/年

）
・言

語
化

が
難

し
い

方
に

は
、

ご
家

族
か

ら
の

聞
き

取
り

や
、

職
員

の
日

々
の

関
わ

り
の

中
か

ら
夢

を
く
み

取
る

・「
夢

」の
取

り
組

み
報

告
に

つ
い

て
各

ケ
ー

ス
担

当
で

報
告

会
を

行
う

（6
回

/年
）

・「
夢

」が
実

現
し

た
も

の
に

は
職

員
工

夫
の

上
、

全
体

に
共

有
す

る
。

ご
家

族
へ

も
伝

え
る

・終
末

期
に

お
け

る
あ

い
す

く
り

ー
む

の
家

の
考

え
や

想
い

を
ご

本
人

、
ご

家
族

、
職

員
、

看
護

師
、

世
話

人
で

共
有

す
る

。
そ

れ
ら

を
伝

え
る

為
の

ツ
ー

ル
を

タ
ー

ミ
ナ

ル
ケ

ア
委

員
会

で
検

討
す

る
・リ

ビ
ン

グ
ウ

ィ
ル

の
作

成
と

話
し

合
い

を
定

期
的

に
行

い
な

が
ら

、
ご

家
族

と
共

通
認

識
を

図
る

（2
回

/年
）

・夜
間

⇔
日

勤
の

申
し

送
り

が
ス

ム
ー

ズ
に

行
え

る
よ

う
情

報
・業

務
整

理
を

行
う

結
果

①
個

別
支

援
計

画
と

リ
ビ

ン
グ

ウ
ィ

ル
に

、
ご

利
用

者
の

楽
し

み
や

や
り

た
い

こ
と

を
記

載
し

実
施

し
て

い
る

。
②

本
人

、
保

護
者

に
希

望
す

る
最

期
の

迎
え

方
の

聞
き

取
り

を
行

な
い

、
リ

ビ
ン

グ
ウ

ィ
ル

に
記

載
し

事
業

所
間

で
周

知
し

て
い

る
。

③
コ

ロ
ナ

の
感

染
が

落
ち

着
い

て
い

る
時

期
は

、
ご

家
族

と
の

面
会

を
積

極
的

に
行

う
と

と
も

に
、

家
族

イ
ベ

ン
ト

を
実

施
し

て
い

る
。

④
近

隣
の

コ
ミ

セ
ン

や
民

生
委

員
と

連
絡

を
と

り
、

情
報

収
集

や
繋

が
り

を
作

っ
て

い
る

。
⑤

世
話

人
と

の
会

議
を

実
施

し
、

対
話

す
る

場
を

設
け

て
い

る
。

・個
別

支
援

計
画

作
成

前
に

サ
ー

ビ
ス

管
理

責
任

者
と

ケ
ー

ス
担

当
と

の
話

し
合

い
の

場
を

設
け

、
ご

利
用

者
の

望
む

こ
と

を
共

有
し

て
計

画
に

記
載

し
て

い
る

。
ま

た
、

リ
ビ

ン
グ

ウ
ィ

ル
に

も
行

き
た

い
所

や
会

い
た

い
人

等
の

項
目

を
作

り
、

本
人

や
保

護
者

か
ら

聞
き

取
り

を
行

っ
て

い
る

。
聞

き
取

っ
た

内
容

に
つ

い
て

は
、

ケ
ー

ス
担

当
報

告
会

で
全

体
共

有
を

行
な

っ
て

い
る

。
コ

ロ
ナ

の
感

染
が

落
ち

着
い

た
時

期
に

ご
利

用
者

の
希

望
（行

き
た

か
っ

た
所

、
食

べ
た

い
も

の
等

）を
実

施
し

、
実

施
し

た
ご

利
用

者
に

つ
い

て
は

本
人

や
保

護
者

と
も

に
喜

ば
れ

て
い

る
。
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結
果 ③

ご
家

族
と

の
時

間
を

大
切

に
考

え
る

結
果 ④

地
域

へ
働

き
か

け
る

結
果 ⑤

前
年

度
研

修
の

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
を

行
う

結
果

【世
話

人
】

・前
年

度
研

修
を

受
け

て
か

ら
の

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
よ

り
「意

識
し

て
取

り
組

ん
で

い
る

と
こ

ろ
」に

つ
い

て
の

振
り

返
り

を
個

人
面

談
で

行
う

。
ま

た
定

期
的

に
世

話
人

会
議

を
行

う
（3

回
/年

）

・世
話

人
と

の
会

議
を

行
な

い
、

ご
利

用
者

の
情

報
共

有
や

業
務

に
つ

い
て

の
話

し
合

い
を

行
な

っ
て

い
る

。
会

議
に

は
主

任
と

副
主

任
も

同
席

し
、

ご
利

用
者

の
こ

と
を

話
し

合
う

中
で

そ
の

行
動

の
意

図
や

理
由

な
ど

も
伝

え
て

障
害

へ
の

理
解

に
繋

げ
て

い
る

。

・地
域

行
事

へ
積

極
的

に
参

加
す

る
。

地
域

資
源

を
活

用
す

る
（サ

ー
ク

ル
活

動
・移

動
支

援
・商

業
施

設
・ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
）

・地
域

の
研

修
会

等
へ

の
参

加
（障

害
理

解
へ

の
研

修
企

画
）

・あ
い

す
く
り

ー
む

の
家

の
存

在
を

地
域

の
方

に
知

っ
て

も
ら

う
（
ブ

ロ
グ

の
活

用
・掲

示
物

の
作

成
等

）

・高
丘

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ー
セ

ン
タ

ー
に

、
あ

い
す

が
参

加
で

き
る

イ
ベ

ン
ト

に
つ

い
て

伺
っ

て
い

る
。

地
域

の
民

生
委

員
に

も
伺

っ
た

と
こ

ろ
、

高
丘

祭
り

の
地

区
社

協
の

ブ
ー

ス
（赤

い
羽

根
共

同
募

金
）に

繋
げ

て
も

ら
い

、
あ

い
す

の
職

員
と

ご
利

用
者

で
寄

付
し

て
い

た
だ

い
た

方
に

羽
根

を
渡

す
等

の
手

伝
い

を
行

っ
て

い
る

。

・機
関

誌
を

発
行

し
て

「あ
い

す
く
り

ー
む

の
家

で
の

生
活

」を
伝

え
て

い
く
（4

回
/年

）
・ご

家
族

と
過

ご
せ

る
時

間
を

設
け

る
・家

族
交

流
会

を
実

施
す

る
（1

回
/年

）

・タ
ー

ミ
ナ

ル
委

員
会

を
中

心
に

、
「タ

ー
ミ

ナ
ル

に
つ

い
て

の
知

識
や

考
え

方
」「

タ
ー

ミ
ナ

ル
期

に
ど

の
よ

う
な

支
援

を
行

う
べ

き
か

」等
を

検
討

し
て

い
る

。
ま

た
タ

ー
ミ

ナ
ル

ケ
ア

の
実

績
の

あ
る

講
師

を
招

い
た

研
修

会
を

企
画

す
る

な
ど

し
て

、
ご

利
用

者
が

タ
ー

ミ
ナ

ル
期

を
迎

え
る

時
の

準
備

を
行

な
っ

て
い

る
。

本
人

や
保

護
者

と
は

リ
ビ

ン
グ

ウ
ィ

ル
を

作
成

す
る

に
あ

た
っ

て
話

し
合

い
を

行
な

い
、

そ
の

作
成

の
過

程
を

通
し

て
保

護
者

の
気

持
ち

や
あ

い
す

の
想

い
な

ど
を

共
有

し
て

い
る

。
・夜

勤
と

日
勤

の
申

し
送

り
に

関
し

て
は

、
看

護
師

の
申

し
送

り
の

場
に

現
場

職
員

や
主

任
も

同
席

し
て

共
有

す
る

よ
う

に
し

て
い

る
。

・あ
い

す
の

機
関

誌
を

4回
発

行
し

、
保

護
者

に
あ

い
す

の
様

子
を

伝
え

て
い

る
。

・1
1月

に
あ

い
す

で
の

家
族

交
流

会
を

実
施

し
、

本
人

と
保

護
者

が
一

緒
に

過
ご

す
場

を
提

供
し

て
い

る
。

・家
族

と
の

残
り

の
時

間
を

大
切

に
す

る
た

め
に

、
コ

ロ
ナ

感
染

の
拡

大
期

間
以

外
は

積
極

的
に

家
族

の
家

に
訪

問
し

た
り

、
面

会
等

の
受

け
入

れ
を

行
っ

て
い

る
。
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優
先

度
目

標
達

成
の

た
め

に
実

施
す

る
事

①
ご

利
用

者
の

ニ
ー

ズ
を

把
握

し
活

動
内

容
を

整
理

す
る

結
果 ②

委
員

会
活

動
チ

ー
ム

活
動

内
部

研
修

・勉
強

会

事
業

所
名

　
（ 

  
　

か
い

の
き

　
　

　
）

今
年

度
の

最
重

点
目

標
　

①
「時

間
（と

き
）・

人
生

」を
大

切
に

過
ご

す
た

め
に

日
中

活
動

の
充

実
を

図
る

②
チ

ー
ム

の
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
を

図
る

③
「美

味
し

く
、

楽
し

く
、

最
後

ま
で

」を
継

続
し

て
い

く
④

ご
利

用
者

確
保

⑤
地

域
と

の
繋

が
り

具
体

的
な

方
法

・個
別

支
援

計
画

作
成

前
に

は
、

職
員

全
体

で
話

し
合

い
を

行
う

（2
回

/年
）。

好
き

な
こ

と
、

好
き

な
物

を
知

り
ニ

ー
ズ

の
把

握
を

職
員

間
で

共
有

す
る

・「
個

人
」「

集
団

」「
体

力
づ

く
り

」「
サ

ー
ク

ル
活

動
」な

ど
、

活
動

の
カ

テ
ゴ

リ
ー

に
分

け
把

握
し

や
す

く
す

る
。

ま
た

「ご
利

用
者

の
し

た
い

こ
と

」「
健

康
維

持
の

た
め

に
必

要
な

こ
と

」等
ト

ー
タ

ル
で

考
え

、
お

一
人

お
一

人
の

活
動

の
組

み
立

て
を

行
う

・委
員

会
を

虐
待

防
止

（身
体

拘
束

）、
リ

ス
ク

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

、
タ

ー
ミ

ナ
ル

ケ
ア

、
感

染
予

防
の

4つ
に

分
け

活
動

を
行

い
、

全
体

へ
活

動
内

容
を

発
信

す
る

・チ
ー

ム
を

食
事

、
環

境
、

健
康

、
活

動
の

4つ
に

分
け

業
務

分
担

を
行

う
こ

と
で

事
業

が
円

滑
に

進
む

よ
う

に
す

る
。

そ
れ

ぞ
れ

の
チ

ー
ム

で
取

り
組

む
業

務
を

考
え

発
信

す
る

・「
介

護
」「

専
門

職
（S

T
/P

T
）」

「チ
ー

ム
作

り
」の

勉
強

会
を

実
施

（1
回

/月
）

結
果

①
日

中
活

動
チ

ー
ム

を
中

心
に

企
画

し
、

個
人

活
動

、
グ

ル
ー

プ
活

動
、

健
康

活
動

等
を

実
施

し
て

い
る

。
②

各
委

員
会

や
各

チ
ー

ム
で

話
し

合
い

を
行

な
い

、
発

信
、

研
修

等
を

行
っ

て
い

る
。

③
食

事
チ

ー
ム

で
食

事
内

容
や

食
事

形
態

等
を

検
討

し
、

職
員

全
体

に
対

し
て

食
事

に
つ

い
て

の
研

修
会

を
実

施
し

て
い

る
。

④
相

談
支

援
事

業
所

と
連

携
を

と
り

、
か

い
の

き
の

環
境

が
必

要
な

ご
利

用
者

の
利

用
に

繋
げ

て
い

る
。

⑤
近

隣
の

コ
ミ

セ
ン

に
相

談
し

、
地

域
イ

ベ
ン

ト
に

参
加

し
て

い
る

。
ま

た
、

民
生

委
員

と
連

絡
を

と
り

、
情

報
収

集
や

繋
が

り
を

作
っ

て
い

る
。

・個
別

支
援

計
画

作
成

前
に

ケ
ー

ス
担

当
と

個
別

面
談

を
行

な
い

、
活

動
の

支
援

に
つ

い
て

の
話

し
合

い
を

行
な

っ
て

い
る

。
ま

た
、

職
員

会
議

に
て

ケ
ー

ス
担

当
報

告
会

を
行

な
い

「や
り

た
い

こ
と

」「
好

き
な

こ
と

」
「興

味
が

あ
る

こ
と

」等
の

ニ
ー

ズ
を

職
員

全
体

か
ら

抽
出

し
、

周
知

し
て

い
る

。
・今

年
度

前
期

は
コ

ロ
ナ

の
感

染
防

止
の

た
め

活
動

を
自

粛
す

る
場

面
が

多
か

っ
た

が
、

後
期

に
つ

い
て

は
ご

利
用

者
の

希
望

す
る

個
別

活
動

や
グ

ル
ー

プ
外

出
等

を
積

極
的

に
企

画
し

、
実

施
し

て
い

る
。

ま
た

、
中

庭
で

の
ウ

ォ
ー

キ
ン

グ
等

で
の

運
動

機
会

を
設

け
、

運
動

意
欲

が
継

続
で

き
る

よ
う

に
ス

タ
ン

プ
ラ

リ
ー

（活
動

に
参

加
で

き
た

ら
ハ

ン
コ

が
押

せ
る

チ
ェ

ッ
ク

表
）や

、
年

度
末

で
の

表
彰

を
行

っ
て

い
る

。
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結
果 ③

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

研
修

「食
べ

る
た

め
」に

必
要

な
運

動

結
果 ④

ご
利

用
者

（利
用

日
数

を
増

や
す

）
を

増
や

す

結
果 ⑤

地
域

へ
働

き
か

け
る

結
果

・地
域

行
事

へ
積

極
的

に
参

加
す

る
。

地
域

資
源

を
活

用
す

る
（サ

ー
ク

ル
活

動
・移

動
支

援
・商

業
施

設
・ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
）

・地
域

の
研

修
会

等
へ

の
参

加
（障

害
理

解
へ

の
研

修
企

画
）

・か
い

の
き

の
存

在
を

地
域

の
方

に
知

っ
て

も
ら

う
（
ブ

ロ
グ

の
活

用
・掲

示
物

の
作

成
等

）

・地
域

の
コ

ミ
セ

ン
と

連
絡

を
と

り
、

か
い

の
き

の
参

加
で

き
る

地
域

イ
ベ

ン
ト

を
紹

介
し

て
も

ら
っ

て
い

る
。

結
果

、
高

丘
祭

り
の

参
加

に
繋

が
っ

て
い

る
。

・か
い

の
き

で
の

イ
ベ

ン
ト

や
活

動
を

ブ
ロ

グ
や

イ
ン

ス
タ

に
掲

載
し

、
か

い
の

き
を

知
っ

て
も

ら
う

た
め

の
広

報
を

行
な

っ
て

い
る

。

・医
療

的
ケ

ア
が

必
要

な
方

等
ご

利
用

者
数

を
増

や
す

た
め

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

や
相

談
支

援
事

業
所

と
の

情
報

を
共

有
す

る
と

と
も

に
ブ

ロ
グ

で
の

方
法

を
試

み
る

・土
曜

日
開

所
日

に
イ

ベ
ン

ト
を

行
う

際
は

別
日

利
用

の
ご

利
用

者
に

も
参

加
を

促
す

・法
人

内
外

に
問

わ
ず

医
療

的
ケ

ア
が

必
要

な
方

の
情

報
を

相
談

支
援

事
業

所
と

共
有

し
、

今
年

度
に

つ
い

て
は

新
規

に
２

名
の

方
が

か
い

の
き

を
利

用
さ

れ
て

い
る

。

・食
事

チ
ー

ム
で

勉
強

会
を

企
画

、
実

施
（3

回
/年

）
・体

操
・口

腔
体

操
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

作
成

し
、

そ
れ

ぞ
れ

の
レ

ベ
ル

ア
ッ

プ
を

図
る

・委
員

会
（虐

待
防

止
、

リ
ス

ク
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
、

感
染

予
防

、
タ

ー
ミ

ナ
ル

）、
利

用
者

支
援

チ
ー

ム
（食

事
、

環
境

、
活

動
、

健
康

管
理

）で
定

期
的

に
話

し
合

い
、

話
し

合
っ

た
内

容
は

職
員

全
体

メ
ー

ル
や

職
員

会
議

等
で

報
告

を
行

な
っ

て
い

る
。

あ
い

す
に

新
し

く
入

職
し

た
職

員
に

対
し

て
、

先
輩

職
員

か
ら

移
乗

等
の

介
護

技
術

の
実

技
研

修
を

行
な

い
、

ま
た

タ
ー

ミ
ナ

ル
ケ

ア
に

つ
い

て
は

外
部

か
ら

専
門

の
講

師
を

招
き

研
修

会
を

実
施

し
て

い
る

。

・職
員

全
体

で
食

事
に

つ
い

て
の

研
修

を
行

な
っ

て
い

る
。

（「
摂

取
嚥

下
の

仕
組

み
」「

と
ろ

み
食

の
試

食
」「

食
事

時
の

ポ
ジ

シ
ョ

ニ
ン

グ
の

実
務

研
修

」）
ま

た
、

ご
利

用
者

に
対

し
て

の
食

事
形

態
、

食
事

量
の

調
整

等
を

検
討

し
、

個
別

に
応

じ
た

食
事

提
供

を
行

う
よ

う
に

し
て

い
る

。
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①
ぽ
っ
ち
ら
し
さ
を
明
文
化
し
、
ス
タ
ッ
フ
全
員
で
共
有
し
ま
す
。

②
活
動
を
発
信
す
る
こ
と
で
、
ぽ
っ
ち
が
あ
る
意
義
を
確
認
し
理
解
を
深
め
ま
す
。

結
果

優
先
度

目
標
達
成
の
た
め
に
実
施
す
る
事

具
体
的
な
方
法

①
コ
ン
セ
プ
ト
と
行
動
指
針
の
作
成
。

・支
援
会
議
・ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
・イ
ベ
ン
ト
の
振
り
返
り
な
ど
を
通
し
て
、
私
た
ち
が
大
事
に
す
る
こ
と
や
姿
勢
を
共
有
す

る
。
（
支
援
会
議
：
半
年
ご
と
/ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
：月
1回
/イ
ベ
ン
ト
振
り
返
り
：年
2回
）

・事
業
計
画
の
進
捗
と
振
り
返
り
を
行
う
。
（1
月
）

・外
部
の
展
示
会
鑑
賞
や
研
修
を
通
し
て
、
私
た
ち
が
目
指
す
方
向
性
を
考
え
る
。
（年
1回
/1
人
）

・共
有
し
た
こ
と
を
文
章
に
ま
と
め
る
。
（年
度
末
）

結
果 ②

発
信
に
注
力
で
き
る
よ
う
に
、
支
援
や
活

動
、
業
務
を
整
え
て
い
き
ま
す
。

・ス
タ
ッ
フ
増
員
（
パ
ー
ト
・週
3日
）と
役
割
分
担
を
し
ま
す
。
（事
務
・商
品
・物
品
管
理
な
ど
/上
半
期
）

・ご
利
用
者
の
状
況
に
合
わ
せ
て
ニ
ー
ズ
整
理
・新
た
な
活
動
や
場
所
の
提
案
（移
行
）を
行
い
ま
す
。
（半
年
ご
と
/

面
談
に
て
）

・目
的
に
応
じ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
っ
て
い
き
ま
す
。
（散
歩
の
付
添
い
・商
品
づ
く
り
な
ど
/上
半
期

結
果

事
業
所
名
　
（　
す
た
じ
お
ぽ
っ
ち
　
）

今
年
度
の
最
重
点
目
標
　

・
ス
タ
ッ
フ
増
員
…
達
成
し
た
が
、
子
育
て
に
よ
り
退
職
す
る
ス
タ
ッ
フ
も
あ
り
。
引
き
続
き
ス
タ
ッ
フ
確
保
を
進
め
る
。
社
員
の
業
務
を
細
分
化
・マ
ニ
ュ
ア
ル
化

し
、
パ
ー
ト
で
も
担
え
る
よ
う
に
整
え
て
き
た
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
に
よ
り
安
定
し
て
遂
行
す
る
一
方
で
、
形
骸
化
し
な
い
よ
う
に
。
”気
づ
く
力
”の
醸
成
に
も
留
意
し
て

い
き
た
い
。

・
利
用
者
ニ
ー
ズ
の
整
理
…
見
直
し
が
必
要
な
方
・
大
き
く
変
化
の
見
ら
れ
た
方
に
つ
い
て
支
援
会
議
を
実
施
。
欠
席
が
ち
だ
っ
た
方
に
改
善
が
見
ら
れ
た
り
、

各
事
業
所
の
状
況
・支
援
方
法
を
す
り
合
わ
せ
る
機
会
と
な
っ
た
。
今
後
も
経
過
を
共
有
し
、
方
向
性
の
ず
れ
が
出
な
い
よ
う
に
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
。

・
商
品
で
は
体
操
教
室
の
方
や
イ
ン
ス
タ
で
知
り
合
っ
た
方
に
、
縫
製
作
業
を
手
伝
っ
て
い
た
だ
い
た
。
体
操
教
室
の
方
は
金
ヶ
崎
在
住
の
ご
高
齢
の
方
。
相
手

の
方
々
に
と
っ
て
も
楽
し
み
に
つ
な
が
っ
た
。
他
、
個
別
支
援
と
し
て
傾
聴
ボ
ラ
（ほ
ほ
え
み
）さ
ん
を
定
期
的
に
利
用
。
”話
を
聞
い
て
ほ
し
い
”ニ
ー
ズ
や
退
所

前
等
の
苦
手
な
時
間
を
埋
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

コ
ン
セ
プ
ト
は
達
成
（完
成
）。

行
動
指
針
は
時
間
が
取
れ
ず
未
達
成
（
20
23
年
度
計
画
へ
）。
様
々
な
勤
務
形
態
が
あ
り
ス
タ
ッ
フ
全
員
が
揃
っ
て
話
し
合
う
場
が
な
い
。
2回
に
分
け
て
実
施

す
る
な
ど
工
夫
し
た
が
、
1回
の
参
加
者
が
２
～
3
名
と
な
り
意
見
に
偏
り
が
出
る
傾
向
も
見
ら
れ
た
。
会
議
の
開
催
方
法
は
課
題
（2
02
3年
度
は
全
体
会
議
を
予

定
）。
コ
ン
セ
プ
ト
会
議
で
は
、
経
験
の
差
は
あ
る
も
の
の
”ぽ
っ
ち
ら
し
さ
”へ
の
捉
え
方
に
つ
い
て
大
き
く
違
い
は
な
か
っ
た
。
ま
た
ス
タ
ッ
フ
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性

や
適
性
（価
値
観
・
興
味
・傾
向
・課
題
…
）を
知
る
機
会
に
も
な
っ
た
。
会
議
や
研
修
で
一
時
的
に
上
が
っ
た
熱
量
を
持
続
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
。
行
動
指
針
作

成
に
て
日
々
の
実
践
や
実
感
へ
つ
な
げ
て
い
く
。

①
支
援
会
議
、
企
画
会
議
・研
修
な
ど
を
み
ん
な
で
経
験
し
た
上
で
、
1月
～
コ
ン
セ
プ
ト
会
議
を
実
施
（4
回
）。
「今
日
の
花
」と
い
う
言
葉
に
ま
と
ま
っ
た
。
最
初

の
問
い
「ぽ
っ
ち
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
？
」に
様
々
な
回
答
あ
り
。
そ
こ
か
ら
「立
ち
上
げ
の
経
緯
・想
い
・そ
の
後
の
経
過
（共
有
）」
「活
動
を
通
じ
て
喜
ん
で
も
ら
え

た
こ
と
は
？
（誰
に
・ど
ん
な
こ
と
を
？
）
」「
ぽ
っ
ち
に
し
か
で
き
な
い
こ
と
は
？
」「
ど
ん
な
場
所
で
あ
り
た
い
か
？
」な
ど
意
見
交
換
し
、
整
理
し
た
。
経
験
や
理
解

度
、
価
値
観
の
差
は
あ
っ
た
上
で
、
今
後
、
実
践
と
リ
ン
ク
さ
せ
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
に
深
め
て
い
く
。

②
企
画
（展
示
・ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
）
は
ス
タ
ッ
フ
・
関
係
者
と
意
見
交
換
の
場
を
設
け
、
内
容
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
成
果
に
も
つ
な
が
っ
た
（③
に
記
載
）。
企

画
会
議
で
は
ス
タ
ッ
フ
そ
れ
ぞ
れ
に
納
得
感
が
あ
り
、
ス
タ
ッ
フ
か
ら
「話
し
合
い
の
時
間
が
よ
か
っ
た
」と
感
想
が
挙
が
っ
た
。
一
方
で
商
品
は
計
画
的
な
実
施

に
至
ら
ず
。
開
発
・制
作
・在
庫
管
理
の
た
め
の
時
間
確
保
は
引
き
続
き
課
題
。
外
部
と
の
コ
ラ
ボ
は
相
手
側
の
発
信
力
も
あ
り
、
ぽ
っ
ち
を
広
く
知
っ
て
い
た
だ

く
機
会
と
な
っ
た
（
in
st
ag
ra
m
フ
ォ
ロ
ワ
ー
数
の
増
加
）。
意
見
交
換
す
る
こ
と
で
ス
タ
ッ
フ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
な
る
一
方
で
、
企
画
や
会
議
へ
の
参
加

状
況
に
よ
り
、
ス
タ
ッ
フ
間
で
理
解
や
熱
量
の
差
が
見
え
た
。
→
20
2
3年
度
は
広
報
誌
を
作
成
。
様
々
な
形
で
関
わ
り
を
増
や
す
こ
と
で
ス
タ
ッ
フ
間
の
差
も
埋
め

て
い
き
た
い
。
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③
活
動
を
発
信
し
ま
す
。

・展
示
…
「何
を
伝
え
た
い
か
」を
す
り
合
わ
せ
る
時
間
を
作
り
、
展
示
内
容
を
工
夫
し
ま
す
。
（ア
ス
ピ
ア
・明
石
Ｓ
Ａ
）

・商
品
…
定
番
商
品
を
計
画
的
に
準
備
し
、
販
売
を
定
着
さ
せ
て
い
き
ま
す
。
（大
山
寺
珈
琲
・Ｆ
Ｌ
ＩP
Ｆ
Ｌ
Ｏ
Ｐ
/オ
ン
ラ

イ
ン
ス
ト
ア
）

・企
画
…
「誰
と
・
何
の
た
め
に
」を
意
識
し
て
内
容
を
検
討
し
ま
す
。
（自
主
企
画
/年
2回
）

・広
報
…
イ
ン
ス
タ
や
ブ
ロ
グ
を
効
果
的
に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。
（企
画
ご
と
に
法
人
内
・外
へ
向
け
て
）

結
果 ④

今
後
の
展
開
を
考
え
る
。

ま
ず
は
既
存
の
活
動
を
計
画
的
に
、
確
実
に
実
施
し
、
充
実
を
図
り
ま
す
。

事
業
計
画
の
振
り
返
り
に
て
ス
タ
ッ
フ
で
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
、
現
状
と
す
り
合
わ
せ
な
が
ら
次
に
つ
な
げ
ま
す
。

（ぽ
っ
ち
内
シ
ョ
ッ
プ
化
、
販
売
・展
示
場
所
の
新
規
開
拓
、
ぽ
っ
ち
広
報
誌
作
成
、
工
賃
ア
ッ
プ
に
向
け
て
…
）

結
果

・
作
品
展
「萌
し
」
＠
ア
ス
ピ
ア
明
石

タ
イ
ト
ル
を
決
め
る
ま
で
の
話
し
合
い
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
ご
利
用
者
の
作
品
か
ら
「変
化
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
設
定
。
そ
こ
か
ら
伝
え
た
い
こ
と
は
何

か
？
を
詰
め
て
い
く
と
、
「不
変
は
な
い
」「
人
は
変
化
を
求
め
て
い
る
」「
”変
わ
る
”は
”進
む
”こ
と
」な
ど
、
イ
メ
ー
ジ
が
変
わ
っ
て
い
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
重
苦
し

い
空
気
の
中
、
作
品
展
を
通
し
て
”変
化
”を
様
々
に
（
で
き
れ
ば
少
し
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
）受
け
と
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
企
画
し
た
。
「最
近
、
疲
れ
て
い
た
の
に
作

品
を
見
て
心
が
す
ー
っ
と
軽
く
な
り
ま
し
た
。
」
「見
方
を
変
え
れ
ば
出
会
え
な
い
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
に
広
が
っ
た
。
」「
変
わ
り
続
け
る
。
い
ろ
ん
な
こ
と
が
。
で
も
大

切
に
し
い
て
い
る
も
の
は
変
わ
ら
な
い
。
素
敵
で
す
。
」な
ど
感
想
を
い
た
だ
い
た
。

・
企
画
（
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
）「
ノ
ー
ボ
ー
ゴ
！
ノ
ー
ア
ー
ト
！
」×
た
ら
ら
り
ら
ん
工
房

ま
だ
コ
ロ
ナ
自
粛
モ
ー
ド
の
時
期
だ
か
ら
こ
そ
…
と
、
た
ら
ら
り
ら
ん
工
房
さ
ん
と
企
画
。
「防
（緊
張
・静
）」
と
「G
O
！
（緩
和
・発
散
・動
）」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
。

「
様
々
な
人
で
創
作
を
楽
し
む
」「
完
成
形
よ
り
も
“
行
為
”
を
重
視
」「
行
為
を
通
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
変
化
（気
づ
き
）・
全
体
の
（空
気
・創
作
）の
変
化
を
感
じ
る
」こ

と
を
目
的
と
し
た
。
ま
た
”家
や
学
校
で
は
で
き
な
い
こ
と
”
と
い
う
ポ
イ
ン
ト
も
、
ぽ
っ
ち
な
ら
で
は
。
防
護
服
を
逆
手
に
と
っ
て
生
か
し
、
子
供
た
ち
と
一
緒
に
楽
し

ん
だ
。
子
供
た
ち
の
前
で
、
車
椅
子
ユ
ー
ザ
ー
の
M
さ
ん
が
車
輪
に
絵
の
具
を
つ
け
な
が
ら
闊
歩
。
「お
も
し
ろ
そ
う
！
」「
す
ご
い
！
」と
い
う
好
奇
心
に
満
ち
た
ま

な
ざ
し
で
見
つ
め
る
子
供
た
ち
が
印
象
的
だ
っ
た
。
M
さ
ん
も
楽
し
そ
う
で
よ
か
っ
た
。
た
ら
ら
り
ら
ん
工
房
さ
ん
と
の
反
省
会
で
は
、
「緊
張
し
て
い
た
子
も
い
た
が

創
作
が
始
ま
る
と
一
気
に
溶
け
込
め
た
。
」「
防
護
服
も
車
椅
子
も
見
慣
れ
な
い
年
齢
の
子
供
た
ち
。
偏
見
な
く
関
わ
れ
た
の
で
は
。
」「
参
加
者
同
士
、
真
似
し
た

り
、
ひ
ら
め
い
た
り
、
個
性
あ
り
一
体
感
も
あ
り
。
想
定
以
上
に
表
現
の
広
が
り
が
生
ま
れ
た
。
」「
“形
”に
捉
わ
れ
ず
、
そ
の
場
の
行
為
・時
間
を
一
途
に
楽
し
め

た
。
」「
子
供
た
ち
に
と
っ
て
記
憶
に
残
る
企
画
に
な
っ
た
の
で
は
。
」な
ど
意
見
が
挙
が
っ
た
。

・
企
画
を
す
る
ご
と
に
、
特
に
外
部
と
の
コ
ラ
ボ
に
よ
っ
て
、
イ
ン
ス
タ
フ
ォ
ロ
ワ
ー
数
が
地
道
に
増
え
て
き
た
（1
66
名
→
現
在
39
6名
）。
イ
ン
ス
タ
か
ら
の
問
い
合

わ
せ
（求
人
・商
品
購
入
・イ
ベ
ン
ト
参
加
）
も
増
え
て
い
る
。
現
状
の
ま
ま
テ
ー
マ
を
絞
ら
ず
（日
記
の
よ
う
に
）継
続
し
て
発
信
。
20
23
年
度
は
編
集
会
議
を
設

定
し
、
広
報
誌
の
発
行
を
予
定
。

・
商
品
（
開
発
・制
作
・管
理
）に
つ
い
て
は
優
先
順
位
が
下
が
り
が
ち
。
時
間
確
保
や
役
割
分
担
が
引
き
続
き
課
題
。
そ
の
中
で
も
、
裂
き
織
り
商
品
や
バ
ッ
グ

作
り
な
ど
、
行
程
化
で
き
た
も
の
も
あ
っ
た
。
コ
ラ
ボ
や
販
売
機
会
（場
所
・内
容
）に
つ
い
て
精
査
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

下
半
期
か
ら
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
も
緩
和
し
、
活
動
的
に
過
ご
せ
た
（
外
出
や
企
画
な
ど
）。
活
動
は
充
実
し
た
一
方
、
支
援
計
画
（特
に
共
有
会
議
）に
か
か
る
時

間
が
確
保
で
き
ず
お
ろ
そ
か
に
。
作
成
月
を
ず
ら
す
・記
録
を
簡
略
化
す
る
な
ど
引
き
続
き
工
夫
が
必
要
。
事
業
計
画
の
振
り
返
り
で
は
、
「ぽ
っ
ち
通
信
を
作
り

た
い
」
「展
示
場
所
を
増
や
し
た
い
」「
ス
タ
ッ
フ
も
一
緒
に
創
作
し
た
い
」な
ど
ア
イ
デ
ア
が
挙
が
っ
た
。
役
割
を
作
り
、
ス
タ
ッ
フ
も
主
体
的
に
関
わ
れ
る
よ
う
に
す

る
（2
0
23
年
度
計
画
へ
）。
課
題
に
は
「時
間
の
確
保
」が
挙
が
っ
た
。
自
粛
が
減
り
活
動
が
戻
る
と
と
も
に
、
利
用
者
増
加
に
よ
る
課
題
（こ
の
3年
で
8名
増
加
）

や
ス
タ
ッ
フ
体
制
の
脆
弱
性
（勤
務
形
態
・働
き
方
・個
々
の
ス
キ
ル
）が
露
呈
。
事
故
・ミ
ス
の
増
加
、
業
務
が
進
ま
な
い
・で
き
な
い
（環
境
整
備
・会
議
・事
務

な
ど
）、
一
部
の
ス
タ
ッ
フ
に
業
務
が
集
中
す
る
な
ど
の
状
況
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
が
役
割
や
効
率
化
を
意
識
し
て
行
動
で
き
る
よ
う
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
行
動
指
針

を
元
に
具
体
的
に
指
示
を
出
し
て
い
く
。
同
時
に
、
ス
タ
ッ
フ
間
で
意
見
交
換
し
な
が
ら
進
め
て
い
け
る
よ
う
働
き
か
け
て
い
く
。
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・個
別
ケ
ー
ス
に
お
い
て
本
人
中
心
と
し
た
生
活
圏
域
を
網
羅
し
た
支
援
体
制
の
構
築
を
目
指
し
ま
す
。

・す
べ
て
の
ご
利
用
者
に
対
し
、
国
の
示
す
基
準
に
基
づ
い
た
サ
ー
ビ
ス
更
新
・モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
実
施
す
る

・ご
利
用
者
の
、
そ
の
人
ら
し
い
暮
ら
し
の
実
現
に
向
け
多
機
関
連
携
を
意
識
し
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。

オ
ア
シ
ス
会
議
に
お
い
て
、
「本
人
は
ど
う
思
っ
て
い
る
の
か
」「
本
人
に
と
っ
て
ど
う
な
の
か
」と
い
う
言
葉
が
多
く
な
っ

て
お
り
、
本
人
を
中
心
と
し
た
支
援
を
考
え
る
風
土
が
高
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、
事
業
所
、
基
幹
、
行
政
、
学
校
等
、
本

人
の
支
援
に
お
い
て
必
要
と
思
わ
れ
る
機
関
と
有
機
的
に
繋
が
れ
る
よ
う
動
く
こ
と
が
で
き
て
い
る
。
し
か
し
、
事
業
所

や
保
護
者
、
制
度
、
資
源
等
の
事
情
が
本
人
の
思
い
に
応
え
ら
れ
な
い
事
が
多
く
あ
り
、
本
人
を
中
心
と
し
た
支
援

体
制
の
構
築
は
引
き
続
き
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

職
員
の
退
職
や
業
務
の
偏
り
に
よ
り
、
国
の
示
す
基
準
に
基
づ
い
た
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が
実
施
が
で
き
て
い
な
い
。
反

面
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
支
援
(計
画
)は
多
く
行
う
事
が
で
き
て
い
る
。

【計
画
件
数
：4
48
件
（達
成
率
12
6％
）　
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
件
数
：9
26
件
　
（達
成
率
87
％
）】

優
先
度

目
標
達
成
の
た
め
に
実
施
す
る
事

具
体
的
な
方
法

①
定
例
会
議
に
て
本
人
中
心
支
援
の
確
認

を
し
つ
つ
、
職
員
の
相
互
成
長
を
は
か
る

・週
1回
オ
ア
シ
ス
会
議
で
個
別
ケ
ー
ス
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
妥
当
性
を
確
認
し
、
2か
月
1回
の
オ
ア
シ
ス
会
議
で
は

各
職
員
が
「本
人
中
心
支
援
」を
テ
ー
マ
に
発
表
し
、
自
己
の
価
値
観
・倫
理
感
を
振
り
返
る
こ
と
に
繋
げ
る
。

・相
談
部
門
と
し
て
「気
づ
き
の
事
例
検
討
会
」を
年
2回
実
施
す
る
。

・現
任
研
修
修
了
者
が
適
宜
同
行
支
援
を
行
う
。

結
果 ②

機
能
強
化
型
Ⅰ
を
維
持
し
、
事
業
所
が

取
得
す
る
加
算
を
明
確
に
す
る
。

機
能
強
化
型
Ⅰ
の
体
制
を
維
持
し
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
時
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
加
算
等
の
取
得
を
強
化
す
る
。

事
業
所
名
　
（　
相
談
支
援
事
業
所
オ
ア
シ
ス
　
　
）

今
年
度
の
最
重
点
目
標
　

結
果

・オ
ア
シ
ス
会
議
に
お
い
て
、
個
々
の
支
援
を
振
り
返
る
機
会
を
設
け
て
い
る
（1
回
/２
月
）。
自
身
の
支
援
を
見
つ
め
直
す
と
共
に
、
他
の
相
談
員
か
ら
の
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
を
得
る
機
会
と
な
っ
て
い
る
。

・気
づ
き
の
事
例
検
討
会
を
2度
実
施
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
気
づ
き
か
ら
の
意
見
が
聞
け
る
こ
と
で
、
多
角
的
な
視
点
で
ケ
ー
ス
を
考
え
る
力
を
つ
け
る
事
が

で
き
て
い
る
。
ま
た
、
よ
り
深
い
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
な
か
、
本
人
中
心
で
の
支
援
に
つ
い
て
考
え
る
事
が
で
き
て
い
る
。

・現
任
研
修
修
了
者
が
新
任
相
談
員
に
対
し
、
適
宜
助
言
・同
行
支
援
等
を
行
っ
て
い
る
。
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結
果 ③

ご
利
用
者
が
不
利
益
を
被
ら
な
い
よ
う

意
識
し
、
国
が
示
す
基
準
に
則
っ
た
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
を
実
施
す
る
。

オ
ア
シ
ス
ご
利
用
者
34
7名
に
対
し
、
国
が
示
す
基
準
に
則
っ
て
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
実
施
し
て
い
く
。
(年
間
10
54
回
見

込
み
）

結
果 ④

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
力
を
つ
け
る

・１
３
５
eネ
ッ
ト
や
自
立
支
援
協
議
会
の
活
動
・会
議
へ
の
職
員
派
遣
を
行
い
、
地
域
の
様
々
な
資
源
を
知
り
顔
を
合

わ
せ
る
機
会
を
積
極
的
に
つ
く
る
こ
と
で
連
携
し
や
す
い
環
境
を
整
え
て
い
く
。

・担
当
す
る
事
業
所
と
定
期
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
を
行
い
、
ご
利
用
者
面
談
や
事
業
所
の
会
議
・勉
強
会
等
の
サ
ポ
ー
ト
を
す

る
な
ど
に
よ
り
連
携
を
深
め
る
。

・ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
通
し
て
得
た
情
報
や
必
要
な
資
源
を
ま
と
め
る
力
を
つ
け
る
た
め
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
エ
コ
マ
ッ
プ
書

式
を
皆
で
つ
く
り
学
ん
で
い
く
。

結
果 ⑤

個
別
ニ
ー
ズ
か
ら
見
え
た
共
通
の
課
題

に
対
す
る
取
り
組
み
を
実
施
す
る

・個
別
ケ
ー
ス
に
お
け
る
課
題
か
ら
テ
ー
マ
を
絞
り
、
法
人
内
の
各
事
業
所
と
の
「学
習
会
」を
実
施
す
る
。

・相
談
部
門
と
し
て
あ
く
と
と
合
同
で
、
本
人
・家
族
に
向
け
た
「セ
ミ
ナ
ー
」を
企
画
・実
施
す
る
。
後
見
制
度
、
年
金
、

介
護
保
険
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
将
来
の
暮
ら
し
等
に
つ
い
て
学
ん
で
い
た
だ
く
機
会
を
作
る
と
と
も
に
オ
ア
シ
ス
の
役

割
も
知
っ
て
い
た
だ
く
。

結
果

・職
員
の
退
職
に
伴
い
、
「学
習
会
」の
実
施
は
中
止
し
て
い
る
。
※
次
年
度
繰
り
越
し

・在
学
中
の
本
人
、
保
護
者
を
対
象
に
「働
く
、
暮
ら
す
」を
テ
ー
マ
と
し
て
、
あ
く
と
と
合
同
で
の
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
た
。
参
加
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
と
し
て
、
23

件
の
回
答
の
内
「大
変
役
に
立
っ
た
」が
19
件
、
「少
し
役
に
立
っ
た
」が
2件
、
無
回
答
2件
と
大
変
満
足
度
の
高
い
内
容
で
の
実
施
が
で
き
た
。
ま
た
、
テ
ー
マ

の
選
定
や
セ
ミ
ナ
ー
の
計
画
な
ど
す
べ
て
の
行
程
を
企
画
チ
ー
ム
に
委
ね
実
施
で
き
た
こ
と
で
、
職
員
間
の
相
互
成
長
に
繋
が
っ
た
。

職
員
の
退
職
に
よ
り
、
機
能
強
化
型
Ⅰ
の
維
持
に
必
要
な
要
件
が
満
た
せ
て
い
な
い
。
※
相
談
員
4名
配
置
の
要
件
が
12
月
1日
よ
り
未
達
成
。

人
数
の
要
件
以
外
の
体
制
は
維
持
し
て
お
り
、
相
談
員
の
補
充
が
あ
れ
ば
再
度
取
得
で
き
る
状
態
と
な
っ
て
い
る
。

サ
ー
ビ
ス
提
供
時
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
加
算
の
取
得
は
積
極
的
に
行
っ
て
い
な
い
。
引
き
換
え
に
、
よ
り
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
高
い
報
酬
を
得
る
事
が
で
き

る
継
続
サ
ー
ビ
ス
利
用
支
援
の
実
施
を
優
先
的
に
行
っ
て
い
る
。

令
和
4年
度
実
績
は
次
の
通
り
。

計
画
件
数
：4
48
件
（達
成
率
12
6％
）　
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
件
数
：9
26
件
　
（達
成
率
87
％
）

職
員
の
退
職
や
個
別
ケ
ー
ス
の
対
応
が
重
な
っ
た
こ
と
が
原
因
で
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
実
施
が
行
え
な
い
こ
と
が
多
く
あ
っ
た
。
反
面
、
ケ
ー
ス
の
動
き
か
ら
ニ
ー

ズ
を
拾
い
上
げ
、
サ
ー
ビ
ス
の
変
更
に
繋
げ
る
事
に
よ
り
計
画
の
件
数
が
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
。

・相
談
支
援
連
絡
会
の
参
加
、
自
立
支
援
協
議
会
か
ら
の
協
力
依
頼
の
承
諾
等
、
社
会
資
源
の
把
握
・連
携
を
行
い
や
す
い
体
制
の
整
備
に
努
め
て
い
る
。

・モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
通
じ
て
関
係
機
関
へ
の
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
を
行
っ
て
い
る
。
必
要
が
あ
れ
ば
本
人
、
家
族
、
事
業
所
、
行
政
等
、
関
係
機
関
を
呼
び
か
け
集
め
、
支

援
会
議
等
の
実
施
を
行
っ
て
い
る
。

・エ
コ
マ
ッ
プ
の
書
式
の
作
成
は
行
え
て
い
な
い
。
ア
セ
ス
メ
ン
ト
ツ
ー
ル
の
作
成
に
つ
い
て
は
、
次
年
度
に
繰
り
越
し
と
な
っ
て
い
る
。
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・全
て
の
あ
く
と
職
員
が
、
障
害
種
別
・ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
を
問
わ
ず
障
害
者
の
就
労
と
生
活
を
両
面
か
ら
サ
ポ
ー
ト
で

き
る
事
業
所
を
目
指
し
ま
す
。

・明
石
地
域
の
障
害
者
就
労
支
援
の
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
き
ま
す
。

・個
別
の
ニ
ー
ズ
か
ら
出
て
く
る
共
通
課
題
と
そ
れ
に
対
す
る
必
要
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
チ
ー
ム
全
体
で
創
り
上
げ
る
こ

と
を
通
し
て
、
障
害
者
が
安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

・年
間
相
談
支
援
件
数
：3
,0
45
件
（前
年
比
　
10
8％
）、
一
般
就
職
者
数
：2
9名
（前
年
比
　
17
0％
）と
な
り
、
対
面
で

の
支
援
や
企
業
か
ら
の
相
談
を
含
め
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
水
準
に
戻
り
つ
つ
あ
る
1年
で
あ
っ
た
。

・職
員
体
制
に
お
い
て
は
一
般
職
員
3名
の
内
2名
が
新
卒
と
未
経
験
の
異
動
職
員
で
あ
り
、
就
労
生
活
支
援
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
が
出
来
る
よ
う
に
な
る
ま
で
の
職
員
育
成
に
は
至
ら
な
か
っ
た
が
、
個
人
の
ス
キ
ル
が
育
た
な
い
間

は
、
事
業
所
全
体
で
各
ケ
ー
ス
に
関
り
、
こ
の
過
程
で
新
人
職
員
が
学
び
成
長
で
き
る
機
会
を
作
っ
た
。
次
年
度
は
、

一
人
で
企
業
訪
問
す
る
割
合
を
戻
し
定
着
支
援
や
生
活
支
援
件
数
を
増
や
し
て
い
く
。

・明
石
地
域
の
障
害
者
就
労
に
関
わ
る
関
係
機
関
に
対
す
る
「情
報
交
換
で
き
る
場
と
し
て
の
会
議
開
催
」や
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
の
障
害
者
雇
用
情
報
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
共
有
す
る
た
め
の
「ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
活
用
」

等
を
、
年
間
計
画
に
基
づ
き
実
施
し
た
。
　
今
後
、
個
別
の
支
援
の
中
で
連
携
し
一
緒
に
関
わ
っ
て
い
く
機
会
を
作
る

こ
と
で
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
・充
実
を
図
り
つ
つ
「チ
ー
ム
づ
く
り
」を
目
指
し
て
い
く
。

優
先
度

目
標
達
成
の
た
め
に
実
施
す
る
事

具
体
的
な
方
法

①
就
労
と
生
活
の
両
面
か
ら
個
別
支
援
を

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
で
き
る
職
員
の
育
成
。

・週
1回
の
定
例
会
議
を
開
催
し
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
妥
当
性
、
社
会
資
源
調
整
、
担
当
者
が
も
つ
情
報
や
気
づ
き
に
つ

い
て
専
門
職
を
含
め
た
全
職
員
間
で
共
通
認
識
を
図
り
、
職
員
個
人
の
ス
キ
ル
に
頼
ら
な
い
支
援
の
か
た
ち
を
作
り

上
げ
て
い
く
。

・内
部
研
修
と
し
て
「気
づ
き
の
事
例
検
討
会
」を
年
2回
実
施
し
、
相
談
部
門
と
し
て
相
互
成
長
を
促
し
て
い
く
。

・就
労
関
係
、
生
活
支
援
関
係
等
の
外
部
研
修
に
職
員
を
派
遣
し
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
。

結
果 ②

明
石
地
域
の
障
害
者
就
労
に
関
わ
る
関

係
機
関
と
の
連
携
強
化
。

・明
石
市
地
域
自
立
支
援
協
議
会
し
ご
と
部
会
の
ワ
ー
キ
ン
グ
に
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
く
。

・障
害
者
雇
用
に
関
わ
る
関
係
機
関
に
よ
る
全
体
的
な
情
報
共
有
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
「明
石
地
域
雇
用
支
援
連

絡
会
議
」を
年
に
1回
開
催
し
、
個
別
ケ
ー
ス
を
も
と
に
意
見
交
換
・課
題
の
集
約
な
ど
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
「雇

用
支
援
検
討
会
（小
会
議
）通
称
／
T
E
A
M
：A
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」を
2ヶ
月
に
1回
開
催
す
る
。

事
業
所
名
　
（　
明
石
市
障
害
者
就
労
・生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
あ
く
と
　
　
）

今
年
度
の
最
重
点
目
標
　

結
果

週
１
回
の
定
例
会
議
で
は
新
規
相
談
者
の
支
援
の
方
向
性
の
確
認
や
困
難
ケ
ー
ス
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
対
す
る
意
見
交
換
を
中
心
に
、
全
職
員
で
個
別
支
援

に
関
わ
っ
た
。
そ
の
中
で
新
任
職
員
が
気
に
な
る
ケ
ー
ス
を
事
例
検
討
会
で
扱
い
、
気
づ
き
に
繋
げ
相
談
部
門
の
相
互
成
長
を
図
っ
た
。
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結
果 ③

あ
く
と
の
つ
ど
い
、
あ
く
と
サ
ロ
ン
の
定
期

的
開
催

・つ
ど
い
で
は
、
あ
く
と
登
録
者
を
対
象
と
し
た
余
暇
的
活
動
の
企
画
・実
施
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お

け
る
活
動
に
つ
い
て
は
オ
ン
ラ
イ
ン
を
使
用
し
た
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
中
心
に
し
な
が
ら
語
ら
い
の
場
を
提
供
す
る
。

・サ
ロ
ン
で
は
、
あ
く
と
登
録
者
の
う
ち
精
神
障
害
者
の
方
を
中
心
に
、
互
い
に
就
労
生
活
の
悩
み
や
心
配
ご
と
な
ど

を
自
由
に
語
り
合
い
自
身
の
生
活
に
対
す
る
ヒ
ン
ト
を
持
ち
帰
る
こ
と
が
で
き
る
場
の
提
供
を
す
る
。

結
果 ④

明
石
地
域
の
企
業
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
強

化

・す
で
に
障
害
者
雇
用
を
し
て
い
る
現
場
の
担
当
者
や
こ
れ
か
ら
取
り
組
も
う
と
さ
れ
て
い
る
事
業
主
に
む
け
た
雇
用

啓
発
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
。

・障
害
者
雇
用
の
啓
発
活
動
と
体
験
実
習
先
の
確
保
の
た
め
の
企
業
開
拓
を
行
う
。

結
果 ⑤

障
害
者
が
安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る

地
域
づ
く
り
に
応
じ
た
取
り
組
み
を
行
う

あ
く
と
オ
ア
シ
ス
合
同
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
に
よ
り
、
安
心
し
て
働
き
続
け
る
た
め
の
生
活
面
の
課
題
と
あ
く
と
の
支
援
の

か
か
わ
り
を
発
信
し
、
地
域
づ
く
り
に
つ
な
げ
て
い
け
る
よ
う
に
す
る
。

結
果

本
人
・家
族
・地
域
へ
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
、
あ
く
と
オ
ア
シ
ス
合
同
セ
ミ
ナ
ー
を
1月
21
日
開
催
。
2名
の
方
に
よ
る
当
事
者
発
表
を
含
め
、
障
害
者
就
労
・

一
人
暮
ら
し
・グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
「働
く
・く
ら
す
」に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
企
画
・実
施
し
た
。

参
加
者
は
25
名
で
あ
り
、
本
人
・家
族
の
他
学
校
の
先
生
の
参
加
も
見
ら
れ
、
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
の
個
別
相
談
も
有
効
に
活
用
さ
れ
て
い
た
。
今
年
度
は
、
相
談

部
門
の
中
堅
職
員
と
新
入
職
員
と
で
企
画
チ
ー
ム
を
結
成
し
、
主
体
的
な
取
組
み
を
す
す
め
る
こ
と
が
出
来
て
良
い
成
長
の
機
会
と
な
っ
た
。

し
ご
と
部
会
の
ワ
ー
キ
ン
グ
活
動
「チ
ャ
レ
ン
ジ
ウ
ィ
ー
ク
」の
コ
ア
会
議
に
参
加
し
た
。
今
年
度
も
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
具
体
的
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
実
習
の
動
き
は
無

か
っ
た
。

「明
石
地
域
雇
用
支
援
連
絡
会
議
」は
顔
の
見
え
る
関
係
づ
く
り
と
情
報
共
有
を
目
的
と
し
て
１
１
月
に
開
催
し
た
。
労
働
局
や
明
石
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等
労
働
行

政
や
障
害
福
祉
課
・基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
市
行
政
、
特
別
支
援
学
校
・訓
練
機
関
・支
援
機
関
・就
労
移
行
事
業
所
な
ど
の
３
０
事
業
所
か
ら
３
７
名
が

参
加
さ
れ
た
。
ま
た
、
「T
E
A
M
：A
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」を
奇
数
月
に
開
催
、
参
加
人
数
は
概
ね
１
４
事
業
所
・２
０
名
で
あ
っ
た
。
今
年
度
は
各
参
加
事
業
所
が
順
番

に
事
例
提
供
と
司
会
進
行
を
持
ち
回
り
に
実
施
す
る
よ
う
企
画
し
た
。
事
例
提
供
に
つ
い
て
は
、
事
業
所
の
負
担
に
な
っ
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
た
た
め
次
年

度
は
形
を
変
え
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。
地
域
で
の
課
題
と
し
て
、
「実
習
受
け
入
れ
企
業
の
開
拓
」や
「障
害
者
就
労
・訓
練
機
関
等
の
社
会
資
源
を
紹
介
す

る
イ
ベ
ン
ト
」な
ど
の
必
要
性
が
上
が
る
も
、
チ
ー
ム
と
し
て
の
取
組
み
や
ワ
ー
キ
ン
グ
発
足
な
ど
に
至
っ
て
い
な
い
。

あ
く
と
の
つ
ど
い
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
３
回
実
施
、
そ
れ
以
外
は
対
面
で
ゲ
ー
ム
や
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
な
ど
楽
し
み
を
共
有
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
サ
ロ
ン
に
お
い
て

は
今
年
度
7回
実
施
。
コ
ッ
ト
ン
ベ
ー
ル
に
て
金
曜
日
の
夕
方
２
時
間
を
開
放
し
開
催
し
た
。

「あ
く
と
登
録
者
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
」を
３
年
ぶ
り
に
開
催
し
た
。
参
加
者
は
22
名
で
、
皆
さ
ん
久
し
ぶ
り
の
大
会
を
楽
し
ん
で
く
れ
た
様
子
で
あ
っ
た
。

雇
用
啓
発
セ
ミ
ナ
ー
は
、
11
月
29
日
開
催
し
企
業
ご
担
当
者
を
中
心
に
参
加
者
は
40
名
。
兵
庫
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
の
障
害
者
雇
用
の
取
組
発
表
・グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
な
ど
を
行
っ
た
。
今
年
度
も
商
工
会
議
所
と
の
共
催
と
し
た
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
関
り
の
無
か
っ
た
中
小
企
業
の
ご
担
当
者
と
繋
が
る
き
っ
か
け
と
な
っ
て

い
る
。

「障
害
者
雇
用
の
未
達
成
企
業
」に
対
し
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
同
行
し
な
が
ら
障
害
者
雇
用
の
啓
発
活
動
を
実
施
し
て
お
り
、
今
後
も
こ
の
よ
う
活
動
を
通
し
明
石
地

域
の
障
害
者
雇
用
の
促
進
を
図
っ
て
い
く
。
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・意
思
決
定
支
援
の
浸
透
と
行
動
障
害
へ
の
支
援
力
を
向
上
す
る

・ご
利
用
者
の
要
望
や
ス
ト
レ
ン
グ
ス
に
着
目
し
た
活
動
選
択
肢
を
増
や
す

・職
員
が
や
り
が
い
を
育
め
、
主
体
的
に
力
を
発
揮
で
き
る
職
場
環
境
を
作
る

今
年
度
掲
げ
た
重
点
目
標
を
年
間
を
通
し
て
計
画
的
に
取
り
組
む
た
め
、
役
職
者
間
で
主
担
当
を
決
め
毎
月
の
役

職
者
会
議
で
進
捗
状
況
の
共
有
と
検
証
を
行
い
取
り
組
ん
だ
。
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
者
が
主
体
的
に
取
り
組
み
、
各
委

員
会
メ
ン
バ
ー
を
巻
き
込
ん
で
内
部
勉
強
会
や
支
援
現
場
で
の
実
践
も
行
え
た
1年
と
な
っ
た
。
課
題
と
し
て
は
取
り

組
み
が
多
岐
に
わ
た
り
、
担
当
者
以
外
が
自
分
事
に
な
り
に
く
く
、
職
員
全
体
へ
の
浸
透
が
不
十
分
だ
っ
た
こ
と
挙
げ

ら
れ
る
。
次
年
度
は
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
意
義
目
的
か
ら
共
有
・理
解
を
丁
寧
に
進
め
て
い
き
た
い
。
指
定
管
理

元
の
明
石
市
と
も
、
ご
利
用
者
の
重
度
・高
齢
化
の
影
響
で
支
援
体
制
や
活
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
再
構
築
に
つ
い
て
協

議
を
重
ね
、
現
状
課
題
と
今
後
の
方
向
性
を
共
有
で
き
た
の
で
、
次
年
度
以
降
も
意
思
決
定
支
援
の
推
進
、
個
別
支

援
を
軸
と
し
た
支
援
環
境
の
整
備
に
努
め
て
い
き
た
い
。

優
先
度

目
標
達
成
の
た
め
に
実
施
す
る
事

具
体
的
な
方
法

①
意
思
決
定
支
援
の
浸
透
、
支
援
力
向
上

に
関
す
る
取
り
組
み

・意
思
決
定
支
援
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、
実
践
と
評
価
を
行
い
、
成
果
を
確
認
し
な
が
ら
改
善
に
つ
な
げ
る
サ
イ
ク
ル

を
作
る
。

・利
用
者
自
治
会
運
営
委
員
会
を
継
続
し
、
運
営
方
法
の
検
討
及
び
意
見
を
取
り
入
れ
た
取
り
組
み
を
実
施
す
る
。

・強
度
行
動
障
害
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
養
成
講
座
を
導
入
し
、
職
員
が
年
間
を
通
じ
て
実
践
的
な
ケ
ー
ス
を
通
じ
て

専
門
コ
ン
サ
ル
に
よ
る
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
実
践
力
を
習
得
す
る
。

・オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
を
継
続
導
入
し
、
計
画
的
に
内
部
研
修
を
実
施
す
る
。

結
果 ②

・ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ス
ポ
ー
ツ
の
導
入
・定

着 ・活
動
選
択
肢
を
増
や
す

・日
中
活
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
ボ
ッ
チ
ャ
、
ラ
ダ
ー
ゲ
ッ
タ
ー
を
取
り
入
れ
る
。
年
2回
、
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す

る
。

・パ
ソ
コ
ン
を
使
用
し
た
活
動
を
提
供
し
、
工
房
内
の
掲
示
物
や
配
布
物
を
ご
利
用
者
と
協
同
し
て
作
成
す
る
。

事
業
所
名
　
（　
　
明
石
市
立
木
の
根
学
園
　
　
）

今
年
度
の
最
重
点
目
標
　

結
果

意
思
決
定
支
援
の
推
進
、
利
用
者
自
治
会
の
運
営
に
つ
い
て
は
、
年
間
を
通
し
て
勉
強
会
を
設
け
て
基
礎
知
識
の
習
得
や
日
々
の
支
援
現
場
で
の
意
識
付
け

を
行
う
こ
と
で
計
画
的
に
実
施
で
き
た
。
個
別
支
援
計
画
の
評
価
や
作
成
時
に
ご
利
用
者
個
々
の
思
い
を
く
み
取
り
支
援
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
旨
の
記
載
が
増

え
て
き
て
お
り
、
徐
々
に
浸
透
理
解
が
進
ん
で
い
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
る
。
強
度
行
動
障
害
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
養
成
講
座
に
は
年
間
通
し
て
参
画
し
、
日
々

の
支
援
に
反
映
さ
せ
て
い
る
が
、
担
当
者
以
外
の
職
員
へ
の
理
解
促
進
に
は
ま
だ
ま
だ
至
っ
て
い
な
い
現
状
が
あ
る
。
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結
果 ③

職
員
間
が
心
理
的
安
全
性
を
高
め
合
え

る
職
場
づ
く
り
と
育
成

・会
議
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
朝
終
礼
に
お
い
て
、
ス
タ
ッ
フ
の
研
修
報
告
と
事
例
発
表
の
場
を
作
り
、
成
果
と
課
題
の
確

認
を
行
う
。

・職
員
個
々
の
業
績
目
標
達
成
に
向
け
て
、
進
捗
の
確
認
、
個
々
の
状
況
に
応
じ
た
S
V
を
実
施
す
る
。

・エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
ア
ン
ケ
ー
ト
を
定
期
実
施
し
、
結
果
か
ら
抽
出
さ
れ
た
課
題
を
元
に
業
務
改
善
を
行
う
。

結
果 ④

地
域
と
の
つ
な
が
り
を
育
む

・山
手
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
に
参
画
し
、
地
域
課
題
に
つ
い
て
協
働
し
て
い
く
。

・伝
統
あ
る
木
の
根
の
ケ
ー
キ
ク
ッ
キ
ー
の
販
売
機
会
を
、
よ
り
多
く
の
方
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
S
N
S
ア
カ
ウ
ン

ト
を
活
用
し
、
新
商
品
や
販
売
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
情
報
発
信
を
行
う
。

・市
内
の
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
を
対
象
に
し
た
「み
ん
な
の
給
食
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
参
加
し
、
地
域
の
方
々
と
の
交

流
と
社
会
参
加
の
機
会
を
増
や
し
て
い
く
。

・公
的
施
設
の
使
命
と
し
て
、
自
治
会
等
地
域
団
体
の
事
業
所
見
学
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
、
障
害
者
支
援
の
理

解
・啓
発
に
努
め
て
い
く
。

結
果 ⑤

環
境
整
備

・ス
マ
ホ
及
び
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
導
入

・情
報
共
有
ツ
ー
ル
の
見
直
し
（事
務
所
の
配
置
変
更
、
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
、
朝
礼
の
内
容
変
更
等
）

・販
売
活
動
に
お
け
る
看
板
や
の
ぼ
り
な
ど
販
促
グ
ッ
ズ
の
見
直
し
と
整
備
を
行
う

担
当
職
員
が
主
体
と
な
り
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ス
ポ
ー
ツ
を
積
極
的
に
導
入
し
、
日
々
の
活
動
プ
ラ
グ
ラ
ム
だ
け
で
な
く
、
工
房
対
抗
の
記
録
会
な
ど
イ
ベ
ン
ト
要
素

も
絡
め
て
ご
利
用
者
・職
員
へ
の
浸
透
に
努
め
た
。
ご
利
用
者
か
ら
の
評
判
も
良
く
、
今
後
も
継
続
し
て
運
動
機
会
の
拡
充
に
努
め
て
い
き
た
い
。

・研
修
報
告
の
発
表
の
場
に
つ
い
て
は
、
3年
目
職
員
の
成
果
発
表
会
を
実
施
し
た
が
、
そ
の
他
受
講
者
全
体
の
機
会
の
提
供
は
行
え
な
か
っ
た
。

・職
員
個
々
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
面
談
は
年
3回
を
計
画
し
取
り
組
ん
だ
が
勤
務
調
整
・考
課
者
の
役
職
者
の
負
担
が
多
く
、
細
や
か
な
Ｓ
Ｖ
実
施
ま
で
に
は
至
ら
ず

次
年
度
は
回
数
に
こ
だ
わ
ら
ず
効
果
を
優
先
し
、
回
数
タ
イ
ミ
ン
グ
を
検
討
し
て
実
施
し
て
い
き
た
い
。

・心
理
士
が
主
と
な
り
全
職
員
対
象
に
エ
ン
ゲ
ー
ジ
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。
日
々
の
関
り
や
面
談
で
は
見
え
な
い
内
面
的
な
心
理
状
況
の
抽
出
機
会
と
し
て
、
職

場
環
境
の
現
状
把
握
と
し
て
は
新
た
な
視
点
で
の
気
付
き
と
な
り
、
下
半
期
の
業
務
改
善
を
行
う
う
え
で
の
参
考
に
な
っ
た
。

・コ
ロ
ナ
禍
で
課
外
活
動
に
制
約
が
あ
る
な
か
で
も
、
各
地
域
活
動
へ
は
積
極
的
な
参
画
を
心
掛
け
た
。
焼
き
菓
子
販
売
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
広
報
を
Ｈ
Ｐ
内
で
開

始
し
て
い
る
。

・こ
こ
数
年
、
団
体
の
施
設
見
学
要
望
が
聞
か
れ
な
か
っ
た
が
、
10
月
に
民
生
委
員
団
体
の
見
学
会
を
実
施
、
支
援
現
場
の
見
学
や
障
害
福
祉
の
基
礎
理
解

の
勉
強
会
を
実
施
し
地
域
の
方
向
け
の
啓
発
稼
働
を
実
施
し
た
。

48



結
果

・両
工
房
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
導
入
し
、
ご
利
用
者
の
個
別
支
援
や
余
暇
時
間
の
充
実
に
活
用
し
て
お
り
、
職
員
の
間
接
業
務
（写
真
や
動
画
撮
影
・編
集
）の

効
率
化
に
か
な
り
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
た
。

・情
報
共
有
ツ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
配
置
変
更
や
情
報
整
理
を
都
度
お
こ
な
っ
て
い
る
が
、
日
中
活
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
・送
迎
・短
期
入
所
等
、
多
様
な
支
援
に
付

随
す
る
大
量
の
情
報
集
約
と
効
果
的
な
整
理
ま
で
は
至
っ
て
お
ら
ず
、
職
員
個
々
が
自
分
事
に
な
り
に
く
い
環
境
の
改
善
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
細
や
か
な
情

報
伝
達
や
引
継
ぎ
に
つ
い
て
は
次
年
度
も
課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
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優
先

度
目

標
達

成
の

た
め

に
実

施
す

る
事

①
令

和
5
年

度
4月

採
用

の
新

卒
予

定
者

を
8人

確
保

。

結
果 ②

内
定

者
向

け
の

イ
ベ

ン
ト

・勉
強

会
の

実
施

結
果 ③

他
団

体
と

共
催

で
の

採
用

イ
ベ

ン
ト

の
実

施

チ
ー

ム
名

　
（ 

  
  
 人

材
確

保
  
  
 　

）

今
年

度
の

最
重

点
目

標
　

①
令

和
4年

度
4月

採
用

の
新

卒
内

定
者

を
8人

確
保

す
る

。
②

内
定

者
辞

退
を

防
ぐ

た
め

の
内

定
者

フ
ォ

ロ
ー

体
制

を
整

え
る

。
③

求
職

者
へ

の
広

報
ア

ッ
プ

の
た

め
、

他
業

種
・他

団
体

と
の

連
携

を
図

り
障

害
福

祉
分

野
以

外
の

求
職

者
と

の
接

点
を

作
る

。
④

中
途

採
用

者
の

計
画

的
な

確
保

体
制

を
整

え
る

。 具
体

的
な

方
法

コ
ロ

ナ
禍

に
よ

る
感

染
防

止
対

策
を

し
っ

か
り

取
り

な
が

ら
も

、
早

期
活

動
を

心
掛

け
就

職
説

明
会

や
フ

ェ
ア

へ
の

出
展

、
求

職
者

個
々

の
状

況
に

応
じ

た
個

別
の

法
人

説
明

会
や

採
用

試
験

を
実

施
す

る
。

障
害

福
祉

に
関

わ
ら

ず
、

福
祉

に
興

味
の

あ
る

求
職

者
へ

の
ア

プ
ロ

ー
チ

と
し

て
、

高
齢

介
護

サ
ー

ビ
ス

の
法

人
と

共
催

で
合

同
就

職
見

学
会

を
実

施
し

一
人

で
も

多
く
の

方
に

法
人

施
設

で
働

く
魅

力
を

伝
え

て
い

く
。

対
面

で
の

集
合

イ
ベ

ン
ト

を
年

3回
実

施
し

た
。

同
期

の
仲

間
や

先
輩

職
員

と
の

交
流

を
深

め
て

も
ら

え
る

よ
う

、
ラ

ン
チ

会
・パ

ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

ス
ポ

ー
ツ

体
験

・事
業

所
見

学
ツ

ア
ー

・研
修

や
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

な
ど

を
企

画
・開

催
す

る
こ

と
が

出
来

た
。

そ
の

他
、

定
期

的
な

情
報

発
信

や
個

別
ア

プ
ロ

ー
チ

な
ど

密
な

か
か

わ
り

を
意

識
し

内
定

辞
退

者
の

防
止

に
努

め
た

。

よ
り

身
近

な
若

手
職

員
主

体
に

内
定

後
か

ら
入

職
ま

で
定

期
的

に
、

社
内

報
（M

O
K
マ

ガ
ジ

ン
・ブ

ロ
グ

）の
情

報
提

供
や

イ
ベ

ン
ト

開
催

を
計

画
的

に
行

い
、

辞
退

者
の

減
少

に
努

め
る

。

結
果

チ
ー

ム
と

し
て

役
割

分
担

を
明

確
に

し
た

上
で

活
動

内
容

ご
と

に
そ

れ
ぞ

れ
主

担
当

を
中

心
と

し
た

確
保

活
動

を
実

施
し

、
月

給
契

約
職

員
１

名
を

含
め

、
令

和
5年

4月
採

用
8名

を
確

保
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

特
に

内
定

者
辞

退
を

防
ぐ

た
め

密
な

関
係

づ
く
り

を
意

識
し

た
結

果
、

昨
年

度
の

よ
う

な
入

職
直

前
の

辞
退

者
を

出
す

こ
と

は
な

か
っ

た
。

ま
た

、
コ

ア
会

議
を

毎
月

開
催

し
情

報
共

有
等

を
行

い
、

リ
ク

ル
ー

ト
社

員
に

も
参

加
い

た
だ

き
な

が
ら

求
人

サ
イ

ト
の

効
果

的
な

活
用

の
仕

方
や

内
定

者
フ

ォ
ロ

ー
な

ど
の

具
体

的
な

取
り

組
み

例
を

聞
く
機

会
を

作
り

、
今

後
の

採
用

活
動

に
関

し
て

活
発

な
意

見
交

換
を

行
う

こ
と

が
で

き
た

。

就
職

説
明

会
や

フ
ェ

ア
へ

の
計

画
的

な
出

展
に

加
え

、
今

年
度

よ
り

「リ
ク

ナ
ビ

」「
エ

ア
ワ

ー
ク

」へ
の

掲
載

を
取

り
入

れ
個

別
に

事
業

所
見

学
会

や
説

明
会

参
加

へ
繋

げ
、

結
果

的
に

8名
確

保
す

る
こ

と
が

出
来

た
。

ま
た

、
求

職
者

に
法

人
を

知
っ

て
も

ら
う

た
め

の
重

要
な

ツ
ー

ル
と

し
て

「リ
ク

ル
ー

ト
ブ

ッ
ク

」「
リ

ク
ル

ー
ト

カ
ー

ド
」
を

P
R

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
の

協
力

を
得

て
作

成
し

有
効

に
活

用
し

て
い

る
。
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結
果 ④

中
途

採
用

者
の

計
画

的
な

確
保

の
た

め
説

明
会

の
実

施
と

と
も

に
、

タ
イ

ム
リ

ー
な

チ
ラ

シ
の

配
布

を
行

う

結
果

・ハ
ロ

ー
ワ

ー
ク

明
石

で
行

わ
れ

る
ミ

ニ
面

接
会

に
年

２
回

参
加

し
、

定
期

的
な

情
報

発
信

を
行

い
な

が
ら

福
祉

職
経

験
者

な
ど

よ
る

即
戦

力
の

確
保

を
目

指
す

。
・急

な
欠

員
補

充
に

お
い

て
は

、
チ

ラ
シ

配
布

チ
ー

ム
を

募
り

短
期

集
中

し
て

該
当

エ
リ

ア
に

配
布

し
て

い
く
。

ハ
ロ

ー
ワ

ー
ク

の
ミ

ニ
面

接
会

に
つ

い
て

は
、

10
月

に
実

施
し

有
資

格
者

（介
護

福
祉

士
）で

契
約

職
員

1名
採

用
に

繋
げ

る
こ

と
が

で
き

た
。

チ
ラ

シ
配

布
チ

ー
ム

発
足

ま
で

は
至

ら
な

か
っ

た
が

、
P

R
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
の

協
力

を
得

て
「中

途
採

用
向

け
ガ

イ
ド

ブ
ッ

ク
」を

作
成

し
、

中
途

採
用

者
の

確
保

に
向

け
タ

イ
ム

リ
ー

に
提

案
で

き
る

ツ
ー

ル
と

し
て

活
用

す
る

こ
と

が
出

来
て

い
る

。

今
年

度
も

コ
ロ

ナ
禍

に
よ

る
福

祉
施

設
へ

の
人

の
出

入
り

の
制

限
が

続
き

、
他

法
人

と
の

施
設

見
学

・説
明

会
ツ

ア
ー

等
の

企
画

が
進

ま
な

か
っ

た
。

福
祉

に
興

味
の

あ
る

求
職

者
へ

の
ア

プ
ロ

ー
チ

と
し

て
、

今
後

も
他

業
種

・他
団

体
と

の
連

携
や

情
報

交
換

を
行

い
な

が
ら

福
祉

施
設

で
働

く
こ

と
の

イ
メ

ー
ジ

を
含

め
た

情
報

発
信

が
出

来
れ

ば
と

考
え

る
。

51



優
先
度

目
標
達
成
の
た
め
に
実
施
す
る
事

①
法
人
災
害
・感
染
症
B
C
P
案
の
作
成

結
果 ②

ア
ル
ソ
ッ
ク
管
理

結
果 ③

法
人
総
合
防
災
訓
練
の
実
施

チ
ー
ム
名
　
（　
業
務
継
続
計
画
（B
C
P
作
成
）　
）

今
年
度
の
最
重
点
目
標
　

法
人
の
災
害
・感
染
症
B
C
P
を
完
成
さ
せ
管
理
者
間
で
共
有
す
る

具
体
的
な
方
法

8月
を
目
途
に
災
害
及
び
感
染
症
の
B
C
P
案
を
完
成
さ
せ
ま
す
。
進
捗
確
認
の
た
め
に
チ
ー
ム
会
議
を
1回
／
月
行
い
ま

す
。

10
月
ま
で
に
法
人
災
害
・感
染
症
B
C
P
を
完
成
さ
せ
、
12
月
ま
で
に
管
理
者
に
説
明
し
共
有
を
図
り
ま
す
。

全
事
業
所
同
日
同
時
刻
に
訓
練
を
行
い
ま
す
。
訓
練
内
容
に
つ
い
て
は
地
震
を
想
定
し
て
い
ま
す
が
、
よ
り
現
実
的
な

訓
練
に
な
る
よ
う
計
画
し
ま
す
。

年
度
初
め
に
登
録
者
整
備
を
行
っ
た
。

運
用
訓
練
に
つ
い
て
は
6月
・7
月
・1
月
に
実
施
。
こ
れ
ま
で
課
題
で
あ
っ
た
回
答
率
の
向
上
は
い
ろ
い
ろ
工
夫
を
す
る
が
成
果
が
上
が
ら
ず
、
よ
り
使
い
や
す

い
シ
ス
テ
ム
や
ア
ル
ソ
ッ
ク
の
ア
プ
リ
な
ど
の
検
討
を
行
う
。

ア
ル
ソ
ッ
ク
登
録
者
の
整
備
を
行
い
ま
す
（5
月
）

運
用
訓
練
に
つ
い
て
は
6月
と
1月
を
目
途
に
行
い
ま
す
。

結
果

災
害
B
C
P
に
つ
い
て
は
検
討
を
重
ね
、
よ
り
具
体
的
な
内
容
・誰
も
が
理
解
で
き
る
内
容
に
と
心
が
け
作
成
す
る
こ
と
で

大
変
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
。
感
染
症
B
C
P
に
つ
い
て
は
す
で
に
運
営
企
画
室
の
方
で
作
成
さ
れ
て
い
た
が
、
見

直
し
す
る
こ
と
が
で
き
て
お
ら
ず
更
新
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
結
果
、
今
年
度
目
標
と
し
て
い
た
「管
理
者
間
で
共

有
す
る
」に
ま
で
は
至
ら
な
か
っ
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
た
め
、
チ
ー
ム
会
議
に
つ
い
て
は
定
期
的
な
開
催
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

感
染
症
B
C
P
に
つ
い
て
は
見
直
し
が
で
き
て
お
ら
ず
、
完
成
さ
せ
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
が
、
一
方
の
災
害
B
C
P
に
つ
い
て
は
見
直
し
を
重
ね
、
よ
う
や
く
案
を

完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
当
初
の
予
定
よ
り
ず
い
ぶ
ん
と
遅
れ
が
生
じ
て
し
ま
っ
た
が
、
よ
り
現
実
に
即
し
た
も
の
が
で
き
た
と
感
じ
て
い
る
。
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結
果 ④

事
業
所
の
災
害
対
策
を
フ
ォ
ロ
ー
す

る

結
果

防
火
管
理
者
を
対
象
に
研
修
会
を
実
施
（年
1回
以
上
）

異
常
気
象
（大
雨
や
台
風
な
ど
）へ
の
注
意
喚
起

防
火
管
理
者
対
象
の
研
修
会
に
つ
い
て
は
コ
ロ
ナ
等
の
事
情
に
よ
り
実
施
で
き
な
か
っ
た
。

気
象
へ
の
注
意
喚
起
は
B
C
P
担
当
者
に
限
ら
ず
、
管
理
者
間
で
声
を
掛
け
合
い
注
意
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

1月
に
B
C
P
（案
）に
準
じ
て
訓
練
を
実
施
。
ス
マ
ホ
の
ア
プ
リ
【L
IN
E
】な
ど
を
使
用
し
、
状
況
の
共
有
な
ど
を
図
る
。
訓
練
を
通
し
て
出
て
き
た
課
題
を
作
成
中
の

B
C
P
に
反
映
さ
せ
て
い
る
。
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優
先

度
目

標
達

成
の

た
め

に
実

施
す

る
事

①
新

任
期

を
終

え
た

（4
年

目
）の

職
員

が
O

J
T
を

担
え

る
よ

う
研

修
及

び
S
V

を
行

う

結
果 ②

人
材

育
成

等
、

職
場

環
境

づ
く
り

に
お

け
る

実
践

を
法

人
全

体
に

活
か

す

結
果

チ
ー

ム
名

　
（ 

人
材

育
成

・キ
ャ

リ
ア

ア
ッ

プ
 ）

今
年

度
の

最
重

点
目

標
　

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

制
度

を
活

か
し

、
全

体
で

人
材

育
成

を
行

う
風

土
を

つ
く
る

。

具
体

的
な

方
法

新
任

研
修

を
修

了
す

る
3年

目
の

職
員

に
対

し
、

次
の

ス
テ

ッ
プ

と
し

て
後

輩
職

員
を

「育
て

る
」視

点
と

技
術

向
上

を
目

的
に

、
O

J
T
担

当
者

養
成

研
修

を
実

施
す

る
。

ま
た

、
新

任
職

員
が

配
属

さ
れ

る
事

業
所

に
お

い
て

は
4年

目
を

迎
え

た
職

員
が

O
J
T
を

実
践

し
、

年
間

を
通

じ
て

振
り

返
り

と
サ

ポ
ー

ト
を

行
う

。

副
主

任
ワ

ー
キ

ン
グ

と
し

て
年

２
回

の
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

を
実

施
。

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
で

は
「育

成
」を

テ
ー

マ
に

意
見

交
換

を
行

い
、

明
桜

会
に

お
け

る
人

材
育

成
の

現
状

理
解

と
課

題
抽

出
を

行
っ

た
。

ワ
ー

ク
で

は
副

主
任

を
３

～
４

名
の

グ
ル

ー
プ

に
分

け
、

主
任

は
ス

ー
パ

ー
バ

イ
ザ

ー
と

し
て

ワ
ー

キ
ン

グ
に

参
加

す
る

こ
と

で
、

法
人

全
体

の
副

主
任

の
現

状
を

知
っ

て
も

ら
う

機
会

と
し

た
。

人
材

育
成

チ
ー

ム
に

お
い

て
ワ

ー
キ

ン
グ

の
ま

と
め

と
明

桜
会

の
人

材
育

成
状

況
に

つ
い

て
検

証
し

、
年

度
末

に
は

副
主

任
に

対
し

て
共

通
理

解
と

振
り

返
り

の
場

を
持

つ
こ

と
が

で
き

た
。

・副
主

任
ワ

ー
キ

ン
グ

の
実

施
。

担
当

部
門

、
課

題
の

共
通

点
等

で
グ

ル
ー

プ
を

分
け

、
行

動
計

画
・評

価
表

の
進

捗
状

況
の

報
告

・確
認

・相
談

、
意

見
交

換
の

場
を

年
2回

作
る

。
ま

た
、

年
1回

　
副

主
任

間
で

職
員

育
成

に
関

す
る

実
践

報
告

会
を

実
施

す
る

。
・主

任
が

副
主

任
ワ

ー
キ

ン
グ

の
グ

ル
ー

プ
を

担
当

し
S
V

を
実

践
す

る
。

年
2回

、
ピ

ア
ス

ー
パ

ー
ビ

ジ
ョ

ン
の

場
を

作
り

、
報

告
・共

有
・課

題
抽

出
及

び
課

題
解

決
に

向
け

て
の

動
き

を
検

討
す

る
。

結
果

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

制
度

を
根

拠
に

し
た

研
修

内
容

に
よ

り
、

対
象

者
が

目
的

や
期

待
さ

れ
て

い
る

役
割

に
つ

い
て

理
解

を
深

め
る

こ
と

が
で

き
て

い
る

。
一

方
、

O
J
T
制

度
が

集
団

感
染

発
生

等
の

影
響

を
受

け
、

事
業

所
に

よ
っ

て
対

応
の

バ
ラ

つ
き

が
み

ら
れ

た
。

次
年

度
以

降
、

事
業

所
と

の
連

携
方

法
に

つ
い

て
見

直
し

を
図

っ
て

い
き

た
い

。

新
任

期
終

了
を

迎
え

る
3年

目
の

職
員

に
対

し
、

入
職

か
ら

現
在

ま
で

の
自

身
の

成
長

と
課

題
に

つ
い

て
の

振
り

返
り

の
機

会
を

設
け

た
。

ま
た

、
こ

れ
か

ら
中

堅
職

員
と

し
て

、
求

め
ら

れ
て

い
く
役

割
に

つ
い

て
の

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

制
度

を
用

い
て

理
解

を
深

め
、

必
要

に
な

っ
て

い
く
育

成
・指

導
に

関
し

て
の

知
識

技
術

向
上

を
目

的
と

し
た

研
修

を
実

施
し

た
。

対
象

者
の

ア
ン

ケ
ー

ト
と

報
告

書
か

ら
、

育
成

す
る

側
と

な
っ

て
い

く
こ

と
へ

の
動

機
づ

け
と

な
っ

た
こ

と
が

伺
え

た
。
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③
法

人
役

職
者

研
修

会

結
果 ④

人
事

評
価

表
の

改
定

（評
価

行
動

基
準

の
導

入
）と

検
証

結
果

・役
職

者
（評

価
者

）へ
の

説
明

と
周

知
・一

般
職

員
へ

の
評

価
基

準
項

目
（選

択
肢

）の
周

知
→

　
評

価
表

改
定

の
意

図
、

法
人

が
求

め
る

職
員

像
・年

度
末

の
自

己
評

価
す

る
際

の
目

安
の

事
前

周
知

・導
入

後
の

検
証

令
和

４
年

度
（今

年
度

）に
改

定
評

価
表

の
導

入
に

向
け

準
備

を
進

め
た

。
管

理
者

会
議

に
て

導
入

に
向

け
た

説
明

を
行

い
、

主
任

・副
主

任
に

対
し

て
は

説
明

会
を

実
施

。
そ

の
後

、
９

月
に

全
職

員
に

メ
ー

ル
に

て
改

定
さ

れ
る

評
価

表
を

提
示

し
、

年
度

末
の

自
己

評
価

前
に

事
前

に
確

認
で

き
る

期
間

を
持

っ
て

も
ら

っ
た

。
１

月
の

一
般

職
自

己
評

価
期

間
の

案
内

時
に

、
新

し
い

評
価

表
の

導
入

に
つ

い
て

再
度

発
信

を
行

い
令

和
４

年
度

評
価

か
ら

無
事

に
導

入
す

る
こ

と
が

出
来

て
い

る
。

当
初

、
事

務
職

へ
の

導
入

は
想

定
し

て
い

な
か

っ
た

が
、

共
通

要
素

に
関

し
て

は
事

務
職

員
に

対
し

て
も

有
効

で
は

な
い

か
と

の
意

見
か

ら
急

遽
事

務
職

員
に

対
し

て
も

共
通

要
素

の
み

新
し

い
評

価
表

を
使

用
し

て
も

ら
う

こ
と

と
な

っ
た

。

管
理

職
・主

任
を

対
象

に
マ

ネ
ー

ジ
メ

ン
ト

ス
キ

ル
向

上
を

目
的

に
し

た
研

修
会

を
実

施
す

る
。

令
和

4
年

度
の

法
人

役
職

者
研

修
に

つ
い

て
は

、
法

人
虐

待
防

止
委

員
会

が
管

理
者

・主
任

を
対

象
に

「ゲ
ー

ト
キ

ー
パ

ー
研

修
」を

実
施

し
た

た
め

、
こ

れ
を

役
職

者
研

修
と

位
置

づ
け

た
。
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優
先

度
目

標
達

成
の

た
め

に
実

施
す

る
事

①
事

業
所

ご
と

に
「リ

ス
ク

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

委
員

」を
選

出

結
果 ②

ヒ
ヤ

リ
ハ

ッ
ト

と
事

故
の

分
別

化
を

進
め

る

結
果 ③

事
業

種
別

に
よ

る
課

題
解

決
へ

の
プ

ロ
セ

ス
を

図
る

チ
ー

ム
名

　
（ 

リ
ス

ク
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
 ）

今
年

度
の

最
重

点
目

標
　

①
課

題
に

対
す

る
具

体
的

な
予

防
と

対
策

を
進

め
て

行
く
。

②
事

業
所

間
の

ヒ
ヤ

リ
ハ

ッ
ト

の
共

有
化

を
図

り
、

日
々

の
意

識
付

け
を

し
て

い
く
。

③
法

人
と

し
て

の
苦

情
に

対
し

て
の

ト
ラ

ブ
ル

を
未

然
に

防
ぐ

た
め

の
研

修
を

実
施

。

具
体

的
な

方
法

各
事

業
所

で
主

体
的

に
取

り
組

め
る

た
め

の
環

境
を

つ
く
り

、
「チ

ー
ム

+委
員

会
」で

構
築

し
、

取
り

組
み

状
況

を
共

有
と

リ
ス

ク
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
に

つ
い

て
の

発
信

を
随

時
行

う
。

K
Y
T
　

等
、

各
事

業
所

で
場

面
に

応
じ

て
使

用
で

き
る

研
修

フ
ォ

ー
ム

や
資

料
を

作
成

す
る

。

ヒ
ヤ

リ
ハ

ッ
ト

と
事

故
報

告
書

の
作

成
基

準
が

あ
る

事
業

所
も

あ
る

も
の

の
、

概
ね

の
事

業
所

で
基

準
が

異
な

る
こ

と
が

リ
ス

ク
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
委

員
と

の
情

報
共

有
で

わ
か

っ
た

。
事

故
を

分
析

し
、

将
来

的
な

事
故

を
減

ら
す

為
に

も
ヒ

ヤ
リ

ハ
ッ

ト
の

重
要

性
を

チ
ー

ム
で

再
確

認
し

、
ヒ

ヤ
リ

ハ
ッ

ト
と

事
故

報
告

書
の

法
人

内
で

共
通

し
た

基
準

の
素

案
を

作
成

し
た

。
ま

た
ヒ

ヤ
リ

ハ
ッ

ト
は

「未
来

に
活

か
す

」為
で

あ
る

こ
と

を
意

識
し

、
統

一
し

た
書

式
の

必
要

性
に

基
づ

き
素

案
を

作
成

し
た

。

各
事

業
所

よ
り

リ
ス

ク
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
委

員
を

選
出

し
、

事
例

を
と

お
し

て
ヒ

ヤ
リ

ハ
ッ

ト
・事

故
の

分
析

を
実

施
。

昨
年

度
、

研
修

で
学

ん
だ

手
法

を
用

い
、

ヒ
ヤ

リ
ハ

ッ
ト

と
事

故
報

告
書

の
定

義
を

考
察

し
使

用
書

式
の

分
類

を
実

施
す

る
。

結
果

①
･②

取
組
む
為
の
環
境
づ
く
り
と
し
て
「
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
+事

業
所
委
員
」
を
構
築
し
、
事
例
を
と
お
し
た
ヒ

ヤ
リ
ハ
ッ
ト
･事

故
分
析
を
実
施
し
た
。
ま
た
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
と
事
故
報
告
書
の
定
義
を
考
察
し
書
式
の
分
類
を

行
っ
た
。
③
 外

部
講
師
を
招
き
、
「
苦
情
解
決
」
に
つ
い
て
各
事
業
所
よ
り
参
加
者
を
募
り
実
施
し
た
。

各
事

業
所

よ
り

リ
ス

ク
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
委

員
を

選
出

し
て

い
た

だ
い

た
事

で
、

チ
ー

ム
だ

け
で

の
課

題
検

討
に

終
わ

ら
ず

、
法

人
と

し
て

共
通

し
た

認
識

で
取

り
組

み
の

共
有

が
で

き
た

。
ま

た
、

全
体

会
議

を
４

回
（７

月
、

９
月

、
１

１
月

、
２

月
）実

施
し

、
チ

ー
ム

と
し

て
の

目
的

や
取

り
組

み
状

況
の

共
有

に
努

め
た

。
年

度
末

の
振

り
返

り
で

は
、

年
間

通
し

て
取

り
組

ん
だ

ヒ
ヤ

リ
ハ

ッ
ト

の
雛

形
を

各
事

業
所

で
ど

の
よ

う
に

周
知

し
て

い
く
か

の
提

案
が

委
員

か
ら

あ
っ

た
。

取
り

組
み

へ
の

積
極

的
な

意
見

も
で

て
お

り
、

チ
ー

ム
と

し
て

の
成

果
に

繋
が

っ
た

と
考

え
ら

れ
る

。
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結
果 ④

苦
情

に
対

し
て

の
適

切
な

対
応

を
学

び
、

利
用

満
足

度
を

高
め

る

結
果

苦
情

へ
の

適
切

な
対

応
を

学
ぶ

こ
と

で
、

サ
ー

ビ
ス

の
質

の
向

上
を

目
的

に
利

用
者

の
満

足
度

を
高

め
る

為
の

研
修

を
実

施
す

る
。


２

月
に

副
主

任
、

リ
ス

ク
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
委

員
、

そ
の

他
事

業
所

か
ら

推
薦

を
受

け
た

職
員

を
対

象
に

「
苦

情
対

応
」と

し
て

、
傾

聴
技

術
の

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

を
目

的
と

し
た

内
容

で
研

修
を

実
施

し
た

。
研

修
で

は
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

を
中

心
に

話
し

手
、

聞
き

手
、

オ
ブ

ザ
ー

バ
ー

と
役

割
を

そ
れ

ぞ
れ

持
ち

ま
わ

り
事

例
を

イ
メ

ー
ジ

し
て

行
っ

た
。

研
修

後
の

ア
ン

ケ
ー

ト
で

は
次

に
活

か
し

た
い

と
の

前
向

き
な

回
答

が
多

く
見

ら
れ

る
な

ど
、

良
い

研
修

と
な

っ
た

。

令
和

４
年

度
は

リ
ス

ク
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
チ

ー
ム

を
対

象
に

イ
ラ

ス
ト

を
用

い
て

の
K
Y
T
分

析
（ま

ず
気

づ
き

の
部

分
を

意
識

す
る

）し
、

気
づ

き
の

共
有

を
行

っ
た

。
ヒ

ヤ
リ

ハ
ッ

ト
と

事
故

の
分

別
化

を
重

点
的

に
取

り
組

ん
た

だ
為

、
研

修
フ

ォ
ー

ム
に

つ
い

て
は

作
成

途
中

と
な

っ
て

し
ま

っ
た

。
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優
先

度
目

標
達

成
の

た
め

に
実

施
す

る
事

①
個

別
支

援
計

画
の

プ
ロ

セ
ス

を
学

ぶ

結
果 ②

重
度

・
強

度
行

動
障

害
の

特
性

の
理

解

結
果 ③

事
例

検
討

会
を

通
じ

た
専

門
的

な
支

援
の

共
有

チ
ー

ム
名

　
（ 

  
  
  
 支

援
力

向
上

  
  
 　

）

今
年

度
の

最
重

点
目

標
　

法
人

内
各

事
業

所
の

支
援

力
向

上
の

た
め

、
下

記
の

テ
ー

マ
に

沿
っ

て
年

間
を

通
じ

て
研

修
を

実
施

す
る

・個
別

支
援

計
画

作
成

か
ら

見
直

し
ま

で
の

一
連

の
プ

ロ
セ

ス
を

学
び

、
本

人
主

体
の

個
別

支
援

を
デ

ザ
イ

ン
・ア

プ
ロ

ー
チ

で
き

る
人

材
を

育
成

す
る

。
・重

度
・強

度
行

動
障

害
の

特
性

の
理

解
と

個
別

応
じ

た
支

援
の

展
開

に
つ

い
て

学
ぶ

・実
際

の
ケ

ー
ス

・事
例

に
基

づ
い

た
事

例
検

討
会

を
行

い
、

専
門

的
な

支
援

の
共

有
や

会
議

進
行

の
手

法
を

学
ぶ

具
体

的
な

方
法

個
別

支
援

計
画

の
作

成
を

通
じ

て
、

ア
セ

ス
メ

ン
ト

や
ニ

ー
ズ

整
理

の
大

切
さ

・本
人

主
体

の
支

援
目

標
や

具
体

的
ア

プ
ロ

ー
チ

の
方

法
を

学
ぶ

研
修

会
を

実
施

す
る

。

実
際

の
ケ

ー
ス

や
支

援
事

例
を

用
い

て
、

事
例

検
討

会
の

必
要

性
や

進
め

方
を

学
び

、
事

業
所

の
枠

を
超

え
た

専
門

的
な

支
援

の
共

有
と

各
事

業
所

で
建

設
的

な
事

例
検

討
が

行
え

る
よ

う
担

当
者

の
ス

キ
ル

向
上

を
目

指
す

。

10
月

2
5日

「知
的

評
価

ス
ケ

ー
ル

と
支

援
の

見
立

て
」1

1月
29

日
「特

性
の

分
析

」両
日

共
に

前
半

は
講

義
形

式
で

知
識

を
学

び
、

後
半

の
演

習
で

は
実

際
の

ケ
ー

ス
を

踏
ま

え
て

事
例

の
検

討
を

行
っ

た
。

重
度

・強
度

行
動

障
害

な
ど

の
特

性
に

応
じ

た
障

害
種

別
の

特
性

理
解

、
事

業
所

や
環

境
に

応
じ

た
支

援
の

展
開

方
法

を
学

ぶ
研

修
会

を
実

施
す

る
。

結
果

年
間
を
通
し
て
、
個
別
支
援
を
行
う
う
え
で
の
土
台
と
な
る
ア
セ
ス
メ
ン
ト
・
個
々
の
ご
利
用
者
の
特
性
理
解
に

つ
い
て
、
受
講
対
象
者
を
絞
り
研
修
勉
強
会
を
実
施
し
た
。
事
例
の
ケ
ー
ス
も
実
際
支
援
に
あ
た
っ
て
い
る
ご
利

用
者
を
対
象
に
し
、
知
識
向
上
だ
け
で
な
く
、
実
際
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
手
法
や
支
援
ア
プ
ロ
ー
チ
を
組
み
立
て
る

う
え
で
も
実
践
的
な
研
修
機
会
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
事
例
検
討
会
を
企
画
実
施
す
る
技
術
的
な
手
法

も
経
験
し
、
受
講
者
が
今
後
、
各
事
業
所
内
で
も
効
果
的
な
事
例
検
討
を
主
導
す
る
気
付
き
の
機
会
と
な
っ
た
。

9月
30

日
「サ

ー
ビ

ス
提

供
の

プ
ロ

セ
ス

理
解

」の
研

修
を

実
施

。
ご

利
用

者
へ

の
支

援
全

体
の

プ
ロ

セ
ス

や
意

義
目

的
を

再
度

確
認

し
、

特
に

支
援

を
組

み
立

て
る

う
え

で
欠

か
せ

な
い

ア
セ

ス
メ

ン
ト

の
重

要
さ

に
つ

い
て

受
講

者
全

員
で

学
び

、
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
を

行
っ

た
。
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結
果

1月
17

日
「氷

山
モ

デ
ル

シ
ー

ト
の

作
成

・実
践

に
結

び
付

け
る

た
め

の
ポ

イ
ン

ト
整

理
」1

年
間

の
研

修
内

容
を

振
り

返
り

、
実

際
に

ア
セ

ス
メ

ン
ト

を
グ

ル
ー

プ
で

実
践

し
、

現
場

で
運

用
で

き
る

ポ
イ

ン
ト

や
手

法
を

学
ん

だ
。

後
半

は
コ

ア
メ

ン
バ

ー
よ

り
、

連
携

の
重

要
さ

、
継

続
的

な
支

援
の

必
要

性
な

ど
今

年
度

の
ま

と
め

・フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
を

受
講

者
に

向
け

て
実

施
し

た
。
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